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日本側実行委員長の挨拶

第54回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員長 千代明弘

今夏、米国で開催された第54回日米学生会議を振り返る上で、忘れることのできない記憶がひとつありま

す。それは、2001年9月11日に米国で発生した同時多発テロです。テロ発生までは21世紀初の米国で開催さ

れる会議という位置付けを考えていた第54回会議ですが、あの悲劇によって、さらにテロ事件後初の米国で

開催される会議という、もうひとつの重要な意味付けが加わることになりました。

日米双方72名の会議参加者はテロに対してそれぞれの想いを抱いていたと想います。そして、その想いを

胸に第54回会議に臨んだこともまた事実でありましょう。会議を通じて参加者たちは、自ら設定した課題や

問題意識に沿って議論を展開し、また、それらに対する何らかの回答を出そうと努力を続けました。その努力

が結集したもの、それが第54回日米学生会議の核のひとつであったように思います。

私たちは第54回会議のテーマとして、l4RedefiningtheRoleofJapanandtheU.S.mContemporarySociallssuef

「現代の社会問題における日米の役割を問い直す」を掲げました。その中でもlGRedefining''「問い直す」とい

う言葉が今回の会議ではクローズアップされました。日米の役割はもちろんのこと、社会に根強く存在する不

平等の問題、戦争のこと、人間存在、そしてそのような私たちを取り巻くあらゆる現象を問い直し、何よりも

自分自身の内に存在する可能性と限界を、参加者たちは会議を通じて問い直していったのではないでしょうか。

本年度会議はその行程をすべて無事に終了しましたが、その成果を一言で表すのは非常に難しいことである

と感じています。なぜならば、一ヵ月という本会議の期間はあくまで「問い直した時間」であり、本当の試行

錯誤が始まるのはこれからであると考えているからです。会議期間中に行われた討論会や講演会、または米国

各地での実地研修や8つ用意された分科会の中での討論などは自己を取り巻くさまざまな現代の社会問題の情

報を得たに過ぎません。今後私たちが社会の諸問題に立ち向かって行くとき、それらの情報をどのように活か

していくべきか、そこに会議の本質があると思います。

「本会議だけでは終わらない会議｣、それが日米学生会議です。会議を通じて得た仲間や知識、そして記憶

を会議参加者は生涯に渡って持ち続けることになるでしょう。仲間は未来に向かって共に進む勇気を与えてく

れます。知識は困難に立ち向かう際の武器となり、防具ともなります。そして、素晴らしい記憶は会議中の自

己をいつのときも眼前に鮮明に映し出し、常に自らを省みるための指針となり得るでしょう。それらを活用す

ることによって、人生はより一層豊かで深みを増したものへと変化し、同時に日米学生会議への想いの強さも

比例して高まっていくはずです。第54回日米学生会議とは、会議参加者の心の中で永遠に継続されていくも

のなのです。

最後になりましたが、第54回日米学生会議の開催に際して多大なるご協力を賜りました後援団体の皆様、

ご賛助賜りました財団企業の皆様、準備段階の期間に学習面でご協力賜りました講師の皆様、日頃より貴重な

ご指導をいただきました国際教育振興会の皆様、さまざまな局面で多大なご支援いただきました日米学生会議

OB、OGの皆様、そしてその他すべての日米学生会議に関わっていただいた皆様に、参加者一同、心より御礼

申し上げます。これからは、私たちが本年度会議を通じて得たものを社会に還元していく過程の中で、改めて

皆様への感謝の意を表していきたいと考えています。本当にありがとうございました。
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アメリカ側実行委員長挨拶

JaimeMuscar

AmericanExecudveCommitteeChair

The54thJapan-AmericaSmdentConferenceExecutiveCommittee

TheJapan-AmericaSmdentConferenceisaprogramunlikeanyother.Throughmyinvolvementas

bothadelegateofthe53rdJASCandamemberoftheExecutiveCommitteeofthe54th,Ihavehadthe

opportunitytomeetsomeamazingsmdentswhoshareavisionfbrpromotingmumalunderstanding

betweenJapanandtheUS.Mylifbhasbeengeatlyemchedbymyfiendshipswiththem,andl

knowthisexperiencewillcontinuetoa.mectmefbrmanyyearstocome.

Attheconclusionofthe53rdJASC,Ifbltthatlhadmoretoconmbutetotmsuniqueconference.

Whilethemonthhadbeensatisfyinginmanyways,IwantedtocomnuetoexploretheroleofJASC

whilesharingandpromotingthisexperiencetoothersmdemswhomightbenefitfomit.Thusafter

theExecutiveCommilteeelectionsatthecloseOfthe53rdJASC､thesixteennewECmembersbegan

mtensepreparationsfbrthe54thJASCInworkingwiththel5otherECmembers,Ileamedmuch

aboutmyselfandteamwork,andthediHicultiesofplanninganeventofthismagmmde.

The54thECcanonlyprovideafameworkfbrtheconfierence,theheartofJASCiswhatthedelegates

makeofit.Ourdelegatesapproachedtheconferencewithgeatenthusiasmandpassion.Thereare

twoaspectsofJASCthataresometimesconsidereddistinct:theacademiccontentandthesocial

mteractions.Thedelegatesapproachedbothwithequalintensity;however.T11eycOnstantly

challengedthemselvesandtherestofustoapproachissuesmnewwaysandiomperspectivesdiHerent

thanourown.

Therewasmuchdebateduringthe54thJASCregardingtheroleofJASCtoday.Forthemonthnot

onlywerewebyingtoredefmetheroleofJapanandtheUSincontemporarysocialissues,but

redefimngJASCinthatcontextaswell.ThefiltureofJASCisultimatelyinthehandsofthe5;hEC

andthosethatwillsucceedthem,butlhavetheutmostconfIdenceintheirvision.FromitsconCeption

ml934,JASChasalwaysadaptedtothechangesintherelationshipbetweenJapanandtheUSand

theirpositionsmtheglobalcommunity.Inspiteofthegrowmguncertamtiesintheworldtoday>I

knowJASCwillcontinuetobeanmvaluablesourceoffeshideas,providinganopportunityfbr

smdentstocometogetherfbramonthofmtensedebatewhileallowingthemtosharetheirhopesand

uncertamties,andultimatelyrealizmgthatwearenotsodiHbrentafterall.
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内閣総理大臣からのメッセージ

第54回日米学生会議の開催にあたり、心よりお祝い申し上げます。

1934年に日米両国の学生有志によって始められた日米学生会議が、世紀を越え

て今日まで引き続いていることを喜ばしく思います。日米両国は戦後半世紀あまり

にわたり共通の価値観のもと､世界でも他に類を見ないほどの強固なパートナーシ

ップを築き、世界平和の維持と発展に貢献して参りました。そのような歴史の中で

過去の会議参加者が日米両国において大いに活躍されていることを見るにつけ､次

世代を担う若者の交流の重要性を強く認識させられる次第であります。

第54回日米学生会議は「現代の社会問題における日米の役割を問い直す」

(RedefiningtheRoleofJapanandtheU.S.inContemporarySociallssues)を総合テー
マに掲げています。21世紀を担い築き上げていく学生の皆さんが今夏このテーマ

のもとで人権と安全保障文化､環境､テロリズム等を巡って活発な議論を展開し、

互いの価値観を共有されることは､必ずや皆さんの将来にとって有益なものとなり、

そして何よりも日米関係のより一層の発展に大きなものとなることを期待します。

第54回日米学生会議が皆さんにとって人生の転換点となることを信じてやみま

せん。

内閣総理大臣 小泉純一郎
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大統領からのメッセージ

Isendgreetingstothoseattendingthe54thJapan-AmericaStudentConference

TheUnitedStatesandJapancontinueclosecoordinationonissuesvitallyimportantto

each､aswellastotheworld.Thosewhopreachhateandpreyuponignorancethreaten

civilizationonallcontinems,andtheUnitedStatesappreciatesJapan'sparticipationinthe

coalitionagainstterrorism.Tohelpensurethede企atofglobalterrorismandrelated

threats,wemustcontinueoureffbrtstobuildaworldatpeaceandwithoppoItunityfbrall.

Knowledgeandlearningremaincrucialtothesuccessoftheseendeavors.

Bypromotingstudentexchanges,theJapan-AmericaStudentConferencecomributes

toimemationalunderstandingandgoodwill.IcommendtheConference'sstaff;

palticipants,andsupportersfbrstrengtheningthebondsof廿iendshipbetweenJapanand

America.YOurworkenrichesthelivesofcountlessindividualsandlaysthefbundation

fbrapeacefillworld.

LaurajoinsmeinsendingourbestwishesfbrasuccessfUlConference

GeorgeWBuSh
(TheWhiteHouseWashingtonJuly29,2002)
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第54回日米学生会議理念

MutualUnderstanding,EmpowermentandProgress

相互理解、「力」の獲得、そして前進

1951年9月8日のサンフランシスコ講和条約締結から半世紀、日米関係は粁余曲折を経て現

在の関係に至っている。先の太平洋戦争における激しい衝突にもかかわらず、両国は戦後、史

上稀に見る強いパートナーシップを構築し、日米関係は現在、国際関係における最重要事項の

一つとみなされるまでになった。ただ、日米関係の発展段階において中心的な役割を果たして

きた国家レベルのアクターに加え、市民レベルでの交流も重要な役割を果たしてきたことは見

逃せない。

一ヵ月に渡る共同生活を通じ、両国の学生はそれぞれの持つ多様な価値観を共有する。その

過程でときには衝突を経験しながらも互いを認め、尊重し合うことによって、相互理解を模索

していく。そこでの経験の中から今までの人間関係や価値観、および自己とそれを取り巻く社

会との関係を見つめ直す。さらに、会議を通じて獲得した「力」を、自己完結で満足するので

はなく、私たちの生きている社会へと発信させていく。それらの段階を経て、私たちは過去を

踏まえて現在を生き、未来に向けて前進することができるのではないだろうか。それが日米学

生会議を貫く理念であり、今回の第54回会議で私たちが挑戦すべき目標でもある。

7
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Ⅱ

第54回日米学生会議テーマ

Ⅱ

RedefiningtheROleofJapanandtheU.S.inContemPOrarySOCialISsues

｢現代の社会問題における日米の役割を問い直す」

世界は、グローバル化の波の中で21世紀を迎えた。通信技術の発達や経済の自由化などに

より、既成の社会的、文化的な枠組みや価値観が疑問視されるとともに、国際社会は新たなパ

ラダイムに転換しつつある。昨年の9.11事件に表されるように、異なる概念、価値観の混在が

新しい問題を引き起こし、そして同時に旧来の社会問題を一層複雑化する。このような社会構

造の中で、個人や国家も新時代における自らの役割の再定義が必要とされている。従来の国際

社会の中で確立されてきた日米関係についても存在意義を問い直す議論がなされるべきであ

ろう。

以上の問題意識から、第54回日米学生会議は「現代の社会問題における日米の役割を問い

直す」をテーマとして掲げた。このテーマのもとに、通商政策、政治システム、先端技術と倫

理、社会的不平等、宗教とアイデンティティ、多文化社会における教育、創造的表現から探る

歴史認識、環境問題の8つの分科会を設置した。会議では以上の分科会活動を中心に各開催地

でのプログラムや講演を通じて、現代の社会問題に対し日米両国の学生がさまざまな視点から

アプローチし議論を深めることで、新たな国際社会において日米の果たすべき役割を探ろうと

努めた｡このようなテーマの下で開催された第54回日米学生会議は、参加者が問題意識の深化

を図ることのできる場であったといえるだろう。互いに自己を主張しぶつかりあうというこの

会議での経験が、新世紀における日米関係の役割を問い直していく上で大きな力になったこと

を願う。

8
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第54回日米学生会議活動の概要

主催：財団法人 国際教育振興会

後援：外務省、文部科学省、米国大使館、日米文化センター

財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会

期間：2002年7月27日～8月21日

④ 活動内容

第54回会議は「相互理解、「力」の獲得、そして前進」という理念の下で、すべてのプログ

ラムが行われた。活動の中でお互いを高め合い、そこで得られた「力」を自己完結させるので

はなく、積極的に発信していくという思いが本会議には強く反映されている。本会議の主な活

動はサイトイベント、分科会、スペシャルトピックに分けられる。会議中は主に英語が共通語

として使用された。

サイトイベントは各サイトの性質、またサイトごとに設定された理念に基づいて実施された。

フィールドトリップやパネリスト招いてのパネルディスカッションなど各サイトの文化、歴史

的背景、またそこから派生される特色あるトピックに注目しそれぞれのイベントが組まれた。

分科会では8つの分科会それぞれ8～10人の学生が集まり、各トピックについての議論を行っ

た。これらの分科会は54回会議テーマである「現代の社会問題における日米の役割を問い直

す」に基づいて設定されたものである。すべての会議参加者が夏の本会議前に自らの主張をま

とめたペーパーを作成し、各分科会内での事前の勉強会などの活動を経て、本会議では討論が

繰り広げられた。また、各分科会では議論と補完させる意味でフィールドワークや講演会も行

った。政治、文化、経済など各分野の第一線で活躍されている方々をお迎えし、また、その現

場を実際に訪問することで、議論をより実のあるものにすることができた。

スペシャルトピックは、分科会での議論とは異なり、多人数で一つの活動に取り組むものであ

る。活動形態は分科会のような討論形式にとらわれず、芸術作品制作、スポーツなど多様なも

のとなった。また、活動内容は主に日米双方の文化的な違いを体感するものが中心となり、さ

まざまな形で参加者間のコミュニケーションが図られ、会議全体をより盛り上げることができ

た。

9
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鐘 会議運営

第54回日米学生会議の会議企画運営は、原則としてすべて学生の手によって行われた。第

53回会議の終盤に選挙で選出された日米16人の実行委員が約一年に渡り会議の骨子となる会

議理念、テーマ、サイト、分科会議題、スペシャルトピックの決定をすべて共同で行った。

これらに加え、日本側実行委員は独自に、財務活動、予算書作成、事業計画書作成、実施要

綱作成、広報活動、公開講演会、参加者選考（2～3月）、春合宿（5月)、防衛大学校訪問、事

前勉強会、報告書作成などを企画、実施した。

第54回会議はアメリカ開催ということもあり、本会議へ向けた具体的な準備作業はアメリ

カ側実行委員によってなされた。日本側実行委員は物理的な距離を埋め、情報の共有を図るべ

く、電子メールなどで積極的にその発案、意思決定過程に参加していった。もちろん実行委員

だけでは会議全体の成功は不可能であり、実際に参加者全員が企画のプログラム、広報活動な

ど多くに主体的に参加し会議の枠組みを作り上げた。

10
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第54回日米学生会議 く日本側参加者一覧＞

名前 大学 学部／学科

日本側実行委員会 JapaneseExeCutiveCommittee

学年

秋山

喜多

柴田

千代

出浦

中川

古川

松岡

立命館大学 国際関係学部国際イン

三重大学 医学部医学科

慶應義塾大学 経済学部

国際基督教大学 教養学部社会科学科

慶應義塾大学 法学部法律学科

一橋大学 法学部

東京大学 大学院総合文化研究科

京都大学 教育学部教育心理学科

洋児

洋輔

綾沙美

明弘

直子

由紀

敏明

洋平

国際関係学部国際インスティテュート

年２

年
年
年
年
年
年
程
年

３
５
３
３
３
４
課
４

士修

日本側参加者

石 さゆり

伊藤 志織

江川 響子

大塚 絵美

大藪 真紀

川良 麗子

北松 円香

小林 悦子

佐藤 陽一郎

鹿谷 幸史

高沢 健史

高橋 泰美

筑紫 正宏

富田 美緒

西納 由紀

乗竹 亮治

服部 高明

福田 潤一

藤田 葵

堀抜 功二

増谷 康

水本 憲治

宮下 紘

森川 幹人

守屋 彰人

山田 哲平

米田 綾子

JapaneseDelegation

東京大学 教養学部総合社会科学科

早稲田大学 法学部

京都大学 農学部資源生物科

慶應義塾大学 法学部法律学科

国際基督教大学 教養学部社会科学科

早稲田大学 第一文学部総合人文学科

国際基督教大学 教養学部社会科学科

慶應義塾大学 総合政策学部

早稲田大学 法学部

東京大学 法学部

関西学院大学 総合政策学科

筑波大学 第三学群国際総合学類

東京大学 法学部

早稲田大学 政治経済学部政治学科

一橋大学 法学部

UniversityofCentralOklahomaCommunication専攻
東京医科歯科大学医学部医学科

東京大学 大学院総合文化研究科

東京大学 教養学部文科Ⅲ類

立命館大学 国際関係学部国際関係学科

東京大学 大学院総合文化研究科

京都大学 医学部

一橋大学 大学院法学研究科

国際基督教大学 教養学部社会科学科

慶應義塾大学 商学部商学科

慶應義塾大学 経済学部

東京大学 文学部社会学科

年
年
年

１
３
２

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
程
年
年
程
年
程
年
年
年
年

３
３
２
４
２
４
２
３
４
４
２
３
３
４
３
１
４
課
２
２
課
４
課
４
４
２
３

士
士
士

修
修
修

11

二 戸



7加刃"',ﾉ"ﾉ)""-勿4"'ど"(."幼"(/(J"/〔､"ﾉｳｾﾉで"唖

I

第54回日米学生会議くアメリカ側参加者一覧＞

1

YearMajorUniversityName

アメリカ側実行委員会
LivColeman

LisaDaily
AmvJones

SophiaKan

TheAmericanExecutiveCommittee

UmversityofWisconsin,Madison PolincalScienCe

EckerdCollege A,t/writmg/EastAsianstudies
UniversitVofKansas Japanese

〃

ImermtionalBⅢRinegSUniversibrofWashington
/PoliticalScience仏sianSmdie3

WashingtonandLeeUniversityEastAsianSmdies
HowardUmversity lmem刃↑ionalR11siness
UniVerSiWOfGUam SccondaryEducation-Mathematics
OberlmCollege Sociology/EastAsianSmdies

Doctorate

Junior

Semor

SeniOr

Sophomore
JImior

JUmor

I1mior

I3imeMIscar

H2nnahPeterson-McCov

LourdesRivera

NamUemⅢ画

アメリカ側参加者
MichaelBaik

GregoryBalan
PamckFmerson

I･mnrenFrese

LindsWGallaJler‐

PamelaGard

月月naHeineken

MaxHomerding

BenjannnLarson
Marinnl'i

Hao-HungLiao

KabrLiu
AlexandruLuta

AmibrMalack
HelenMcC211ister

LeonaMiddleton

BrittanyMitchell
A"mRagmIUssen

WalkerRoberts

PaulRodliguez
MahoSaito

JaimeScheppers
Sachikommk3

ThylorUPson
Andrea晒愚ki

RebeccaWeismger
T11om"West

FIu"koYone"

AmericanDelegation

UniversiWofTbxasatA1'R1in
NewYoIkUniversitV

GmlfbrdCollege

LafayetteCollege

GmlfbrdCollege
UmversibrofWashington

PrincetonUniversiW

UniversityofCentlalOmahoma

UniversiqofWashington

MillsCollege
NewYorkUmversitv

NewYOrkUnivers町

OcCidentalCollege

EarlhamCollege

BamardCollege
WashingtonUniversityinSt・Louis

UmversityofColorado,Boulder

UniversityofWashington

NewYorkUmversib'

UniversityofTbxasatA1ngnn
SmthCollege
NorthweStemUniversitV

KeioUmversity
DukeUmversitV

GeoIgetownUmversiW
RarvardUmversitV

JohnsHopkinsUmversiqr
OhioStateUmversityatColumbus

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｅ

Ｏ
０
０
０
０
０
０

ｍ
泊

唖吋唖ｒ皿皿
》唖唖唖岬鋤晒麺諏恥恥》細》恥唖恥岬跡恥砿、 ”皿唾軸恥恥坤恥

Japanese/Biology
Psychology
BusinessManagemem
ImemationalAj千nirs

AgianSmdieyWomen'sSmdies

PoliticalScienCe

PoliUcs/EastAgianSmdies

Imem21ionmlTrade

F3RtARizmSmdies

Art/SocialChange
EConomicg

Marketmg
DiplomaW/WOrldAHairs
JapaneseSmdies
EastAsianC111hlres

Japanese/Psychology
Intem祁onalA1fMirs

JapanSmdies
Screenwrimg

AsianCultures&Languages
F2gtAgianShldies

Journ21igmIEastASizmSmdeS

R1IRiness&Commerce

Japanese/PoliticalScience
Governmem

Chemstrv

Intern我前QnalRel31ion

FduucaliOn
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本会議行程

ワシントンD.C.

日本側参加者到着

ジョイントオリエンテーション／キャンパスツアー／分科会＃1

分科会＃2／オープニングセレモニー

フィールドトリップ

分科会＃3／パネルディスカッション

分科会＃4／パネルディスカッション

ST「パフォーマンスアート」

移動

7月27日

28日

29日

30日

31日

8月1日

2日

3日

オーバリン

3日

4日

5日

6日

7日

バークレー

8日

9日

10日

11日

12日

移動/ST「映画とアニメ」

分科会#5/CarolLasser氏講演／オープニングレセプション

分科会＃6／ボランティア/ST「スポーツ」

RovEbihara氏講演/DianaRoose氏講演

分科会＃7

移動／キャンパスツアー

パネルディスカッション／レセプション

フィールドトリップ／分科会#8/ST「パフォーマンスアート」

分科会＃9

移動

サンディエゴ

12日 移動／キャンパスツアー／全体ディスカッション「テロリズム」

13日 レセプション／パネルディスカッション

14日 フィールドトリップ／分科会#10

15日 分科会#11

16日 分科会#12

17日 フォーラム／フォーラムレセプション

18日 ホームステイ

19日 新実行委員選挙／新実行委員ミーティング

20日 新実行委員ミーティング／クロージングセレモニー

21日 日本側参加者帰国

13
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後

立早口己Ｆ蕊口
つ
二
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第
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篭
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Ⅷ口燃蕊鯛
淑
燃
事

議蕊
蕊
識

議篭
護
溌

◇》錘巽一溌韮令心Ｄ酷斗

罹乎如蓉岬鍛》。椎》・》’．

:::::::::::::::::::配溌目::::::::::::....:--:-:韓一宇.:ﾆﾆﾆ.:､:二二:二

灘議鶏蕊

”

鍵
蕊
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鍵
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溌
働
〃
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蕊
蕊
溌
溌
溌
溌
蕊
蕊
蕊
蕊
驚
蕊
《
今
云生口

辮
蕊
蕊
蕊
蕊
難
蕊
驚
鴬
溌
繁
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謹
蟻

■

識
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母
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春合宿

2002年5月4日より、国立オリンピック記念青少年総合センターにて三日間の合宿を行った。

定刻20分前には､受付に続々と参加者たちが期待と不安の入り混じった面持ちでやってくる。

実行委員にとっては、ちょうど－年前の参加者であった自分の姿を思い起こす瞬間であった。

また参加者にとっては、初めて他の参加者と出会うこの場から、本会議に向けての準備活動が

本格的に始まった。実行委員長の「これからは実行委員も参加者もなく、皆同じ参加者です。

72人全員で第54回会議を創り上げていきましよう」という歓迎の挨拶と共に、春合宿は開始

された。

オリエンテーションでは、日米学生会議の歴史、組織概要、運営形態、第54回会議の理念

テーマ、本会議までの事前活動、本会議活動の概要、事後活動、実行委員役職説明、サイト説

明、分科会説明などが行われた。略語説明では、日米学生会議独自の用語(JASC、JASCer、

EC、デリ、ジヤパデリ、アメデリなど）についての紹介があり、日米学生会議カルチャーの一

端を知ってもらうことができた。

自己紹介やアイスブレーキングでは第54回会議に集まった各参加者の強い個性を知ること

ができた。分科会ごとに分かれて数時間行ったディスカッションでは、分科会メンバーがそれ

ぞれの興味関心を出し合い、どのように実りある分科会を創っていくか、ブレーンストーミン

グが行われた。その後、全体で集まり、テーマに向けての議論の進行予定を分科会ごとに発表

を行った。

春合宿から本会議開催までの期間において、一つの山場となるのが分科会ディスカッション

で使うこととなる英文ペーパーの執筆である。多くの参加者にとって、初めての経験となる英

文ペーパーの作成について、実行委員が論文執筆方法の説明を行った。後半では、合宿後、全

国に散らばってしまう参加者をつなぐためのメーリングリストなどについての具体的な説明

の他に、メールマガジンや掲示板などの作成も検討された。夜には日米学生会議OB、OGとの

懇談会も開かれ、日米学生会議の歴史の厚みを感じることができた。

ほとんどの参加者はこの合宿が初の顔合わせとなったが、春合宿が終わる頃には旧知の友人

のように打ちとけあっていた。参加者は密度の濃い夏の予感をそれぞれの胸に抱きながら、志

を同じくする仲間たちとの出会いの喜びをかみしめていた。

15
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公開講演会

④福山哲郎氏講演会

「テロ後変わりゆく国際関係における日本の果たすべき役割」

日時：2001年12月26日

場所：京都大学

講師：福山哲郎氏

【略歴】（財）松下政経塾第11期生として入塾。1991年、スリランカの農村開発（サルボダヤ運動）を実体

験。ノーベル平和賞候補アリヤラトネ博士と出会う。1992年、松下政経塾初の地域支部である「京

都政経塾」を設立し塾頭に就任。その後、東京政経塾塾頭、政策調査室長を歴任。1997年、旧民主

党の京都副代表に就任。地球温暖化防止京都会議(COP3)にCOP3コーディネーターとして参加。

1998年､参議院議員選挙に京都選挙区より立候補。トップ当選を果たし予算委員、経済､産業委員、

行財政、税制等特別委員として活動。1999年に民主党に入党。

講演内容

2001年9月11日のアメリカ同時多発テロ発生時実際にアメリカに滞在されていた福山氏

から、中東の国際関係における歴史的背景を踏まえつつ「テロ後変わりゆく国際関係における

日本の果たすべき役割」について講演をしていただいた。中東という地理が国際関係上のさま

ざまな力学が交差するポイントであり、時代背景とともにその様相を変化させてきたこと、そ

して中東で噴出する問題に対し国際社会がどのように対応してきたかをお話いただいた。また

そのようなコンテクストを理解することなしに今回のテロを語ることはできないという指摘

は、グローバル化、複雑化する国際関係にあって日本が重要な役割を果たしていくに際しても

常にその出発点とするべき視点であることを再認識する機会となった。

テロ直後の日米マスコミの混乱や政治の対応などについて生々しく語りつつも、冷戦期をは

さんで中東に影響を及ぼし続けるアメリカの存在とその功罪に触れながらアメリカという国

家への正しい理解を促すとともに日本のあるべき姿を問いかけた。
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総高橋和夫氏講演会

「現代社会を問い直す－国際情勢におけるアフガン問題を考える－」

日時:2002年1月19日

場所：日米会話学院

講師：高橋和夫氏

【略歴】放送大学助教授。専門は国際政治、中東研究。日米学生会議OB(第

26回会議)。大阪外国語大学ペルシア語科卒業後、コロンビア大学大学院で国

際関係論を修める。1979年博士課程修了。1983~84年、クウェート大学客員研

究員を経て、1985年から現職。東京大学、お茶の水女子大学、早稲田大学、日

米会話学院講師(SchooloflntemationalSmdies)も務める。湾岸戦争、同時多発テ

ロ事件などでのニュース解説等でも活躍。

－－

農弊

隣祇
辮

箔嘩

灘､

【著書】『現代の国際政治／冷戦を越えて』(放送大学教育振興会)､｢第三世界の政治／南からの視点｣(編著、

放送大学教育振興会)、『ハジ・パパの冒険上・下』（共訳、平凡社東洋文庫)、「アラブとイスラエル／パレス

チナ問題の構図』（講談社現代新書)、『燃え上がる海／湾岸現代史』（東京大学出版会)、「アメリカとパレスチ

ナ問題／アフガニスタンの影で』（角川ワンテーマ21）他。

講演内容

高橋氏はまず､9月11日以降の一連の事件はアメリカの生活様式そのものへの攻撃であった

と述べられた。次にアフガニスタンについて、主に三つの点を指摘された。まず私たちがアフ

ガン問題を考えるときいくつかの誤った対立図式を描いているということ、次にアフガニスタ

ンの平和実現のためには、国内権力間の調整と周辺国の利害の調整という二元連立方程式を解

く必要があるということ。そしてさらに、国際社会は大国の利害関係に振り回された今までの

あり方を反省しなければならならず、同時にアフガニスタン国民自身の反省も必要であるとさ

れた。両者がともに過去を反省したその接点にこそ平和が生まれるとして、過去と同様の過ち

を繰り返さないことの必要性を説かれた。
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鑓 村田晃嗣氏講演会

「21世紀日米の果たすべき役割とは～20世紀の日米外交史を振り返って～」

日時:2002年2月19日

場所：キャンパスプラザ京都

暦
〆 宇 －

1 現代の社会閲題にお;ﾅるII 講師：村田晃嗣氏

【略歴】専門はアメリカ外交、安全保障政策研究。広島大学

平和科学研究センター客員研究員、日本国際政治学会評議員・

企画研究委員などを兼任、グローバル・フォーラム有識者メン

バーでもある。1996年､読売論壇新人賞､優秀賞を受賞｡2000

年、衆議院憲法調査会参考人を務める。現在、同志社大学法学

部助教授。

【著書】「大統領の挫折一カーター政権の在韓米軍撤退政策』(有斐閣、1998年、サントリー学芸賞、アメリ

カ学会清水博賞)や『米国初代国防長官フォレスタルー冷戦の闘士はなぜ自殺したのか』（中公新

書、1999年）など多数。

講演内容

ブッシュ政権樹立後初の日米首脳会談をひとまずの成功だと捉えつつ、冷戦後の「ポスト冷

戦」を定義できぬままにテロ後「ポスト・ポスト冷戦」に入ったという主張のもと、日本の政

治外交について1970年代と1990年代という二つの時間軸からさまざまな共通点と相違点を指

摘された。その上で「明確な冷戦構造」から、複雑な構造へと変化した国際社会、そして経済

的な側面での変化が日米関係に及ぼした影響を明らかにしていった。また、今後の日米関係に

ついては、日本は「アジアの中の日本」という総合的ビジョンを明確にしつつ、アメリカとい

う超大国をパートナーとしながらも、さまざまな場面での「説得」を通じて国際政治の中で確

固たる地位を獲得していく必要性を訴えられた。
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緯グレン．S･フクシマ氏講演会

「日米関係の課題と展望」

日時:2002年6月8日

場所：東京大学駒場キャンパス

講師：グレン･S･フクシマ氏

【略歴】カリフォルニア州出身の日系三世。1968～72年、スタンフォ

ード大学、1974～78年ハーバード大学大学院(PhD課程を論文を除い

て終了)1978～82年ハーバード・ビジネス・スクール(M.BA.コース）

ハーバード・ロー・スクール(J.D.;弁護士資格取得)｡1985年4月、

ロサンジェルスの大手法律事務所から、米国大統領府通商代表部に入省。

その後1990年までアメリカの対日・対中通商政策の立案、調整、実施

を行い､訪日は45回にわたった｡1990年4月米国AT&T社に入社｡1998

年5月まで日本AT&T(株）副社長を務め、同年5月よりアーサー･D･

リトル（ジャパン）株式会社代表取締役社長に就任する。その後2000

年10月には日本ケイデンス・デザイン・システムズ社社長に就任し、

現在に至る。経済同友会等各種の団体の幹事、理事を務める。第22回

(1970)、第23回(1971)日米学生会議参加。夫人、橘・フクシマ・咲

江氏も同会議参加者。経団連、経済同友会をはじめ数多くの団体・協会

等で講演。

廿 写 読 喝，

議驚蕊驚議

蕊……聖祇〃“
龍澱

『１
４

蠣

識 鱗

甲群

サ

；

鼈

癖

鴬’:鐙

【著書】「日米経済摩擦の政治学』（朝日新聞社、1992年）第9回大平正芳賞受賞(1993年)、「変わるアメ

リカ．変わるか日本』（世界文化社、1993年)、『2001年、日本は必ずよみがえる」（文芸春秋、1999

年）他。

講演内容

日本にとって最大の同盟国である超大国アメリカとの関係は、どのような変遷を経て現在に

至っているのか。また今後どのような道をたどるのであろうか。フクシマ氏はまず日米関係の

伝統的な外交上の三本の支柱、「安全保障」「政治」「経済」について説明された。しかし冷戦

後にはその三本の柱のみでの分析が難しくなったとし、クリントン政権の、日本を脅威とみな

していた1990年代前半と日本の経済的地位低下による対日政策の変遷について説かれた。次

にブッシュ政権について、親日派ではあるが、対日経済問題についての関心は薄いとされた。

また、共和党政権でも民主党政権でも細かな政策の違いがあるとはいえ、基本的には対日政策

に変わりは無いとし、今後10年間の多岐に渡る18のトレンドを指摘した後、複雑化する日米

関係におけるプライベートセクターの役割の増大を指摘された。そして最後に、日本はアメリ

カの多様性を見習い、そして日本の役割を明確化することが重要であるとした。
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鍵 田中明彦氏講演会

「現代の社会問題：日本の安全保障～その意義と今後の課題～」

日時：2002年6月29日

場所：日米会話学院

\鈴
錨

講師：田中明彦氏

【略歴】1954年8月生まれ。1977年、東京大学教養学部教養学科卒、1981年､Ph.D.

（政治学・マサチューセッツエ大)｡1981年、平和・安全保障研究所研究員、1983年

東大教養学部助手、1984年、東大教養学部助教授、1986年～1987年、ルール大学ボ

ーフム客員教授、1990年、東洋文化研究所助教授、1994年～1995年、オックスフォ

ード大学セントアントニーズカレッジ客員研究員、現在東洋文化研究所所長。
遥奔二皇鐸竺澱襲&’

【著書】「世界システム』(東京大学出版会、1989年)、「日中関係1945~1990｣(東京大学出版会、1991年)、『新

しい「中世｣」（日本経済新聞社、1996年)、『安全保障』（読売新聞社、1997年）

講演内容

日米関係は、安全保障政策を抜きにして考えることはできない。しかし、そもそも安全保障

政策を考えるとはどういうことなのだろうか。安全保障政策を考える際には、目的（何を守る

か)、脅威（何から守るか)、手段（何で守るか)、の三つの側面から考える必要がある。まず、

安全保障の目的としては、従来は「領土」を守ることが主だった。しかし、現代においては、

「経済｣、「エネルギー｣、「人間」などの新たな安全保障が登場し、安全保障の目的は多様化し

ている。次に、安全保障の脅威としては、古典的安全保障の脅威である「侵略」が挙げられる。

しかし、現代における脅威は、環境破壊やテロなど、主体と意図が不明確なものが多い。最後

に、安全保障の手段にはさまざまなものが存在する。国家は、単独、二国間、多国間の形態に

て、軍事力、経済力、外交、政治の手段で、予防、抑止、防衛を行うことを選択できる。以上

を踏まえた上で日米安全保障条約の意義を考えると、本来、当条約は、領土に対する（目的)、

ソ連の脅威を（脅威)、二国間で抑止をする（手段）条約だったことがいえる。しかし、冷戦

が終結し、日米安全保障条約の意義はこのような方式では説明できなくなった。では日米安全

保障条約は、現代ではどのような機能をもつのだろうか。それは従来のように領土を二国間で

抑止するのではなく、狭い意味での日米関係にとどまらない「多国間」の「予防」であるとい

えるのではないだろうか。
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勉強会

② 山脇啓造氏勉強会

日時：2002年6月1日

場所：東京大学駒場キャンパス

講師：山脇啓造氏

【略歴】1960年生まれ、埼玉県出身。東京大学

法学部卒業。コロンビア大学国際関係大学院修了

（国際関係論修士)。国連開発計画(UNDP)JPO

（在コスタリカ)、NHK・BS放送通訳、明治学院

大学国際平和研究所・特別所員を経て、現在、

明治大学商学部助教授。第33回、第34回

日米学生会議参加．

:1－

|御

寧垂一

則溌慰み ざ廷グ一一

I

【著書】『近代日本と外国人労働者』（明石書店)、『｢韓国併合」前の在日朝鮮人』（共編著、明石書店）など。

【インターネットサイト】 http://www.kisc.meiii・ac.ipl~vamawaki/

講義内容

春合宿後からの、一連の勉強会の皮切りとして、かつて日米学生会議にも参加された山脇

氏に、「2010年の日本・外国人・学校一多文化共生社会に向けて」と題し、講演をしていただ

いた。まず、外国人の定住化の現状と、21世紀の日本の将来推計人口を概観し、その後、日本

政府によるこれまでの外国人政策についてお話いただいた。次に、市民レベルでのさまざまな

多文化共生のまちづくりの事例をご紹介いただき、さらに、教育改革と多文化共生教育の拠点

としての学校の重要性をお話された｡2002年度より実施された新学習指導要領で目玉の1つで

ある国際理解教育が、ゆとり教育の影に隠れてしまっている現状を指摘され、単なる外国理解

教育ではない、多文化共生教育としての国際理解教育の重要性も説かれた。最後に、外国人政

策はあっても外国人対策はない日本の現状を鑑み、抜本的政策の見直しとして、一、外国人対

策に特化した事務局の設置、二、第二言語としての日本語教育、三、外国人の子供の存在を前

提とした学習指導要領、四、外国人差別を防止する基本法の設置の四点を挙げられた。
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鐘 苅谷剛彦氏勉強会

日時:2002年6月15日

場所：日米会話学院

講師：苅谷剛彦氏

【略歴】1955年生まれ､東京都出身｡東京大学大学院教

育学研究科修了（教育学修士)。ノースウエスタン大

学大学院修了（社会学博士)。ノースウエスタン大学

客員講師、放送教育開発センター助教授等をへて、

現在、東京大学大学院教育学研究科教授。専攻は、

教育社会学、比較社会学。

【著書】『大衆教育社会のゆくえ」(中公新書)、『階層化日本と教育危機』(有信堂高文社)、『教育改革の幻想」

（ちくま新書）など。

講義内容

現代社会の諸問題に対し、教育は解決に向けた重要な糸口を与えてくれる。しかし、教育自

体も内部にさまざまな問題を抱えており、日米の教育を比較するに先立ち、日本における教育

の問題点を意識化しておくことは必要不可欠であった。実証的データに基づく見地から、日本

の教育改革に対し警鐘を鳴らされている苅谷氏を招き、「教育における失われた10年の検証」

というテーマで講義をしていただいた。まず、日米の教育の比較により、両国の違いと、かつ

て「子ども中心主義」であった日本の教育の「アメリカ化」が進行している現状を概観した。

次に、「新しい学力観」に基づく教育や、「支援者」としての教師といったキーワードにより、

1989年の改訂学習指導要領と2002年度から実施された学習指導要領との連続性を確認した。

続いて、1989年と2001年に関西都市部で小中学生を対象に行われた調査を通し、ここ10数年

で学力、学習意欲、学習態度において、社会階層による格差が拡大している現状を見た。グロ

ーバル化の中で生じる、こうした国内の階層格差を是正するためには、教育による下支えが必

要不可欠であり、最後にそのための具体的な提言がなされた。
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韓 原孝氏勉強会

日時：2002年6月15日

場所：日米会話学院

’’
心心

、

勉強会風景
『輔

講師：原孝氏

【略歴】慶應義塾大学法学部法律学科卒業後、新聞記者を経てフリーライターとして活動。その後、プレジ

デント社に入社。現在、同社企画出版部長。1998年、「年間ベストセラー」（トーハン発表）に同氏が企画・刊

行した単行本が2冊同時にベストテンにランクインする。同一編集者が「2冊ランクイン」させたのは戦後初

めて。1999年より「大学の授業を考える会」を主宰し、全国の大学生と「熱い交流」を続けている。また、通

信教育課程の社会人学生と通学課程の若い学生とが共演した、不登校少女が主人公となる劇「チェンジ』を昨

秋上演し、話題になる。この劇の主人公を演じた長住亜美さんのドキュメンタリーを今回、渡辺崇の授賞第1

作としてプロデュースした。

【作品】主な作品として、日本画壇の巨匠・平山郁夫や文化勲章受賞作家・遠藤周作などのドキュメンタリ

ービデオがある。現在、早稲田大学講師として『自己表現論」を担当している。著書には、大橋功「教師を目

指す若者たち』（プレジデント社、2000年）がある。

講演内容

原氏の講演は、ともすれば、「いい大学」に所属する「お嬢ちゃん、お坊ちやん」が集うサ

ロンになりがちな日米学生会議に強いアンチテーゼをなげかかけてくれた。キーワードは「群

れろ」である。種々雑多な人間が国籍をこえて集まり、“群れる”ことで新しいものが生まれ

る。そのためには、参加者の選考から問い直すべきではないか、という問題提起もなされた。

たとえば、「愛は充足と欠乏の統一である」という言葉で日米学生会議を比較するとどうなる

だろう力も「日米学生会議はアカデミズムと非アカデミズムの統一である」といえるだろうか。

一面的な見方をしてはいけないという戒めは理解しているつもりでも、長年同じ会議が行われ

ていると伝統という名のマンネリ化も顕著になり、会議参加者も似たような人間が集まる傾向

が強くなる。日米学生会議の存在を絶え間ない新陳代謝によって自己を外界に分解させなが

ら、同時に自己を再生産し、同一を維持することが、よき伝統につながっていくのではないだ

ろうか。対立する力の均衡という本質が、静止した存続という現象を支えていけるのではない

だろうか。
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鍵英語勉強会

日時：2002年6月29日

場所：日米会話学院

講師:PaulArenson氏（日米会話学院講師）

【略歴】PulArensonwasbommNewYbrkCityandhaslivedandtaughtEnghshinJapansmcel979

activist,poetandsongwriterandhasawebsiteathhp://tQkvoprogressive.org

Heisalsoan

本会議中の分科会の議論や会議全体でのディスカッションは基本的にすべて英語で行われ

る。よって、コミュニケーションの質が会議の成果を大きく左右することになる。語学に不安

を抱える参加者も多いことから、第54回会議では事前活動の一環として講師を招き、英語勉

強会を設けた。英語勉強会ではまず第一部として、異なる意見が対立した分科会の状況を想定

した。いかにして自分の意見を英語で理論的に主張するかを学ぶために、「日米学生会議の公

用語に日本語を加えるべきか否か」というテーマに関して、少人数のグループに分かれてデイ

ベートを行った。Arenson氏には、ディベートについて講義していただき、反論、反駁の表現

等もご指導いただいた。第二部では、本会議中で行われる会議参加者全員での議論に備えるた

めに、大人数で日米学生会議の意義について意見交換を行った。この際に、実際に日米合同の

議論の際に欠かせないハンドシグナルも導入し、大勢に自分の意見を届けることを試みた。
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防衛大学校訪問

2002年6月14日、第54回日米学生会議日本側参加者は神奈川県横須賀市にある防衛大学校を訪

問した。終日、日米安保や自衛隊派遣などについての激しい議論が交わされ、おおいに盛り上がり

を見せた訪問となった。防衛大学校到着後、源田一空佐による防衛学講義を受け、引き続いて西原

正防衛大学校長からの激励の挨拶をいただいた。学校紹介の広報映画を見た後、参加者は校舎屋t

へと案内され、素晴らしい展望を前に施設の説明を受けた。次に通された食堂では、防衛大学校生

による歓迎という予期せぬ事態を受け、驚きとともに始まった昼食会だったが、防衛大学校生との

対話や美味しいご飯のおかげでとても楽しい時間を過ごすことができた。昼食後は防衛大学校生に

よる課業行進を見学し、次に訪問におけるメインイベントである「防衛学特論研修」および「グル

ープ討論会」へと進んでいった。

「防衛学特論研修」では日米同盟と中台関係国連PKOと平和協力法、日本的宗教観と特攻、

玉砕思想など14の興味深いテーマが事前に用意されており、それらの中から会議参加者が興味の

ある分野を選び、事前にグループに分かれた上で講義が行われた。いずれの講義も、参加者が普段

所属している一般大学で受ける講義とは一味違うものばかりで、参加者はそれぞれに違った感想を

持ちながらも、新たな知識と視点を得たことに充実感を感じていた。

「グループ討論会」では6つのグループに分かれ、各グループとも日米学生会議参加者と防衛大

学校の学生が同じ割合で入る構成となっていた。あらかじめ用意されていた、日米安全保障体制の

戦略的重要性、有事法制を巡る民軍関係の調整、集団的自衛権を巡る問題の三つのトピックから議

論を始め、議論が進んでいく上で、トピック意外にもさまざまな話題が話し合われていった。一般

学生と防衛大学校生という立場や考えの違いから、ときには議論のすれ違いや意見の衝突も見られ

たが、尽きることのない白熱した討論の中、会議参加者、防衛大学校生の双方は多様な価値観の共

有を楽しんでいたように見えた。訪問終了後も横須賀の街で夕食を共にしながら防衛大学校生の日

常や、将来への思いを聞くことができ、深い友情を防衛大学校生と確かめ合った。

防衛大学校の全面的な後援により、訪問は終始スムーズに進行し、大成功に終わった。後日、日

米学生会議参加者、防衛大学校生の双方から「非常に充実した一日だった」という感想を多く聞い

たことからも、この一日が両学生たちにもたらしたものは大きかったと言えよう。

会議参加者と防衛大学校学生
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報告会 "第54回日米学生会議シンポジウム”

【主催】（財）国際教育振興会

【企画・運営】第54回日米学生会議実行委員会

会場：市ヶ谷アルカディア私学会館

日時：平成14年11月17日（日） 13：00～18：00

テーマ： 現代の社会問題における日米の役割を問い直す

RedefiningtheRoleofJapanandtheU.S.inContemporarySocialIssues

当報告会は、会議の活動の成果をご賛助、ご協力いただいた方、および広く社会に向けて発表

する場であるとともに、国際社会の中で確立されてきた日米関係の存在意義を問い直すことで、

会議テーマを実現する場である。これは同時に、54回にわたって開催されてきた日米学生会議

の活動そのものを改めて見つめ、現代社会で私たち学生に何ができるか、何をすべきかを問う

機会でもあると考える。このため、当報告会は一方通行の発信ではなく来場者とともにこれら

の問いを再考し、さらには現代のグローバル社会を共創するべく、「第54回日米学生会議シン

ポジウム」のタイトルを掲げる。クリステンソン在日米国大使館首席公使による基調講演、分

科会プレゼンテーション、パネルディスカッションに続き、来場者との交流とシンポジウム内

容の発展を趣旨としたレセプション、SalondeJASCを開催する。

プログラム概要

第一部：日米再考

第54回 日米学生会議実行委員長挨拶

クリステンソン在日米国大使館首席公使基調講演

第54回 日米学生会議分科会報告

第二部：ポストテロ時代の共創

パネルディスカッション パネリスト

長島昭久氏 民主党安全保障アドバイザー

宮島昭夫氏 外務省北米第一課長

新治毅氏 防衛大学校元教授

河野憲治氏 NHK報道局国際部デスク

他 日米学生会議参加者2名

第55回日米学生会議開会宣言

第三部：レセプションSalOndeJASC

歓談会
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第 合
4回日米学生会議

シンポジウム
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第3章 ’

ワシントンD.C｡サイト

サイトコーデイネーター：磯浦 直子、秋山 洋児

HannahPetersQuMcCoy

②ワシントンD.C.サイトスケジュール （滞在期間:7月27日～8月3日）

日本側参加者到着

自己紹介、ジョイントオリエンテーション

キャンパスツアー

分科会＃1

分科会＃2

開会式

スキット上演

KPatriCkOkura氏による講演(JapaneseMemorialtoPatriotism)

フィールドトリップ（国会、博物館）

リフレクション

分科会＃3

"HumanRightsandGlobalSecurity''パネルディスカッション

リフレクション

分科会＃4

"U.S・一JapanRelationsEconomic,Security5andCulturalPerspectiver

パネルディスカッション

日本大使館にてレセプション（加藤良三大使の挨拶）

"UndergroundRailroad"勉強会、ディスカッション

フィールドトリップ(Georgetown)

パフォーマンスアートST

オーバリンヘ出発

7月27日

7月28日

7月29日

7月30日

7月31日

8月1日

8月2日

8月3日

③ サイトスタッフメンバー

秋山洋児*、佐藤陽一郎、シムヴィリャ、出浦直子*、福田潤一、藤田葵、宮下紘

（*はサイトコーディネーターを示す）
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米国連邦議会議事堂前にて

織毎患

霧ワシントンD.C.サイトの理念

アメリカ政治の中心地である首都ワシントンD.C.で、eeHumanRightsandGlobalSeCmty''とい

うテーマの下、学術的活動のみならず、フィールドトリップを通して、本会議中において不可

欠な、日米相互の価値観および歴史観の理解に努めた。アフリカンアメリカンのための大学と

して設立された歴史を持つ滞在先のハワード大学は、「人権」という言葉の重みを私たちに実

感させるに最適の場所であった。また、同時多発テロの標的となったペンタゴンがあるワシン

トンD.Cは日米両国の「安全保障」を考える場所としても極めて重要な場所である。ワシント

ンD.Cは本会議の理念である「相互理解、『力』の獲得、そして前進」を追及し、政治的、経

済的、文化的諸問題を討議するにふさわしい場所であった。

ワシントン，.C・サイトイベント

鐙≦ジョイントオリエンテーション（7月28日）

参加者全員の自己紹介をした後、それぞれが自分の出身地や趣味に関係したお土産を交換し

合いながら会話を弾ませた。初めての会話に緊張しながらも、ゲームを通じて次第に場が打ち

解けていった。

自己紹介するアメリカ側参加者
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鰯’オープニングセレモニー（7月29日）

琴の演奏とともに行われた第54回日米学生会議開会宣言に続き、日本側実行委員長の千代

明弘とアメリカ側実行委員長のJaimeMuscarがスヒ．－チを行った。

日本側実行委員長によるスピーチ

､

葡嬢

‐
鄙
判
Ｊ
受
１
画
、
判
骨

鍵 スキット上演（7月29日）

参加者の期待と不安の入り混じる中、練習を重ねてきたスキットが演じられ、大いに盛り上

がった。日本側は、いくつかの映画のワンシーンに剣道、柔道の技の披露を加えたコメデイを

演じた。一方、アメリカ側は、アメリカでの日常をユーモアを交えて紹介した。このスキット

を通して仲間たちとの友情が芽生えたのではないだろうか。

蕊 K.PatrickOkura氏による講演(7月30日）

2001年に除幕された全米日系米国人記念碑において、第1回日米学生会議参加者であるK.

ParickOkura氏から、戦時中の貴重なお話をいただいた。参加者は戦死した日系人の名前が刻

まれた石壁の前に集まり、第二次世界大戦中、アメリカ人でありながら敵国日本の一部と見な

され、強制収容された日系アメリカ人の苦難と差別に対する自由について考える機会を得た。

自らの体験を語るOkura氏
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鍵 ワシントンD.Cフィールドトリップ(7月30日）

議会へフィールドトリップに行ったグループは、議員秘書の案内の下、議会内部、彫刻ホー

ルさらに|日最高裁判所の見学、そして会期中の上院議会の傍聴などを行った。ミュージアム、

各種モニュメントへのフイールドトリップを行ったグループは、アメリカの文化、社会が残し

た遺産、そしてアメリカ建国に寄与した偉大な人々、歴代大統領の銅像を見学した。

罰調
談笑する日米の参加者たち

灘
蕊
錘

ワシントンモニュメント前にて

""HIImanRightSandGlobalSeCurity"パネルディスカッション(7月31日）

安全保障に関連する諜報機関(mtelligencecommumty)について、情報の独占と権力分立制

について(DrHaroldScott)、行政における諜報の使用の歴史的変容と法的諸問題について(Ms.

TbmScadron)、情報の保護制度と移民政策について(Ms.ThanldfulVanderstar)の各報告がなさ

れ、会議参加者からのさまざまな質問を交えて活発な議論が交わされた。

"66U､S.-JapanRelationsEconomic,Security,andCulturalPerspective''

パネルディスカッション（8月1日）

テロ後の日本のアメリカに対する後方支援や国際貢献に対する評価(MrBrianMoMer)、細

部で日米の齪嬬があるにもかかわらず、日米が共有できる価値観について(Mr.Takehiro

Funakoshi)、日米同盟が保険としての役割を果たしていること(Dr.JamesAuer)、女性の地位と

積極的差別是正措置についての問題について(Ms.AyakoDoi)、各パネリストから興味深い報

告がなされ、日米関係についての理解を深めた。

、
､覇’

パネルディスカッションの様子
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鍵 日本大使館にてレセプション（加藤良三駐米大使のご挨拶）（8月1日）

日本大使館にて、駐米大使加藤良三氏によるご挨拶をはじめ、日米関係の最前線で働いてい

らっしゃる方々からのお話を頂戴した。実際の外交がどのように運営、機能しているのか、大

使をはじめとする外交官の方々のお話に真剣に耳を傾けた。日本食も楽しむことができ、貴重

なレセプションとなった。 １
１
１
１
＃

野
１
Ｆ

碁
門
強
粋
蒔
ｕ
凸
砥
■
■
官
薯
■
凸
呂

熱

加藤氏による挨拶
ｰ｜Ｉ

"@4UndergroundRailroad''講演、ディスカッション(8月2日）

"UndergoundRailroad"について、人種問題と南北戦争当時の歴史的背景を絡めて、アメリ

カ側参加者HannahPeterson-McCoyのご両親が講演された。講演、グループディスカッション

を通して、改めてアメリカが抱える人種問題の重要さについて考えさせられた。

Hannahのご両親による講演

鍵 パフォーマンスアートST(8月2日）

会議参加者の中から有志を募り、ユニークなパフォーマンスを披露してもらった。さまざま

なパフォーマンスの中でも、特に「上を向いて歩こう」の合唱や柔道の技のパフォーマンスに

は盛大な拍手が送られた。

｢上を向いて歩こう」を歌う参加者たち
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サイトコーディネーター後記

Tbthe54thJapan-AmencaSmdentConferencedelegatesandExecutiveCommittees
AstheHowardUmversity-Washington,D.Csitecoordinatorfbrthe541hJapan-AmericaSmdent

Confbrence,mychallengewastoplansiteactivitiesthatwouldincorporateallthepoliticaland
historicrelevanceofWashingtonD.C-asanlnternationalhubimportanttocontemporarysocial
issues,aswellastohigmightsomeofthecity'slributestothebilateralrelationshipwithJapan,that
symbolicallydatebacktothel912giftofChenyBlossomTiees.ThethemefbrtheWashington,D.C
siteof､eHumanRightsandGlobalSecmtylssues''waschosentoencompassmumalimportanceof
HumanRightsandcivillibertiesmmaintaimngstatesovereigntyandsecurity.Inaddition,Ifbltthat
itwasimportanttointroduceandexpanduponthesigmficanceofHowardUmversityうahistorically
blackuniversityfbundedinl867anditssignificancetotheAfficanAmericancommunity.

Withthepost9/llattackontheUmtedStatespentagonandWorldnadeCentersasabackdrop
tothisyear'sconference,andthemcreasmgpressuresonJapanesegovemmenttoamendarticle9in
theJapaneseCOnstimtionconcemmgmilitaryfbrce,thefilturerolesoftheJapaneseandUmtedStates
govenunentsinthecun･entG6warontelTorism''werethefbcusofmanyoftheguestspeakers.The
"GlobalSecmtylssuesPanel''､leadbyThankffulVanderstarandTbmScadron,oftheUmtedStates
DepartmentofJustice(DOJ)andDr.HaroldScottoftheHowardUmversityRalphJ.BuncheCenter
oflnternationalAffairsfbcusedontheactionsoftheUnitedStatesgovennnentaftertheSeptemberll,
2001attacks・Ms.ScadronandMs・VimderstartouchedontherecentdefbnsemechamsmoftheUS

departmentofJusticetodesignateterToristorgamzationsasameansofexposingthemtothe
mtemationalcommunityandUmtedStatesallies.Dr.HaroldScottgaveanoverviewofthe
developmentofUmtedStatesIntelligenceAgenciesandtalkedaboutthepossibleprosandcons
associatedwiththeimplementationoftheHomelandSecurityUmtedStatesgovenunentimtiative.

The<GU.S･-JapanRelations:Economics,SecmtyandCulture''alsoemphasizedthehistoryofour
bilateralsecmtyalliance.TakehiroFunakoshi,thefirstsecretaryattheJapaneseEmbassyin
Washington,D.C.pointedoutJapan'suseoffbreignaidasameanstosecurepeacebothregionally)
suchaswiththeCambodianpeacekeepingprqjectandUmtedStatesanti-terrolismeHbrts.Ayako
Doi,editorandchiefoftheJapanDigestspokeofgenderroledifferencesmJapanandtheUnited
States,byrelatingJapan'seconomicrefbnninconsistencywithgenderdynamicsinthedemographyof
ComorateJapan.

ThehumanrightsaspectoftheHowardUmversitysitewaswoven丘omvariousaccountsof
HumanrightsviolationsandvictoriesthroughouthistoryPalrickOkura,JASClparticipantandboard
membergaveapersonalaccountofhisexperiencebemginternedinCalifbmaandthe
racial-stereotypingheexperiencedlivinginLosAngeles,CalifbmiapostWWII.

AfieldmptotheholoCaustmuseumwasalsoaverypoignantaspectoftheWashington,D.C.site
asitoHeredmanyJASCersafirst-timein-depthlookatlhehistoryoftheWWIIholocausthagedy.In
additiontotheseinstancesofHumanrightsviolanons,theJASCdelegationwasaskedtogivean
accountofpersonalexperiencewithracismandracerelationsinbothcountriesinagroupdiscussion
thatfbllowedalecturebvNancvPetersonandChesterMcCovonthehistolVofAfficanAmericans.

ヅ ゴ ー

TheculminadonoftheselecturesandgoupdiscussionswereimportanttotheWashington,D.C.site
themeinthattheprotectionofhumanlightsprovestobeacontemporaryglobalresponsibility)andthe
threatofviolationrepetitioniseveruponus.

Thel2monthslspentplanningthe54thJapan-AmericaStudentConfierencewiththerespective
executivecommitteesoHeredmeremendousgrowthopportunity・Althoughthechallengeof

balancmgteamdynamicsandtheligorofscheduleplanningbynomeansprovedsimple,thesupportl
receivednFomtheJapaneseandAmericanExecutiveCommittecmembersandthetrusting
relationshipslbuiltwithmyfbllowdelegatesallowedmetoembracethe34thJapan-AmericaStudent
Confbrenceasanenrichmgexperiencethatwillalwaysberemembered.

SmcerelyD

HannahPeterson-McCoy
Vice-Chair

54thJASCAmericanExecutiveCommittee
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|参加者ﾉート

動い。本当に多様な

ﾐである。

、ワードは、治安が

私が感じたアメリカの第一印象は、以下の三点に集約できる。全部でかい。本当に多様な

人種や文化を背負った人々がいる。そして社会のインフラが圧倒的に豊かである。

ただ、豊かさもまた多様であった。ワシントンD.C.で私達の滞在したハワードは、治安が

悪いといわれていた。私は、狼雑なエネルギーが満ちているという印象をもった。反対にワ

シントンD.Cの中心部は、こぎれいで、何もかもがばかでかく、また豊かであった。美しい

公園がひろがり、自分も含めた多くの観光客がのんびりとすぎていく午後を楽しんでいた。

そこには、これまた巨大なオベリスクが建っている。

オベリスクの下に立ってワシントンD.Cを展望すると、オベリスクを中心に、ジェファー

ソンメモリアル、ホワイトハウス、リンカーンメモリアル、連邦議事堂が、東西南北に広が

っていることに気付く。そのとき私は、ワシントンD.C.が戦後世界に起こった歴史的変動の

渦の中心に君臨していたことを初めて実感した。アメリカ政府の下した決定が、どれほど強

いインパクトをもって戦後世界を揺るがしてきたかを、どこまでも広がるワシントン，.C.の

景観を眺めながら想い巡らせていた。

日米学生会議において、世界に存在するさまざまな問題を議論した。しかし、大学のきれ

いな施設で、物質的に何不自由ない空間と時間の中で議論をしている自分を相対化せずに、

例えば世界の貧困を語るのは偽物だと思った。世界で起きているさまざまな出来事に対する

想像力を持っているのか。今の生活や、自分がしがみついている価値観の殻を打ち破る勇気

があるのか。思うだけで満足するのではなく、思い続けられるか。そして思いを行動につな

げる意志があるのか。そんな終わりのない問いが自分の中に渦巻いている。

I

森川幹人（国際基督教大学）

35

戸 戸



|me54"J"pα"趾""""S"de"rCo"た""“ ’

オーバリンサイト

サイトコーディネーター：柴田綾沙美

NanaUem皿”

⑳オーバリンサイトスケジュール （滞在期間：8月3日～8月

8月3日 ワシントンD.C.から到着

8月4日 分科会＃s

Caroll_csser氏による講演06UndergroundRailroad''

レセプション

リフレクション

「映画とアニメ」スペシャルトピック "ShallWeダンス?''

8月5日 分科会＃6

ボランティアデー

「スポーツ」スペシャルトピック ボーリング

8月6日 Theme:RememberingWorldWarⅡ～TheUSandJapan

RoyEbihara氏による講演GGIntemmentCamp:

DianaRoose氏による講演 ｡6HiroshimaBombvictims''

リフレクションミーティング

8月7日 分科会＃7

フィールドトリップ（クリーブランド）

「映画とアニメ」スペシャルトピック “もののけ姫”

8月8日 バークレーに向けて出発

(滞在期間：8月3日～8月8日）

慾サイトスタッフメンバー

川良麗子、北松円香、小林悦子、柴田綾沙美*、堀抜功二、増谷康

（*はサイトコーディネーターを示す）

⑳ オーバリンサイトの理念

当サイトのテーマは「歴史の中の、そして現代のアクティヴイズム当サイトのテーマは「歴史の中の、そして現代のアクティヴイズム("HistoricalandPresent

Activism")」である。それぞれの参加者にとっても、学生として今自分に何ができるか、社会

にどれほどの影響力を持ち得るか、というのは日々の勉学の中にあって常に考えていくべき課

題である。私たちの滞在したオーバリン大学は、オハイオ州北部に位置する全米屈指のリベラ

ルアーツ・カレッジで、特に音楽専攻の充実ぶりの際立つ大学である。歴史的には、全米で女

子学生を初めて受け入れ、アフリカンアメリカンの教育においても指導的役割を果たすなどリ

ベラルな校風で知られている。また､かつてキリスト教布教のフロンティアとして優れた教師、

宣教師を輩出し、19世紀半ばには奴隷制反対を大学として掲げ、黒人解放運動の中核となる人
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材の育成に大きく貢献した。これら過去の活動家たちの足跡は、現在においてもキャンパス内

外いたるところで見ることができる。こういった土地柄は、参加者がそれぞれにとってのアク

ティヴイズムを考えるにあたって、意義深い示唆を与えてくれたことだろう。また、参加者に

比較的なじみのあるアメリカ東海岸や西海岸の都市とは異なる、緑豊かなオハイオの地にて議

論を行うことで、より包括的なアメリカ理解の助けになったはずである。

灘癖 麓誌

UC0

一4垂

職

識 聯，
噂

池:

竃訂

危

坤
鈩

一子誤

ｰ
ー一 一

地元学生に案内される参加者たち 蕊蕊識鶴識

が’
貿

曙『

．、4
§鯰 議

一

ご 頚

蒲
、

卜

畢.

鑓オーバリンサイトイベント …

"CarolLesser氏 講演(8月4日）

‘℃ityOfRefinge:Oberlin,0hiOandtheUndergrOundRailrOad''

CarolLesser氏には、オーバリン大学の創設と街の発展の歴史、そして黒人奴隷の解放に加わ

り、「地下鉄道"UndergroundRailroad''」と称された活動家たちの運動についてご講演いただい

た。オーバリン大学は、拡大する開拓地にキリスト教的理想郷を建設するべく宣教師たちの手

で1833年に設立された当初から、女子学生および黒人学生を積極的に受け入れ、そして奴隷

解放の急先鋒の町の象徴であった。学生、住民らによる活動「地下鉄道」の名称は、南部から

逃亡奴隷をカナダへ運ぶ秘密の鉄道がオーバリンを通っている、そう噂されたことにちなむ。

理想を現実のものとするために活動した宣教師と学生の篤い信仰、その理念の力強さ。活動の

結晶であるオーバリン大学の「聖地」としての雰囲気。講演後、参加者が活動をイメージした

線路の展示に足を止めるなど、深く印象を残す講演となった。

:i
ij

il鍵 ボランティアデー（8月5日） 識
零

屏
塗

ぐ蕊＃
『 僅
鋳:･鴬‘ボランティアの諸注意を受ける

参加者たち
§

f

岸､』
と鐸

蹄

§
2 画

副 嘩

琿

今
『

E三 ＃

津 ﾛ牢

蛤”等

謬 篭
＊＃

サイトテーマである「アクティヴイズム」を考える一環として、会議参加者はこの日ボラン

ティア活動を行った。本会議はフォーマル、ビジネスカジュアル着用のイベントが多いが、こ

の日のドレスコードは<Gve,ycasual''、つまりは汚れても構わない服装である。参加者は二つの
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グループに分かれ、一方はオーバリン市内のハリソン文化コミュニティセンターへ向かった。

ここでは室内の壁面の掃除、建物の金属部分のペンキ塗り替え、草むしりなど、施設の維持保

全作業を手伝った｡他方は､プラムクリークというキャンパスのすぐ傍を流れる小川の土手で、

除草作業を手伝った。これは単に景観のためだけではなく、帰化植物を取り除き、アメリカ原

産の植物の成長を促すためである。除草といっても、のこぎりで切らなければならないような

大きな木に成長してしまった植物も多かった。今回参加者が切り開いた土手も、－、二年で元

のような帰化植物の混じった茂みになってしまうという。アクティヴイズムとは継続した地道

な作業であると確認させられ、参加者にとってはとても有益な時間となった。

"RememberingWorldWarⅡ～TheUSandJapan(8月6日）

広島に原子爆弾が投下されてから57年目を迎えたこの日、「第二次世界大戦下のアメリカ、

日本」をテーマに、広島、長崎の被爆と核兵器に関するパネル、関連文献の展示を含めた講演

会が催された。史話としてあまり語られることのない、戦時下における日系アメリカ人の葛藤

と苦しみ、広島、長崎の原爆を生き抜いた被爆者の痛み。「ヒロシマ・ナガサキ」は真珠湾同

様、日米それぞれの解釈がすれ違いやすいテーマでもある。今回の講演は､各参加者が持つ「日

本」「アメリカ」それぞれの視点を超えたところにある理解と、歴史を語る上でのより多くの

視点と率直な対話を得ることの重要性、これらを認識する貴重な機会となったようである。

RoyEbihara氏講演 "InternmentCamps''

Ebihara氏に質問する参加者

Ebihara氏は日系アメリカ人の二世である。ご両親がサンタフェの鉄道建設に参画するため

1918年に渡米。一家は第二次大戦の最中オハイオへやってきたが、真珠湾攻撃の後、反日感

情の急激な高まりの中で強制収容所へ送られたという。Ebihara氏は当時まだ幼かったが、子

供ながらに感じとった当時の空気や一家それぞれの苦悩を、ときには感情的になりながらさ

まざまなエピソードを交えて話してくださった。

1942年2月、EO9066と呼ばれる執行書の下、日系アメリカ人は「外国人」として西海岸

各地へと強制的に送られた。収容された12万人のうち、特に67%を占めるアメリカ生まれ

の日系二世たち（平均年齢18歳）は、忠誠を誓ったはずの祖国からの不当な扱いを受け、

日米のアイデンティティの狭間で深刻なジレンマに陥ったという。実際に氏のご兄弟も、合

衆国へ忠誠を誓い続けることへ疑問を抱きつつも、自ら大統領に手紙を書き軍隊に志願した
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り、憲法が保障するはずの教育を受ける権利を求めて収容所当局と渡り合ったりしたという。

Ebihara氏は、より「アメリカ人」たらんとする葛藤の帰結としての文化の喪失と、一世から

二世へと伝えられた「恩」「恥」といった日本人の精神にも触れつつ、人種差別に基づく人

権侵害がどのような政治的局面においても暴発しない社会作りの重要性を、同時多発テロ後

の急務としても訴えられた。参加者は一つ一つのエピソードに感銘を受けながらも、氏の問

いかけを強い焦燥と共に受け止めていた。Fhihara氏はクリーブランドに在住し、眼科医とし

て働く傍ら、NAACP(NationalAssociationofColoredPeople)など人権擁護のための活動を続

けている。

DMmlRoose氏講演 "HiroshimaA-Bombvictims"

被爆者の実態について

講演するRoose氏

＆

I'ﾛﾛ，い》ノ

Roose氏は広島、長崎における被爆者への数々のインタビューを実施し、全米で数々の講

演を行っている。今回は、スライドを交えながら被爆の実態、被爆者とのインタビューの様

子などをお話しいただいた。これまでヒロシマに触れる機会のなかったアメリカ側参加者は

もちろん、ほぼ全員が広島を訪れた経験のある日本側参加者にとっても、被爆者それぞれの

痛み、思いをまた一つ知ることは、歴史の輪郭を人間一人一人の営みの集積として具現化す

る貴重な機会となった｡実際に､被爆者､原爆投下に関わった人を近親に持つ参加者もおり、

被爆者の手による絵本や被爆地の写真集、パネル等を見ながら、広島訪問や自分の受けてき

た歴史教育、伝え聞いた体験などについて語り合う姿が講演後も多く見られたのが印象的で

あった。

鐙 クリーブランド フィールドトリップ（8月7日）

クリーブランドは、五大湖の一つエリー湖に面し、空と湖、そしてオフィスピル群の織り成

すコントラストが美しい、アメリカ中西部を代表する大都市の一つである。

オーバリンからバスで－時間。抜けるような青空の下で、参加者はダウンタウン、美術館や

博物館が集まるユニバーシティサークルへ向かう二組に分かれてフィールドトリップを行っ

た。ダウンタウンでは、エリー湖の壮大な景観と中心部の洗練された街並み、そしてロックの

殿堂をテーマにした博物館である「ロックンロールミュージアム｣を見学した。ユニバーシティ

サークルでは、古今東西の美術を網羅するクリーブランド美術館など、コレクションの充実ぶ

りが際立つ美術館群をそれぞれ観賞した。幾人かは地元のスタジアムでメジャーリーグを観戦。

本場のナイターの臨場感溢れる雰囲気を楽しんでいた。
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wouldbeimpossible,ifnotunreasonable;therefbretherewasconsiderableangerwhenaceltam
memberofthedelegationduringanelectionspeechdismissedtheintennentcampsurvivor'sstoryasa
Gesmpidfbol'stale.''Justbecausethisman'sstorywas@ebiased,''doesthatmeanthatweshouldshut
ourselves丘omhearingabouttheharshrealitiesofwar？Ithmknot、

Despitethesestrongfbelingsthatlstillhave,Iandthe54thExecutiveCommitteeareexremely
satisfiedwithourmvolvement~mtheplanningofthe54thJASC.Thisexperiencewillbewithoutadoubt
oneofthehighlightsmmyCollegecareer,andlhaveageaterappreciationfbrtheExecutive
Committeemembersoflhe53rdJASC,whosehardworkwentunnoticedandtakenfbrgrantednfom
fbnnerdelegateslikemyselfTbthem,Iextendmybelatedgatimdeanddeepestapologiesfbrnot
relatingthissoonel;andlwouldliketothankthe54thJASC~delegatesfbrlettingmelemnsomuch
aboutyou,asmdividualdelegates,aswellasallowingmetohaveadeeperunderstandingofmyself

Widllove、

NanaUemura

OberlmSiteCoordinator

54thJASCAmericanExecutiveCommittee

サヶトコーデグ余－ター髪記

私たち実行委員は一年弱かけてこの夏の会議の準備をしてきた。その過程で、さまざま

な人に出会い、日米学生会議に対するさまざまな思いを受け取ってきた｡本会議は、私た

ちの活動のメインであり、努力が実る場所であり、受け取ってきた思いや力を実現する場

所であったはずだった。しかし、私は初めの一週間ほど、全くそれを実感することができ

なかった。昨年、参加者として日米学生会議に参加したときは、周りの人たちに圧倒され

ながらも、必死でついていけばよかった。しかし今年は、他の人についていくのではなく、

実行委員として自ら動いていかねばならない立場にいた。異国の地、言語の壁、情報の差

…。自分自身が何をすればいいのか、何をしなければならないのか、そして何ができるの

か､大変なストレスを抱えながら働いている他の実行委員に対しての罪悪感を覚えながら、

手探りの毎日であった。，.Cに滞在しているときから、オーバリンに早く行きたいと思っ

ていた。そこでなら自分の役割はきちんとセッティングされている、そういう思いがあっ

た。オーバリンで、できたのは事務作業のみだったが、「何を自分はできるのか」という問

いからは逃げることができた。今思い返してみると、オーバリンでの環境が明るく感じた

のは、D.C滞在中に抱えていたもやもやからしばらくは解放されるという思いがあったか

らかもしれない。

しかし、それは裏を返せば、仕事が与えられていなければ、何もできないということ

だった。オーバリンを出発した後、それに気付き|警然とした。会議の運営をするべき実行

委員として、アメリカに来たはずであるのに、何もできなかった。一ヵ月間その思いに苛

まされた。あの悔しさ、挫折感を忘れることはないだろうと思う。自分の中で、何かを成

し遂げたと思えたとき、そしてこの夏の挫折を乗り越えることができたとき、もう一度

54回会議の足取りをたどってみたいと思う。

柴田綾沙美（慶應義塾大学）

第54回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員
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バークレーサイト

サイトコーディネーター：喜多洋輔、松岡洋平

AmyJones

④バークレーサイトスケジュール（滞在期間：8月8日～8月12日）

8月8日 オーバリンより到着

キャンパスツアー

市民運動について映画 上映

8月9日 分科会＃8

パネルディスカッション

6@SocialTransformationinthe60sand70sinBerkeleyandJapan
ワサ

ウエルカムレセプシヨン(ホスト：バークレー市長ShirleyDean)市役所訪問

8月10日 フィールドトリップ（サンフランシスコ）

8月11日 分科会＃9

フォーラム準備 開始

PerfonnanceArtsST

8月12日 サンデイエゴヘ出発

④ サイトスタッフメンバー

伊藤志織大塚絵美、喜多洋輔*、鹿谷幸史、高橋泰美、乗竹亮治、松岡洋平*、山田哲平

（*はサイトコーディネーターを示す）

④ バークレーサイトの理念

バークレーサイトでは「社会変革」というテーマを掲げた。1964年、政治活動を禁止する大

学当局の方針に反抗してく言論の自由運動FreeSpeechMovement>を開始したカリフォルニア

大学バークレーキャンパスは全米に大学紛争を波及させる発端となった。またサンフランシス

コ湾周辺地域はベトナム反戦やヒッピー文化などの中心地ともなり「ニューエイジムーブメン

ト」の盛んな気風を備えている。多民族国家アメリカを象徴するようにアジア系、ヒスパニッ

ク系の住民も多く、さまざまな文化の混在する中で議論することで多様な視点の獲得を目指し

た。

またバークレー校は9校あるカリフォルニア大学の中でも最も歴史が古く､政治経済､医療、

IT、英文学をはじめ多くの分野で世界の研究をリードするアメリカの先進性を垣間見ることが

できる。大学に限らず環境問題やバイオサイエンスなどで先進的な取り組みをしている自治体

や企業も多く、多くの分科会がフィールドトリップを行った。

常に社会問題に向き合い独自の姿勢を貫いてきたバークレーに触れ、多様性と先進性という

二つの特質を持つバークレーがいかに社会変革を引き起こしてきたかを理解することで、現代

42

一 戸



笏3職二

に生きる私たち学生にとっても社会に働きかけていくことの重要性と可能性を再認識するき

っかけになった。

韓 バークレーサイトイベント

";<cSocialTi･ansfbrmatiOninthe60sand70sinBerkeleyandJapan"(8月9日）

パネルディスカッション

サイトテーマである「社会変革」に基づき、多様なゲストを招いての1960年代、1970年代

の学生運動、市民運動と今日の社会への影響についてのパネルディスカッションを行った。非

営利団体と社会運動の相違から日本、アメリカにおける市民社会についてDr.StevenK.Vbgel、

日本とアメリカの学生運動の起源と発展についてDr.PeterDuuS、60年代から現在までの文化

的変化についてDr.MariamSas、とそれぞれの講演を聞くことができた。

アメリカの地で日本の学生運動の講演を聞くことはある種不思議な体験であったが､60年代

から70年代における日本の学生運動とバークレーに代表されるアメリカの学生運動の共通点

と相違点、演劇からストリートパフォーマンスと多岐に渡る表現とそれを許容する自由な社会

環境、そして日米両社会の差異を作り出す社会背景、歴史的文脈などについて認識を深めるこ

とができた。

|f_い蕊ョ、熟〃」？-℃［蕊＄；‐
‘麓# "八

… of．
－ー －

｝‘ 痩謬己一一懲建一 ．“ “ ,垂
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恐
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アメリカの学生運動について語る

Duus氏

鰺 ウェルカムレセプション（8月9日）

ウェルカムレセプションではバークレー市役所を訪問し、バークレー市長ShirleyDeanの歓

待を受けた。市長はテロ報復に反対したバークレー市議会の対応について熱弁され、また環境

問題に先進的に取り組むバークレーにふさわしく、市役所自体も太陽発電や省エネシステムな

どを駆使した最先端の管理システムであることを説明してくださった。

このレセプションにはサンフランシスコに在住しているOB､OGも多く駆けつけ、シリコン

バレーで起業した方や、日米の企業を仲介し、日本の技術をシリコンバレーで起業させる事業

を行っている方もおられ、ビジネス面での日本との深い結びつきも実感することができた。そ

の席でお聞きした「信頼関係が人脈を作り、人脈が信頼関係を作る」という言葉は国籍や言語

を超えてもなお共有されるものだと感じた。優秀な人材の集積地だからこそ実績が信頼関係の

第一条件であるということも非常に勉強になった。ビジネスだけでなく自治体も含めた市全体

の空気にアメリカという国家のエネルギーと可能性を感じた。
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灘’サンフランシスコ（8月10日）

終日自由となったこの日は各自が思い思いに行動計画を立て、心身ともにリフレッシュした。

世界でも有数の知の拠点スタンフォード大学に赴きアカデミックな空気に触れた参加者や、映

画「TheRock」でも有名なアルカトラズ島を回るクルーズに参加した参加者、またはレンタサイ

クルを利用しゴールデンゲートブリッジを渡る参加者もいた。中にはメジヤーリーグ屈指の人

気球団ジャイアンツのホームゲームを観戦、人気打者の敬遠に容赦なく相手球団にあびせられ

るブーイングに興奮し、自らもその輪に加わっていた参加者もいた。

チャイナタウンをはじめとする外国人街に向かう参加者も多く、通りを一つ挟んだだけでそ

の様相を一変させる市街を間近に見てその多様性を実感していた。産業都市でありながら観光

都市としても名高いサンフランシスコ。ショッピング、グルメ、そしてレジャーなど、サンフ

ランシスコを満喫した。

*PerhrmanCeArtsST(8月11日）

ワシントンサイトに引き続き、参加者がさまざまなパフォーマンスを披露した。激しい動き

のジャズダンス、和服に扇子という本格的な日本舞踊に加え、バークレーということで日本で

も学生運動が盛んだった頃のフォークソングをアカペラで歌うなどオリジナリティあふれる

パフオーマンスが繰り広げられた。特にグアムの民族舞踊は民族衣装に身を包んでのものだっ

ただけに大いに盛り上がり、グアム舞踊に挑戦する参加者も見られた。

日本舞踊を披露する日本側参加者
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サンディエゴサイト

サイトコーディネーター：古川敏明

LivColeman,LourdesRivera

②サンディエゴサイトスケジュール（滞在斑

8月12日 バークレーより到着

「テロリズム」スペシャルトピック

8月13日 ウェルカムレセプシヨン

パネルディスカッション

8月14日 フイールドトリツプ

分科会＃10

「民俗工芸」スペシャルトピック

8月15日 分科会＃11

フォーラム準備

8月16日 分科会＃12

フォーラム準備、リハーサル

8月17日 フオーラム

8月18日 ホームステイ

8月19日 新実行委員選挙

自由／新実行委員ミーティング

8月20日 自由／新実行委員ミーティング

8月21日 日本側参加者帰国

(滞在期間：8月12日～8月21 日）

④ サイトスタッフメンバー

石さゆり、大藪真紀、富田美緒、西納由紀、服部高明、古川敏明*、森川幹人

（*はサイトコーディネーターを示す）

／
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近代建築としても有名な

の総合図書館の前にて

UCSD

④サンディエゴサイトの理念

サンディエゴサイトでは、「文化的多様性」をキーワードに、プログラムの内容が企画され

た。アメリカ大陸を横断してくる中で、アメリカの多様な人口構成を目の当たりにしてきたが、

メキシコと国境を接するサンデイエゴは、特にヒスパニック系住民の割合が高く、これまでの

三都市とはまた違った人口構成を見ることができた。

アメリカ全体では6番目に大きいカリフォルニア州第二の都市サンデイエゴは、生物医学や

通信を主要な産業とし、IT産業でも急速な成長を遂げている。また、米軍最大の海軍基地の存

在もサンデイエゴの経済に大きな影響を及ぼしている。さらに、海洋学や生物学の分野では、

世界的に有名な研究機関を有し、今回ホスト校として我々を受け入れてくれるカリフォルニア

大学サンデイエゴ校も著名な科学者を多く輩出していることで知られる。

最終サイトであるサンデイエゴでのメインイベントは、一ヵ月間にわたる本会議の成果を社

会に向けて発信していくことを目的としたフォーラムであるが、それと同時に、日米両国の参

加者が、日本とアメリカ、さらには参加者間における価値観の多様性を認め、互いの友情を確

認することができるような場所の創造を目指した。

海辺でのレセプションにて
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鐘 フォーラムまでの活動

鍵 テロリズムST(8月12日）

このSTは今回の日米学生会議が、2001年に起こったアメリカ同時多発テロ事件以来、初め

ての会議であることをふまえて立ち上げられた。グループディスカッションの形式で、事件当

日をどこでどのように迎え、事件を知って、何を思い、どう行動したのか、一人一人が個人的

な体験を語った。特にアメリカ側には、同時多発テロ事件をニューヨークやワシントンD.C.

という現場で経験した参加者が何人か存在し、事件を直接体験した人間が記憶をたどりながら

語る姿は、聞く者の心に深く響いた。分かち合いのときは10分、20分と延長を重ね、テロ事

件発生の背景要因やテロ根絶のために日米が果たしうる役割などについても議論が及んだ。

パネルディスカッション（8月13日）

パネルディスカッションの風景

Moderator:ProfessorStefanTanaka,UniversityofCalifbmiaSanDiego

TImaka教授は参加者へ向けて、グローバル化する社会の中で文化が果たす役割はあるか

と問題提起した。その上で、国際化とグローバル化の違いに触れ、グローバル化は国家の

溶解ではなく組織の重層化であり、グローバル化の中では文化とはもはや地理的な要因の

みでは成立しないという見解を示した。

Panell:ProtssormlisKrauss,UniversityofCalifbmiaSanDiego

Kral'sR教授は文化のネガティブな面について前置きをした上で、日米の差異を「文化」

の差として説明する傾向があると指摘した。しかし文化は｢なぜ違うのか｣という説明には

ならず、またある社会変化を｢文化｣で説明することはできない。また、アメリカと比較す

れば日本は異質な｢文化｣を持っているのかもしれないが、ヨーロッパのような第三の比較

対象を持ち込むと、逆にアメリカが異質になるといったように､社会の相対的比較に｢文化」

を用いることは限界があると指摘した。

Panel2:ProftssorPeterNosc0(JASC23,24,andNAC),UniversityofSouthemCalifbrnia

Nosco教授はポーランド系アメリカ人一世の両親に薦められ他の国、民族の文化を学ぶ

ようになった経験について話された。その経験が、教授に自文化ではなく、他文化を学ぶ

ことの重要性や意義を気づかせたという。他文化を学ぶことは自文化を知ること、あるい

は自文化を相対化することへつながり、他の人々の文化を学ぶことは同時に自分のアイデ

ンティティを確認する作業でもあると述べた。今後グローバル化する世界において、他文

化を学ぶことの重要性は増すだろうと予測してNosco教授のスヒ.－チは終わった。

／
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Panel3:ProfesSOrRobertUriu(JASC34),UniversityofCalifOmiaatlrvine

Uriu教授は、文化を本質的な説明項として使うことの弊害について語った。Uriu教授に

よれば、文化を動かしがたい伝統あるいは本質として理解し、それを他のさまざまな事象

を説明する際のファクターとすることは、間違った理解を生み出すのだという。このこと

の例として、日米貿易摩擦が挙げられた。アメリカ政府内で、日本の市場が開放的になら

ないのは日本の文化が「本質的に」閉鎖的であることに起因するとしたグループが有力と

なった。これが日本の市場についての間違った理解につながり、対立につながってしまっ

たのである。U血教授は文化について研究し、説明することを否定しているのではない。

ある事象を説明する際に、説明しきれない部分を本質的な文化という外部項によって説明

することは、説明したことにならないというのがUIiu教授の主張の骨子である。

鰺：フィールドトリップ（8月14日）

UCSDに到着後すぐ、に－日分の自由時間があり、各参加者はサンデイエゴ各地に繰り出して

いった。ピーチやパラセイリング、サーフィンに買い物とそれぞれのサンデイエゴを満喫した

1日であった。

スカイセーリングを

体験した参加者

錘

』厚一

鰺 民俗工芸スペシャルトピック（8月14日）

「日本文化を体験しよう」とのテーマのもと、綾取り、竹とんぼ、書道そして浴衣の着付け

など、日本の伝統文化に日米両参加者がチャレンジした。どの参加者も童心に帰り、ときが経

つのも忘れるくらいに日本文化に浸った時間であった。

霧；フォーラム準備（8月15，16日）

一カ月間の成果を発表するフォーラムのため、各分科会ごとに総括的議論が長時間にわたって

行われた。リハーサルも催され、プレゼンテーション資料の作成や、本会議中の活動の記録を
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まとめたパネル作りなど、作業は深夜にまで及んだ。

錘 フォーラム後の活動

鍵 ホームステイ（8月17，18，19日）

JapanSocietyの協力により会議参加者は2泊3日のホームステイを行った。忙しい本会議の

毎日を離れ、ホストファミリーと各自がゆったりとした時間を楽しんだ。アメリカの多様な家

庭風景を垣間見る貴重な体験をした。

鯛V
“ 蕊慾蕊慾
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薙 新実行委員選挙（8月19日）

新実行委員選挙は、来年の第55回日米学生会議発足への第一段階である。日米両参加者か

ら推薦を受け付けた後、候補者を絞り込み、最終的には参加者全員による投票をもって新実行

委員が選出された。日米合わせて16名の新実行委員が誕生し、第55回日米学生会議は記念す

べき第一歩を踏み出した。
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霧；新実行委員ミーティング（8月19，20日）

選出された新実行委員16名は第55回日米学生会議の骨格を決定すべく、活発な議論を重ね

た。来年夏の本会議開催前に、日米両国の実行委員が全員集う唯一の機会であるため、熱気を
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帯びた話し合いが深夜まで続いた。

霧ドメキシコフイールドトリップ（8月20日）

会議終了前日、メキシコのテイファナヘ希望者はフィールドトリップを行った。バスと電車

とを乗り継ぐこと－時間半ほどで国境に到着。招待されたセテイス大学ではメキシコの大学教

育について興味深いお話を伺った。乾燥したメキシコの大地が印象的であった。

メキシコ国境の民族士産屋

繁 クロージングセレモニー（8月20日）

本会議最後のイベントとなったクロージングセレモニーでは、第55回会議実行委員会から

第54回会議実行委員会への歌と手紙のプレゼントを幕開けとして、さまざまな企画が用意さ

れていた。第54回会議を運営、企画した実行委員会から、参加者への感謝状の贈呈や各参加

者の思いを交換した手帳交換など、参加者にとっては忘れられない素晴らしい時間となった。

55回実行委員から54回実行委員へ

手紙が渡される瞬間

鰺日本側参加者帰国（8月21日）

ついに別れのときである。日本側参加者は朝のフライトで日本に帰国するため、アメリカ側

参加者よりも－足早く、帰る準備をしなければならなかった。早朝、大学寮から空港に向かう

バスを前に、会議参加者たちは別れを惜しみながら、最後の会話を交わした。－ヵ月に及んだ

第54回日米学生会議は、ここに幕を閉じた。
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|参加者ﾉート
｢会議創設のために最初に太平洋を渡ったのは日本側だったはずだ｡」

アメリカ側参加者の一人が苛立ちに顔を紅潮させながら言った。次期実行委員選挙。十分な候

補者を出していたアメリカ側に対し、日本側は定員さえ割り込み、朝から始まったミーティング

は午後になって膠着状態に陥っていた。

｢信じられない｡」

創設時の精神はどこにいってしまったのか。憤りを隠さないその言葉を受け止めながらも日本

側参加者はなお沈黙していた。理由は分かっている。この異常事態でさえ、実行委員を含めた日

本側参加者にとって全く思いもかけないことではなかった。「会議の休止もあり得る」誰かのそ

んな言葉が、私の中でも焦燥と共に現実味を帯び始めていた。

5月の春合宿以来、日米学生会議の存在意義は常に参加者の中で議論の的だった。相互理解甲

そして個々人の成長。それだけに留まらない社会へのフィードバック。この会議でしかなしえな｜

い貢献のあり方。議論の中でさまざまなアイディアが浮かんでは消えていった。「会議ありき」

の体質それ自体が、会議の実体から、創設時の理念「世界の平和は太平洋にあり」を乖離させて

しまっている。このことは、本会議の日程が進むにつれ、参加者のうちで決定的になっていたよ

うに思える。日米交互開催、四都市訪問といった本会議のフォーマットそれ自体の意義を問い直

す必要はないのか。フォーラム直前には、何を目指して作業しているのか判然としない参加者も

少なくなかった。次回開催それ自体の是非を問わないままに、実行委員としての責任を背負うこ

とはできない。日本側の苦しい沈黙のうちには、三ケ月間の苦悩がそのままにじみ出ていた。 ；

長い長い沈思の後に、なぜ彼らが自らを舞台に押し上げることを決意したのか、それは、なぜ

日米学生会議の次回開催が最終的に支持されたのか、という問いに対する答えそのものでもあ

る。次期実行委員となる彼らが、会議の意義を唐突に見出し得たわけでないことは彼ら自身がそ

う宣言している。ではなぜ。これについては私個人としても興味は尽きない。だが一方で、「休

止もやむなし」と考えていたはずの私の中でさえ、このとき徐々に次回開催への希望が湧いてき

ていたことは、今振り返っても全く唐突としか言いようがない。なぜか。理由はまったく個人的

で他愛もない。ただ、私の信頼する友人たちが作り上げる、新しいもうひとつの日米学生会議を

見てみたくなってしまった。それのみである。

結果的に、あの場の沈思と議論からは、会議自体の意義を彫り出すことはできなかった。この

ことがときに彼らを再び長い長い沈黙に落とし込むだろう。それでもそこに会議がある限り、問

い直しの作業は終わらない。新たな実行委員が問い直しをやめない限り、会議はそこにあり続け

る。そして、私は彼らがその作業を決してやめないであろうこともまた知っている。

’

|

’

I

川良麗子（早稲田大学）
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サイトコーディネーター後記

AcceptingtheroleofaJASCExecutiveCommitteememberisachallengingresponsibility>

especiallyifyouareasitecoordinatomWhileallcommitteemembers(仕omtheAmericanand

JapaneseExecutiveCommittees)willmglyconmbutetotheoverallpreparationandimplementationof

theconference,notmngismoredemandingthanthecoordinationofaparticularsite.Priortothe

conference,sitecoordinatorsaresolelyresponsiblefbrthecoordmationoffbodandlodgmg,on-site

andoHLsiteransportation,delegaterecreationandentertainmentoptions,hour-by-hourscheduling,

fbnnalandinfonnalreceptions,tablemeetingroomlocations,guestspeakersandpanellecturers,field

mps,etc.Duringtheconference,theyarestillplanningsiteevents,makingmodificationsto

accommodateschedulechanges,andconfilrmingactivitiesandspeakers.Theroleofsitecoordinatoris

anextremelysUenuousandhigmyproactiverole.

ThisyeaLthe54ihJASCculminatedattheUmversityofCalifbma,SanDiego(Augustl2-
AuguSt21),wherethecOnfbrencethemewasc℃ulturalDiversity.''Assitecoordinator;Iriedto

|scheduleeventsthattiedintothetheme.ThefirstmajoreventsoccurredonAugustl3th:theWelcome
'LuncheonandDiscussionPanel.Thediscussionpanelfbcusedonculturaldiversityanditis
implicationsfbrthefilture,intennsofeconomics,politics,andmumalunderstanding.Anotherevent

thatrelatedtoculturaldiversitywasthehomestayprogramfiFomAugustl7-19.Onthisprogram,

delegateswereexposedtothediversityofAmericanlifbstyleandculture・Inaddition,delegateswere

abletogotoMexicofbraday(August20).Somedelegateshadtheoppom皿utytogotoCETYS

UniversityjwhileotherdelegatesgottogoshoppingaroundTijuanaTheaboveeventswentfairly

well,intennsofplanning;Iwasfbrtunateenoughtoworkwithhelpfillcolleagues.

TheeventthatposedthegreatestchallengefbrmewastheJASCForum.Itwasparticularly

importantbecauseitsymbolizedthefbnnalclosureofJASC.Furthennore,it'sthesinglemost

importanteventthatjustifiestheinte"tyofJASCIncoordinatmgthisevent,Ifbltcompletely
overwhelmed.HoweverwiththehelpofForumcoordinatorsYUkiNakagawaandHannah

Peterson-McCoy5wewereabletopulloHafbrumthatinitiatedtheusageofposterboardsandvisuals,

complementaryvideosegmentsofJASC,andamockeGJeopardy''gameshowdmngmtercession・It
wasqUitesuccessfill,despiteourlowaudiencetumout.

Throughouttheconference,Iwasfacedwithmanyobstaclesthatlsuccessfilllyovercame.Many
timeS,therewouldbechangesinthescheduleorunexpectedeventswouldarise.Nevertheless,Iam

prettyproudofmyselffbrdealingwiththem.Quiteafewtimes,Iwasdisappointedwithmyselffbrthe

occasionsthatdidn'texactlygoaccordingtoplan・Despitethenegativism,Ibelievethedelegateswere

fairlypleased…Asasitecoordinator,I'vecometorealizethatdisappointmentsaremevitable､butVou

shouldalwaysviewdisappoinimentsasatemporaryepisode.Thmgswillwolkontheirownway
Therearesubsequenteventstokeepinmind.Ifasitecoordinatorwomesabout:ewhatlshouldhave

done,''ratherthancewhatshouldlbedomgnext,''thenthereisboundtobouble…Inconclusion,asa

person,IhaverealizedthatiflcouldproperlycoordmateaJASCsite,Icouldmasteranythmg!

LourdesJeanetteRivera

SanDiegoSiteCoordinator

54thJASCAmericanExecutiveCommittee

口
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’FinalForum(12:00～2:00)

1.Introduction(イントロダクション）

2.FourTablePresentadons(分科会発表）

3.Quiz(クイズ）

4.FourTablePresentations(分科会発表）

5.ConferenceConclusion:SlideShow

（会議総括：スライドショー）

分科会発表の様子

日米の実行委員会
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’ ’Reception(2:00～4:00)

第54回日米学生会議は『現代の社会問題における日米の役割を問い直す』との総合テーマ、

そして理念『相互理解、「力」の獲得、そして前進』を掲げ、約一ヵ月の間、ワシントンD.C.、

オーバリン、バークレー、サンデイエゴの各サイトを巡り、各地におけるさまざまなイベント

やそれぞれの分科会において議論、交流を重ねてきた。その成果を社会に発信し、意義を再確

認する場としてこのサンデイエゴフオーラムを開催した。第一部において各分科会は、これま

での議論を踏まえ、学生としての柔軟で新鮮な視点を活かし、その成果をプレゼンテーション

や提言の形で発表した。また、分科会発表の合間には、来場者を壇上に招いて日米関係に関連

したクイズを行い、会場を沸かせる工夫も凝らした。第二部では、分科会のアカデミックな成

果には集約しきれない日米学生会議の意義を伝えるために、一カ月間の共同生活の中で行われ

た学生の交流、相互理解の様子をまとめたスライドを上映し、会議の総括とした。第二部に続

いて催されたレセプションでは、JapanSocietyofSanDiegoandTijuanaのPatrickGraupp氏、カ

リフォルニア大学サンディエゴ校SteanTImaka氏のスピーチを頂戴した。

1

鐘

守喝

上鱒巻

蕊
分科会発表パネルを見る参加者たち

晶弥

麹

蝋
青空の下で

歓談する参加者たち
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通商政策

Z》てz〃ん"Cy
④ 分科会メンバー

秋山洋児＊（立命館大学国際関係学部）

石さゆり（東京大学教養学部）

佐藤陽一郎（早稲田大学法学部）

福田潤一（東京大学大学院総合文化研究科）

PamelaGard(UniversityofWashington)

MaxHomerding(UniversityofCentralOklahoma)

SophiaKan*(UniversityofWashington)

Benjaminl_arson(UniversityofWashington)

AlexandruLuta(OccidentalUniversity)

（*はコーディネーターを示す）

④テーブル設置当初の目的

第二次世界大戦後、西側世界がとってきた自由貿易志向の通商政策が転機を迎えている。理

想に掲げる自由主義と、その影に見え隠れする保護主義的政策との矛盾が顕著となり、通商シ

ステムの改編が迫られることとなった。ここで注目を浴び始めたのが「地域主義」である。日

米を含めたいくつかの国家はこの形態に注目し、今日ではEU、NAFIl4、ASEANのような政

治的､経済的な地域取り決めも誕生している。ではこの新しい概念｢地域主義」とは何なのか。

当分科会では環境問題や貿易不均衡、規制緩和、中国のWTO加盟といった現在議論されてい

る事象に注目しながら、21世紀における「地域主義」の可能性を探っていく。

②実施研修

◆ フィールドトリップ：商務省

通商テーブルでは議論するだけでなく実際にアメリカにおいて日本との通商交渉などを担

当している現場を訪問することが重要であると考え、ワシントン，.C.においてアメリカ商務省

の日本担当デスクを訪問し、組織の概要や現在の通商関係の問題点、将来へ向けての日米共通

の取り組みなどについてお話を伺った。とりわけ日本市場の閉鎖性がアメリカにおいて問題視

されていることが指摘され、日米共同で規制緩和の取り組みが行われていることが紹介された。

② フォーラム

地域主義とはある特定の国々が政治、経済、とりわけ地域貿易の観点から共通のネットワー

クの中に統合されていく現象を指す。地域主義は包括的にも排他的にもなり得るが、その効果

の測定は極めて難しい。というのは、それは貿易自由化とグローバリゼーションを促進もし、

同時に阻みもするからである。当分科会ではまずEU、NAFI)ﾍ、APECの地域主義の「度合い」

について大まかな測定を行った。それによると、EUは最も制度化が進み統合の度合いの高い
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地域主義として位置付けられる。次にNAFI八であるが、この地域は制度化は進んでいるが、

政治的統合の意思はないという観点から、中間の統合度合いと位置付けられる。最後にAPEC

であるが、この地域は最も統合の度合いの低い地域として位置付けられよう。

次に私たちが行ったのは､地域主義によってもたらされる経済上の変化の指摘である。まず、

経済統合を行うことによって経済的に遅れた地域、国家の近代化、産業化が進展する可能性が

指摘できる。これは域内の分業化が進むことで､地域の市場競争力が高まる必然の結果である。

次に、規模の経済と技術の共有が進む結果として、国家がそれまで参入できなかった領域にも

参入できるようになるという利点がある。地域主義は地域の経済的効率性を向上させ、域内企

業の国際競争力の強化につながるのである。関税引き下げに関しては、地域主義はWTOで行

われるよりも早いスピードで自由化を実現することが可能であり、自由貿易の促進に貢献する

という側面を持つ。しかしこれはマイナス面と表裏一体であり、すなわち、それは同時に排他

的な貿易障壁の設定をも意味し得る。経済統合が進めば進むほど、域内では貿易が促進される

が、域外では貿易転換が起こる可能性が高くなる。地域主義の問題点は、まさにこの自由貿易

の促進につながるが排他性も高まるというジレンマにあるといえよう。

最後に、私たちは地域主義のもたらす政治的な効果について、特に日米関係に焦点を合わせ

て議論した。日米間には日米安全保障条約という形で同盟関係が存在しているが、この同盟関

係は将来の通商政策の選択によっては、ネガティブな影響を受ける可能性がある。すなわち、

アメリカはこれまで自由貿易の擁護者として日本へ市場を開放し、日本も原則自由貿易の姿勢

を保ってきたが、NAFIIヘの発足に見られたように今後アメリカが地域主義へと大きく舵を切

るならば、日本も地域主義へと政策を変更せざるを得ず、その結果、日米に経済関係と安全保

障関係の振れが生まれかねないのである。それゆえ、もし日本が地域主義へとスタンスを転じ

るのであれば、その転換は慎重に行うべきであるというのが私たちの結論であった。

② 総括

本年度の通商政策分科会では、グローバル化が進む国際経済の中でアメリカが従来の政策を

転換し、自由貿易主義から限定的な地域主義へと移行したのか否かが主なテーマとなった。こ

れに伴い、議題もAPECやNAFIIヘを巡る日米の通商政策の様相などを中心とする限定的なも

のに制約されたが、それだけに方向性のある議論が可能になったように思う。

成果として、私たちは通商政策において日米関係を規定する一つの将来図を得ることができ

た。開放経済と地域主義の二つの戦略の選択次第で、日米関係は通商のみならず、防衛、安全

保障の問題においても影響を受ける旨の理解が得られた。地域主義の制御は結局、各々の国家

が責任をもって行わねばならないであろう。

他方で、日米の参加者の間で十分な対話と意見の交換が成立していたと断言はできない。多

くの誤解や進行上の対立、意見の不一致やコミュニケーション上の問題が発生した。相互理解

の「理解」とは結局、真の相互理解が如何に困難であるかの「理解」に他ならないのだという

事実を実感した。外交関係としての日米関係も、おそらくはこの延長であろう。

57

二 戸



’ 7加刃"'､ﾉ("〕‘"ﾉｰ断4"だﾉｿ“‘物"‘/“/〔γ'"/ｾﾉ．c"“

政治システム

H""baJ,動叡emS
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鐘 分科会メンバー

鹿谷幸史（東京大学法学部）

中川由紀＊（一橋大学法学部）

藤田葵（東京大学教養学部文科三類）

宮下紘（一橋大学法学研究科）

MichaelBaik(UmversityofTbxas)

LivColeman*(UmversitVofWisconsin)

HanaHeineken(PrincetonUmversitv)

AndreaViski(GeorgetownUmversity)

ThomasWest(JohnsHopkinsUniversity)

（*はコーディネーターを示す）

鐘テーブル設置当初の目的

日米双方で生じる政策決定をめぐるさまざまなトピックを日米関係の政治的枠組みの中で

模索、分析することにより、両国内の政治システムについての理解を深め、国内システムがど

のように国際関係に影響を及ぼしているかを考える。

縁実施研修

◆講演：国防総省インテリジェンスアナリストClydeOwan氏

インテリジェンスアナリストの仕事内容、思考プロセスおよび、アメリカの諜報システムの

現状について。9.11事件以来、国家の諜報システムは安全保障の観点から大きく改革が検討さ

れている。

◆ 講演：アメリカ領グアム代表下院議員RobentUnderwood氏

アメリカ領だがその半植民地的性格からアメリカ国内法の制定過程に十分な参加が得られ

ていないグアムを例に、政治における代表の問題、政治参加の不公平などアメリカの政治問題

を扱った。

◆ フィールドトリップ：司法省移民局「伝統と創造」

現代の移民問題についてのパネルディスカッションを聴講。9.11事件によりアメリカの移民

問題は経済問題から安全保障問題へと転換し、受け入れ基準は厳しくなったが、国内産業の育

成、維持のため移民に門戸を開くという政策の基本方針は変更がない。

◆ テーブルセッション

各回一人ないし二人の、論文執筆者による発表を基礎に議論した。発表の順に概要を示す。

"FmdingaVbice:AvenuesfbrlmmigrantlntegrationintoPoliticg'(Baik):日米両国が移民政策に関

して抱える問題を取り上げた。両国とも、移民に門戸を開き、その教化を積極的に行うべきだ
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との主張がなされた。

"JapaneseandAmericanResponsestoihelCC:AComparativeAnalysir(West):国際刑事裁判所に

対する日米両国の対応の比較。国際刑事裁判所の存在意義についての議論がなされた。

"GovernanceandPublicManagementRefbnn''(中川):日本の行政改革をガバナンス（政府を限

定的に意味するGovemmentと異なり、政治システムとそれを取り巻くアクターを結びつける

コンセプト）改革として位置付ける必要性を主張し、行政改革先進国であるアメリカに習い民

間の経営手法等を取り入れたニューパブリックマネージメントの導入を検討した。

ceRefbm血gtheAdmimstrativeRefbnn"(宮下):日米の行政権は、政治過程における多元主義

を基礎とし、公務は特定の利益集団の反公共的な特殊権益たる「私」の駆け引きとして還元さ

れている。公的知性の蘇生には、民主主義を陶冶すべき正統な行政権、公務の権限範囲を再定

義する行政改革が必要であるとの主張に基づき、議会、官僚、利益集団の三極構造の問題点を

議論した。

"JapaneseForeignMimstryRefbnn:WhattoRefbnn?"(藤田):外交は国民のために推進される

べきだが、現在の日本の外務省改革は、国民の支持を取り付けるというより、「外務省への関

心を失わせない」という志向だけが見て取れると主張、国民に知らせるべき情報、ときには知

らせずに事後説明のみをすべき状況、戦略と戦術の区別を見極めて改革を行うべきと提言した。

"AdmnistrativeGuidance''(鹿谷):政府内の人事システム、企業と政府の癒着が、税金の無駄

使い､窓意的な行政を引き起こしたと指摘し､それを解決するために､行政指導の制限を提案。

現行の日本の行政改革を評価した。

"T11eJapaneseConstitution:ProspectsofRevision"(Hemeken):戦後日本政治史という歴史的観点

から日本国憲法第9条改訂の是非を問うた。グローバルスタンダードおよび対外関係を鑑みれ

ば、日本は憲法9条を改正してから次なるアクションを起こすべきだとの主張がなされた。

"KoizumiandPoliticalPsychology:WilltheNailthatSticksOutGetHammeredDown?"(Viski):現

在の日本の政治心理学的分析。行政改革の成否にかかわらず、小泉総理大臣の改革主導によっ

て、国民の政治に対する関心が変化してきたと主張。

‘℃learingAwaytheMists:CampaignFinanceRefbnnintheU.SandJapan"(Coleman):日米両国に

おける政治不信、政治への無関心を、政治資金の観点から分析。政治スキャンダルを乗り越え

て人民の支持を取り付けることが政治不信を克服する道だとの指摘がなされた。

鐘 フォーラム

’DomesticEHbctive

Govern2nce

Betterlhlngement

Nauonal

Well=being

Representative

GovennnemUntemmional

Cooperation

政治上のさまざまなシステムの改革はすべて「国家の幸福(NationalWell-being)」の追求とい

う前提の下、政治の根底にある概念に言及しようとした。「国家の幸福」を構成するものは何

かを各人の論文を基礎に上の図にまとめ、それに基づき発表を行った。
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先端技術と倫理

4伽α"“〃たc""0jpgyα""戯〃“

徹分科会メンバー

江川響子（京都大学農学部）

喜多洋輔＊（三重大学医学部）

筑紫正宏（東京大学法学部）

山田哲平（慶應義塾大学経済学部）

Hao-HungLiao(NewYorkUmverSity)

KatyLiu(NewYorkUmversity)

HannahPeterson-McCoy*(HowardUmversity)

SachikoTanaka(KeioUmversity)

RebeccaWeisineger(HarvardUniversity)

(*はコーディネーターを示す）

I鍵分科会設置当初の目的

人間の宿命だった、老い、病、死をバイオテクロノジーは克服しつつある。一方で、そのた

めに受精卵などの命が実験材料にされたり、クローン技術が開発されたりするなど、今までの

人々の常識を打ち破るような技術が開発されている。こういった技術の発展において、倫理は

その大切な軸となる。当分科会はかつてないスピードで発展を続ける最先端技術に対して、倫

理的な側面からアプローチすることを目的として設立された。

'鐘実施研修

◆講演:SteveTbang氏「情報革命とバイオテクロノジー革命」

情報革命とバイオ革命の概説および社会的影響の説明について、第53回の参加者で、現在国

立保険局(NIH)の研究者であるSteveTsang氏から講義を受けた。内容そのものもさることな

がら、実際に研究の第一線で働く、現場の人の意見に触れられたことは、有意義であった。

◆ フィールドトリップ：国立保険局「国立保健局とアメリカの研究政策」

国立保健局の説明を受けた後、研究所内で働いている日本人研究者にインタビューを行った。

アメリカの医学系の研究を一手に掌握しているNIHにおいて、私たちが学んだのは、アメリカ

政府がいかに研究活動を重視しているかということだ。潤沢な予算と充実した施設だけでなく、

日本人をはじめ、多くの国から研究者が集まっていることにも驚かされた。国籍に関係なく、

実力によって評価する姿勢は研究者の意欲を大きく伸ばしていると感じた。

◆ フィールドトリップ：ホロコースト博物館「科学技術の負の側面」

ホロコースト博物館で私たちが特に感じたことは、ホロコーストにおいて、当時の最先端技

術の影が見え隠れすることだ。大量殺鐵をいかに効率的に行うかという点において技術者、科

学者の果たした役割は決して無視できないものだった。人体実験や医学実験に利用された犠牲
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者の方も少なくなかった。技術自体に善悪があるわけではないが、利用の仕方によって、大き

な不幸をもたらすものであることを私たちは再認識することになった。

鐘 フォーラム

先端技術における倫理的側面について概説を述べるとともに、具体的なケースとしてヒトク

ローンについて言及した。まず情報革命については、地理的な制約や国境を越えて、情報がい

き渡るという側面と、経済的に恵まれない－部の人を情報からますます遠ざけていくデジタル

デバイドを起こす側面を指摘した。これは貧富の差をさらに広げ、また国際的な著作権の問題

をも引き起こす。バイオテクロノジーの発展は医学や生物学の発展を促し、医療技術を飛躍的

に発展させる可能性がある。一方で、バイオテロや生物戦争を引き起こす技術を生み出す可能

性も含んでいる。科学教育は研究活動の発展を促すだけでなく、社会への先端技術のインパク

トについて､市民に知らせる役割を担っており、日米双方にとって､重要な意義を含んでいる。

これらのことをふまえ、私たちは特に生殖技術とES細胞研究に着目し、事例として、ヒトク

ローンを取り上げた。生殖医療においてはクローン技術が、子供を設けたい不妊のカップルな

どに彼ら自身のクローンを子供として提供している。他にも同性愛者のカップルやシングルペ

アレントなども利用を望んでいる。ES細胞研究とはあらゆる細胞に発達する可能性を秘めた

ES細胞の研究であるが、この細胞を別の臓器に発達させることで、再生医療技術として利用

することができる。現在は解決の難しい、パーキンソン病、アルツハイマー病、脊髄損傷など

の治療に役立つと考えられている。結論として、生殖技術としてのクローンの応用は禁止すべ

きであると考える。ヒトの唯一性を傷つけるべきではない。国際的な規制、国内的な規制の双

方をすばやく準備すべきだ。ES細胞研究は大きな利益が得られるので、国際的な基準を作成

し、研究を認めるべきだ。テクロノジーは常に発展しつづけるものであり、それ自体に善悪が

あるわけではないが､テクロノジーに人間がコントロールされないように､不断の注意を払い、

議論を続けることが求められている。

鐙論文タイトル

江川響子e6WhyScienceisaMatterfbrDebate''

喜多洋輔G6EthicallssuesonBiomedicalFieldsinJapan
ツツ

筑紫正宏ceTheApplicationofClomngTbclmiquestoFertilityThfeatment''

山田哲平"htellecmalPropertyintheDigitalAge"

Hao-HungLiaoecAdvancedTechnologyandEthic3'

KatyLiu:6HumanClomng:Regulate,notBan''

HannahPeterson-McCoy@gThelmplicationsoftheSpreadoflntemetT℃chnology
ﾗﾌ

SachikoTanakaGcNaturevs.the''Designers!!ofthe21stCentulyTiFend''
‐

RebeccaWeismger@6RcsearchCollaborationsbetweenlndustryぅAcademia、andGovernmentinthe

UnitedStatesandJapan
フツ

61

一 戸



’ The54ハルpα"丑""icnS"叱"rCo"/b""" ’

社会的不平等

Socm""e9"α"〃
④ 分科会メンバー

大藪真紀（国際基督教大学教養学部）

高沢健史（関西学院大学総合政策学部）

千代明弘＊（国際基督教大学教養学部）

富田美緒（早稲田大学政治経済学部）

水本憲治（京都大学医学部）

LindseyGallagher(GuilfOrdUniversity)

I_eonaMiddleton(WashingtonUniversityatSt.I_ouis)

MahoSaito(SmithCollege)

JamieScheppers(NorthwesternUniversity)

NanaUemura*(OberlinCollege)

(*はコーディネーターを示す）
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④ 分科会設置当初の目的

社会的不平等はすべての社会において不可避な問題である。しかもそれらは富める国であろ

うと貧しい国であろうと無差別に存在する。多くの社会的不平等は性別や民族といった人々が

生まれ持った社会的属性によって発生しているが、その一方でそれらは、人々が生活している

周囲の環境によっても創り出される。当分科会ではまずメンバーが日米両国に存在する不平等

に関する問題を分科会で紹介し、互いに問題意識を共有しようと試みた。それを踏まえて、現

代社会において埋もれがちになっている日米両国の社会的不平等に対する現実的かつ創造的

な解決方法を探っていった。

④ 実施研修

◆ フィールドトリップ：司法省移民局(INS)

アメリカ国境管理の役割を担い、またグリーンカードや市民権に関する事務手続を請け負う

INSで、主に同時多発テロ以降の移民政策の転換について講義をしていただいた。

◆ フィールドトリップ:UI･banlnstitute

都市問題に関するシンクタンク。アメリカにおけるドメスティックバイオレンス、ホームレ

ス問題、難民問題、スラムの4つの問題についての現状と対策についてのお話を伺った。

◆ フィールドトリップ：ホロコースト博物館

ドイツのヒトラー独裁体制時に実行されたユダヤ人大虐殺、ホロコーストを当時の写真や映

像、被害者の遺品を通して今に伝えていた。

② フォーラム

私たちは社会的不平等を生み出す5つの諸要因を導き出し、それを分析し改善策を見つける
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ことでさまざまな格差の緩和、是正を可能にするという結論に達した。その5つとは伝統、教

育、社会、経済的地位、マスメディア、法整備である。

1.伝統

人が生まれて最初に触れる社会集団は多くの場合、家族である。その家族によって培われた

伝統的な性別による役割意識、信仰などは日米それぞれに深く根付いており、世代に関わりな

く影響を及ぼし続ける。地域活動等を通じて人々が交流を深め合うことが互いの偏見を打ち砕

く第一歩となり、そこから生まれる新しい家族は悪循環を絶つ希望となり得る。

Ⅱ、教育

教育はそれを受けた人々に思想的に大きな影響を及ぼす。教育抜きに社会的不平等を考える

ことはできない。教育には主に三つの可能性がある。相互理解の手助け、バイアスのない情報

提供、一人一人が自分自身の意見を形成する手助けである。

Ⅲ、社会経済的地位

一般に、より高い教育を受ければ、それだけ社会経済的地位も上がる。これは逆に言えば教

育が受けられなければ、その地位も低く、それゆえ彼らの子供もその環境から抜け出すに足る

教育を受けることができないという悪循環に陥る危険性が大きい。社会経済的に弱い立場にあ

る人々に広く門戸を開く教育制度、奨学金の充実をめざすことが不可欠である。

Ⅳ、マスメディア

昨年の同時多発テロ事件後のマスメディアによる報道が一般市民のイスラム教徒に対する

偏見を強めたといわれるように、マスメディアが世論に大きな影響を及ぼすことは否定できな

い。よって、先に述べたメディアリテラシー教育の普及や、自発的な市民団体やNGOによる

批判的なマスコミ分析によって各人の批判的思考力を向上させる必要がある。

V.法整備

現在問題になっている不平等は法整備の不完全に拠るところが大きい。過去のアメリカの移

民排斥法や、難民受け入れの門戸を大いに狭めている日本の現在の政策などがその例に挙げら

れる。不平等を生み出す法を見極めた上で改正し、是正する法の整備、そして社会的弱者たち

との対話の機会をもっと設けることが鍵となるであろう。

鍵論文タイトル

大藪真紀eeOkinawaasaScapegoat''

高沢健史66HomelessinJapan''

千代明弘ecUntouchablesinJapan-theHistolyofBuraku-min''

冨田美緒eeJapan'sContemporaryPoliciesonRefilgee5'

水本憲治66WhatCause;DiHbrence'andHowtoSoIveit?''

LindseyGallagherc℃ulturalRootsofDomesticViolencemChinaandJapan''

LeonaMiddletonc<StuntedGrowth:StereotypesandDiscrimnationintheU"

MahoSaitoC6SociallnequalityafterSeptemberll,2001''

JamieScheppers@GGenderRelatedWagelssuesintheUnitedStater

NanaUemura@GnleEvolutionontheModelMinorityMythanditsRamificationsonContemporary
AsianAmericanr
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宗教とアイデンティティ

Re"gjo〃α"αI庇""〃
－

鍵分科会メンバー

柴田綾沙美＊（慶應義塾大学経済学部）

西納由紀（一橋大学法学部）

乗竹亮治(UniversitVofCenUalOklahoma)

堀抜功二（立命館大学国際関係学部）

米田綾子（東京大学文学部）

AmityMalack(EarlhamCollege)

BrittanyMitchell(UmversityofColorado,Boulder)

JaimeMuscar*(WashingtonandLeeUniversity)

AdamRasmussen(UniversityofWashington)

（*はコーディネーターを示す）

②分科会設置当初の目的

今日、グローバル化の流れの中で宗教は互いに影響を及ぼしあい、私たちの社会に波紋を投

じている。それと同時に、20世紀後半から世界各地で宗教への回帰傾向が見られている。では

実際に宗教はどのような影響を国家、地域、個人に与えているのだろうか。人間が作り出した

ものである宗教が、多少なりとも人間の行動規範となる。このことを考えると宗教は国家、地

域、そして私たち個人のアイデンティティ形成の奥深くにまで影響を及ぼしているといえるで

あろう。当テーブルではこのような見地から宗教に起因する紛争やテロリズム、社会問題の解

決方法も視野に入れつつ、これからの社会における宗教の可能性を探っていくことを目的とす

る。

鑓実施研修

◆ フィールドトリップ：ワシントン大聖堂

最初のフィールドドリップ先であるワシントン大聖堂は、国葬などによく使われている聖堂

で、どのような宗派の人にも門戸を開放している。大聖堂としては世界で6番目の大きさで、

独特の形をしたガーゴイルやステンドグラスが美しい。広々としたゴシック様式のアーチ型天

井の下で、大聖堂の荘厳な雰囲気に触れることができた。

◆ フィールドトリップ：ホロコースト博物館

宗教だけに関連のある博物館ではないが、ワシントンD.C.で見ておくべき場所として訪れた。

展示物はナチスドイツ台頭以前の社会情勢から時代を追っていくものであったが、遺品や当時

の資料等を目の当たりにし、それらがわずか半世紀ほど前に実際に起こった事実であるという

事を改めて認識した。自分たちとは異質の者を排除しようとする動きは、現代の宗教紛争に見

られる一面ではないかと感じた。
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◆ フィールドトリップ:SaintPaulusLutheranChurCh

サンフランシスコにあるeeJazzChurch''として有名な教会を訪れた。礼拝は特に信者だけでは

なく一般の観光客などにも開放されている。ユニークなのは礼拝の形式で、始まりからずっと

歌やピアノ、ギターの演奏が続けられており、賛美歌を皆で歌うだけでなく個人がマラカスな

どを使って参加するのも自由であった。厳かな雰囲気を持つというような礼拝のイメージとは

違ってはいたが、信者が積極的に参加できるコミュニティーであると感じた。

鑓 フォーラム

フォーラムでは、分科会でのディスカッションを通して得られたものを発表した。メンバー

が事前に提出した小論文は大きく分けて三つのテーマに関するものであった。一つは日本社会

に伝統的に継承されている神道、そしてアメリカの最もメジャーな宗教であるキリスト教、さ

らに今日の世界情勢を考える上で無視することはできないイスラームである。

これらについて考えていく中で、何度も議論にのぼったのが 「｢宗教』と『伝統』の間にど

うやって線引きをするのか」という問いであった。例えば日本においては墓参りや初詣などの

宗教行事は習俗として定着しているし、アメリカのキリスト教も一宗教という概念を超えて国

民が共通に持つ信条や価値観に近い存在になっている面がある。「イスラーム復興」とよばれ

る潮流の中でも問題になるのは、現代社会における伝統的なイスラームと西洋的、世俗的なも

のとの関わりが、どのようにイスラーム的なアイデンティティに影響するかである。

宗教と伝統の間には境界が存在するが、それは画一的に決められるものではなく、個々人が

自分自身の基準によって決めなければならないものである。それぞれが自分の中で二つの均衡

を保てる地点を見つけることでのみ、それらの間に生じる矛盾が解決されるのであり、その過

程が人間のアイデンテイ形成の要素を成しているのである。前述の問いに対する絶対的な答え

は存在しないながらも、重要なのは一人一人がこの問いについて自分なりの答えを見つけよう

と試みることなのだろう。

鐘 論文タイトル

柴田綾沙美‘℃ultandFImdamentaliEm''

西納由紀e｡Understandinglslam''

乗竹亮治"Wheat､Rice｡GodandGodr

堀抜功二"IslamicRevivalandFonningldentityinthelmmigantSocieties:FunctionsofMosques
ツツ

米田綾子G6TheU.S.PresidencyandReligion-ChristianityasCivilreligion-
うぅ

ご

AmityMalack.GPorrayalsoflslaminAmericanMedia''

BnttanyMitchell66InterpretationsofthelslamicWorldbytheMediaandWhyTheyareFalse''
‐ ‐

JaimeMuscarGCShintoandtheModernWorld''

AdamRasmussenceMonnomsminJapan:PlacingExtemalChallengesinanlntemalContext''
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多文化社会における教育

E伽Ca伽〃j〃α〃"〃c"""rαﾉSocie"
－

鑓 分科会メンバー

伊藤志織（早稲田大学法学部）

大塚絵美（慶応大学法学部）

川良麗子（早稲田大学第一文学部）

古川敏明＊（東京大学大学院総合文化研究科）

守屋彰人（慶応大学商学部）

GregoIyBalan(NewYOrkUmversity)

LourdesJ.Rivera*(UmversitvofGuam)

TaylorUpson(DukeUmversity)

FusakoYOneda(OhioStateUmversityatColumbus)

（*はコーディネーターを示す）

一》》漣 鐘
地 輻

患目

＝一

遇灘』

鐘分科会設置当初の目的

アイデンテイテイは生得的要因に加え、多くの社会的要因によって形作られているが、青少

年の自己形成において教育が果たす役割はことに重要である。ところが、そうした教育の性格

を左右する種々の問題も存在している。当分科会ではまず、教育行政、学校、家庭、地域社会

の役割、教育的資源、生徒の権利、仲間集団、個人の学習スタイル等、教育全般に渡る問題を

討議する。その上で、単一、多文化社会というステレオタイプに代表される、日米の教育を比

較していく。共生に向けた教育を批判的に考察し、将来の法律制定に向け具体的な提言をして

いくことを最終的な目標とする。

②事前活動

◆ 勉強会：「2010年の日本、外国人、学校一多文化共生社会に向けて」

講師：明治大学助教授 山脇啓造氏 場所：東京大学駒場キャンパス

◆ 勉強会：「教育における失われた10年の検証」

講師：東京大学教授 苅谷剛彦氏 場所：日米会話学院

鐘実施研修

◆ 講演:RobertA.Underwood氏

UndeIwood氏はグアム準州選出の下院議員であると共に、グアム大学の副学長を務めるなど

教育者としても精力的に活動している。グアムとアメリカ本土との歴史的､政治的な関係。「ア

メリカン」でありつつも「グアム人」としてのアイデンティティを失わないために、チャモロ

語と英語との二言語教育を試みている。ユーモアを交えながらもその主張は非常に力強く、印

象に残るものであった。

◆ 講演:ReikoMatsumoto氏

Matsumoto氏の主宰する、英語を母語とする子供たちを対象にしたに二言語教育プログラム
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（日独仏西の各国語)は､各地に活動を広げつつある｡言語は人間のアイデンティティであり、

文化である。母語以外の言葉を学ぶことで多文化共生への理解とグローバルな価値観を無理の

ない形で獲得するのがこのプログラムの狙いであり、多文化社会を目指す日本の教育でも応用

できないかと考えた。言語をめぐる分科会の議論に、一つの方向性をもたせる講演となった。

◆ フィールドトリップ：ホロコースト博物館

人間を、その髪、瞳、肌の色、骨格などで分類し、優劣を選別する人種学。ナチスは教室に

も、アーリア人至上主義、反ユダヤ主義に基づくプロパガンダと理論を持ち込んだ。うず高く

積まれた犠牲者の靴、髪など数々の遺留品は、私たちがこの多文化時代をいかに生き、この記

憶を次世代に伝えていくか、見る者の魂にその本質を訴えかけてくるようであった。

◆ フィールドトリップ：サンフランシスコ市庁

サンフラシスコは環境教育が浸透しづらい土地であるという。太平洋からの強風が、市民の

知覚する以前に、汚染された大気を内陸に押しやってしまうためだ。そんな中でいかに環境に

対する意識を高めていくか。氏は、教室で環境教育を受けた児童がその役割を担っているとい

う。教室から家庭､そして社会へ｡教育の可能性についてまた新たな示唆を得る機会となった。

◆ 合同分科会

教育こそ社会的不平等を解決する鍵を握っているという共通の認識に基づき、社会的不平等

分科会との合同セッション企画した。多文化社会における歴史教育、アファーマテイブアクシ

ョン、社会的再生産、二言語教育等、幅広いトピックでディスカッションを行い、フオーラム

でのプレゼンテーションに向け、双方の分科会が刺激を与え合うことができた。

緯 フォーラム

発表は、教師と生徒の対話という形式で行った。なぜ教育が重要なのか、教育の持つ可能性

とは。教育によって形成されるべき三つのアイデンティティとして、一、地域社会、エスニッ

クグループの一員、二、国民、三、地球市民を挙げ、多様な価値観、歴史認識を共有すること

の重要性を確認。言語文化からのアプローチとして、二言語教育などの可能性にも触れた。社

会的な不平等を再生産する悪循環を断ち切る、戦略的な解決法としての教育。メンバー個々の

教育的背景と問題意識に－つの方向性を持たせ、収数する発表となった。

総論文タイトル

伊藤志織''EducationRefbnnsbySpecialEducation!!

大塚絵美''BilingualEducationinJapanandtheUmtedStates''

川良麗子州ThePossibilityandtheRoleofEducationfbrGlobalCivilSocietVin21stCenturV'!
ご

古川敏明IIJapaneseasanlnternationalLanguage'!

守屋彰人"ThewaytomakeJapanescEducationmuchbetter"

GregolyBalan'ISo,We'reAllDiferent,NowWhat?'1

LourdesJ.Rivera''PopularCulture:ThemulticulturalCatalyst!'

ThylorUpson!'MakingtheGrade:AnAssessmentofJapaneseEnranceExams
fO

FusakoYoneda"Prepa,inglbachersfbrDiversity:TheRoleofTeacherEducationintheAgeofMulticultummsm''
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創造的表現から探る歴史認識

H畑0〃c"JP"叩7“伽師娩”皿g〃αeα"veMe〃"碗

鐘分科会メンバー

北松円香（国際基督教大学教養学部社会科学科）

小林悦子（慶應義塾大学総合政策学部）

松岡洋平＊（京都大学教育学部教育科学科）

森川幹人（国際基督教大学教養学部社会科学科）

LisaDaily*(EckerdCollege)

MarinaLi(MillsCollege)

WalkerRoberts(NewYOrkUmversity)

PaulRodriguez(UmversityofTbxas)

(*はコーディネーターを示す）

露 守
り
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簿
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F 雨

鐘テーブル設置当初の目的

映画や文学といった創造的表現は、単なるエンターテイメントとしての力以上に、私達の価

値観や歴史認識を形成する上で重要な役割を担っている。このような情報、表現媒体では、ど

のような価値観、歴史観が語られ、また語られないのか。創造的表現、また芸術が持つ可能性

と危険性を認識しつつ、参加者8人が独自の切り口からこの問いを追求する。

鐘実施研修

◆フィールドトリップ：ホロコースト博物館

事実としての数字よりも一つの写真、一つの映像、そして一つの証言が見るものをとらえて

離さない。展示物を通じたこの「経験」は私たちにアートやメディアの持つ力の強大さを実感

させるとともに、時代を超えてなおその体験を共有することの重要さと、それを伝えようとす

る意志を感じさせるものであった。

② フォーラム

芸術、そして歴史認識について一つのまとまった見解に達することは不可能であり、無意味

であろう。ただ絶えず他者と疑問を投げかけ合い、互いに耳を傾け合う、対話のプロセスを繰

り返すことしかできまい。しかし私たちは､対話すべき相手を本当に捉えられているだろうか。

耳を傾けるべき声を知りえているだろうか。

私たちは、さまざまな媒体から情報をえ、自分や他者に対する価値観やイメージを形成して

いる。しかしその媒体が伝えるのは、一体誰の視点、声、ストーリーであろうか。伝えられて

いないのは誰のものであろうか。

現実世界では、富や権力を持つ者、あるいはメディアが、その価値観や認識を大々的に主張

できる大きな発言力を持つ一方で､誰からも忘れられ、あるいは沈黙させられている者もいる。
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この「声の不均衡」（伽mbalanceofvoices'|)を共通の問題意識として当テーブルはフォーラムを

構成した。多様な「声」が持つ多様な視点、解釈、そしてそれぞれの真実の存在に気づき、絶

えず自分が聞けていない「声」を探すことの重要性を訴えかける。フォーラムでは「声の不均

衡」を簡単な朗読劇で実演し、「創造的表現から探る歴史認識」というテーマに反応した8人

のそれぞれ異なる8つの主張、「声」をすべて発表した。（以下8人の「声」抜粋）

ノ富と権力の不均衡〆デ､イアの介入によって＄一罰の歴建の語〃だﾝ"j注目を集め、他の歴建は彦矛z,去られ

る。より多くの語りに耳を顔"歴建に凄数の真美を見出す試み刀堀たちを謙虚にし、頽手への葱溌力を養う｡j

／芸茄とは認をポジティブに麦窮する尹段怠芸満なﾉ(と人、歴建、考え、涯動アーテケズト、，留葱家を繕

成芸茄蒙とは真実の深戎議をf会を癒す毒/万民、そして軍冷害である菰芸蒲活動への錘ば多様控を堂

なる飾り物に変えうる｡多様な歴建識にと､れだけのﾉ(刀j激れ､経鏡し､文ｿ"…を決定ﾂｻけるのだろうハノ

／減篝の歴建の記瞭に大きく影響する、礫画の描く歴更、ズテレオタグブに稜感にならねば在らないノ

／芸鋪澄､歴磨{亮猿と何じょうに、一つの声に基づく真実へのある一つの錫点に趨ぎ気ま麺ﾉ(的なレベ

ルで、そしてそｵz,刀逵まれた歴更厳文脈において窒捧されねば在らな"rとザz,だﾘﾌ海洋な芸捗であっても、

その時代の硬治控から切り離して創造さ〆z率されることば麓表ないノ倖クーン・マヨノノ

r日教の撰衾又-学/こ鯉れ、霊簡の榎互蕊にはﾉ(と人との交流言語の壁を乗り越之る薮ｶｶi欠かせなし!こ

とを認した。真球湾亥撃生存青は旦衣ﾉ(との戦いを/顔のなし駁／との戦いだ､つたと証言した。しかし真珠

湾亥撃から60隼近くたった今日におし'でも日米は/顔の左い友董／になったにすぎを↓}のではない刀もノ

／我々刀j平涼7の祭典として翻しんでいるオ〃ンと。シクは現実の避塚においてさまざまな制約を受け､限象を

内に含みつつも巨大凌力を持ってし､ま丈廊業主善と繕ぴつき、オ〃ンと。シクの雫諏7の〆シセー9ｼ泡承当に雫

諏Z"$必要左人々に/ｺ演し1でし､なし､とし､う現実を考えるならば；語りつし)でいかなくてはならな“しかし、一

般的な日ﾉ衣ﾉ(も含む、豊かな生活を享受してし'る人々は頚想の婁机ご猿された究実Xごもつと月を向ける必要か、

ある｡ノ

／芸笏とは、芸茄家かを会に海する騨乙､につし}て、燭々人とガ話する場である。エゴン・シーレの/乍謁のよう

な催美的な芸笏でさえも、鉦会から完全に切り離されてし!ろわけではなし％セクシュアクテγ、自己獺爽鍾

なと､をテーマとしたシーレの/乍謁麟芸蒜というものにかする掴蕾の固走観念への挑戦であり、妻紡家ぼ自由

に自己の鱒心を追求できることを示唆してし'ろ。妾蒲を通して私蕾ばを会における多様な規点を錘撰できる｡ノ

／祷穀の発信音や受け尹､銃ﾃﾃやマケノクテグーや鉦会的圧力をどさまざ藍なしベルでの迂会的不轤によっ

て形成されてし}ろ文ｿZ的バグアズば我々の思考に大きな影響を与え偏見や誤捧を瘤し}てし､ろ。我々は赴会、教

意趣ﾉ(、各レベル/ごおいて過剰な文化”バグアズ/こ鼓み込まれなし､よう立ち/可かっていかれば左らないj

篭論文タイトル

北松円香eEEgonSchieleandtheFin-de-SiecleVienna''

小林悦子GcContemplationonStateofcGMemory'',andTrendsof6eMemory-Nanative''Tbday''

松岡洋平‘℃ulturalBiasesmModemSociety''

森川幹人eGT11eOlympicsandPoliticr

LisaDaily"TheAestheticsvs.thePoliticalmJapaneseandAmericanArtツフ

MarinaLi:5SurvivingWithinlnsecmty:FindingaHomefbrArtandCommunity''

WalkerRoberts6GAstheSmokeclears:theRevivalofWarFilminPost9/11AmencaandJapan

PaulRodriguez･eAstrugglefbrUnderstandinginPostwarLiterature''
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環境問題

E"vか0"碗e"”〃”"“

鐘 分科会メンバー

高橋泰美（筑波大学第三学群国際総合学類）

出浦直子*(慶應義塾大学法学部法律学科）

服部高明（東京医科歯科大学医学部）

増谷康（東京大学大学院総合文化研究科）

PamckEmerson(GmlibrdUmversitv)

LaurenFrese(LafayetteCollege)

AmyJones*(UmversityofKansas)

HelenMcCallister(BamardCollege)

(*はコーディネーターを示す）

１
‐
Ｉ

I

F~ －

:鐘分科会設置当初の目的

1992年の地球サミットにおいて採択された行動計画（アジェンダ21)に基づき、世界中で

環境問題に対するさまざまな取り組みが行われてきた。だがこの10年の間、世界の多くの地

域では貧困やエイズの問題が拡大し、また期待された環境問題についてもそれほど大きな成果

は見られない。環境問題を解決するにあたって、必要な技術や政策オプションは既に数多く提

唱されている。問題はこれらをいかに具体化し、政治的合意を導き出すかにかかっている。当

分科会では、単に環境問題に関する諸現象を分析するにとどまらず、それらの解決策をいかに

政策レベルで実現し、かつ実社会に応用していけるかという視点に重点を置き、議論を進める

ことにした。

露実施研修

◆ フィールドトリップ：環境保護局(EPA)

EPAでは担当者のハーヴイー氏より、大気汚染や京都議定書など環境問題全般に関してのお

話を伺い、その後分科会メンバーを交えての質疑応答、ディスカッションなどを行った。ブリ

ーフイングの内容は、ブッシュ政権が提示した京都議定書の国内代替案である"ClearSkieS''

プログラム、代替エネルギー導入に関して炭鉱削減を目指すEPA政策、そして消費者の省エネ

ルギー製品に対する関心を高めることを目的とした"EnergyStar"プログラム等についてであ

り、分科会メンバーからもこれらのテーマに関する幅広い質疑応答が行われた。

◆ フィールドトリップ：エネルギー省

アメリカのエネルギー省の基本政策は､国家安全保障のための石油供給の安定化､技術革新、

経済政策としての税制度や補助金制度の確立の三点である。地球温暖化対策に関しては二酸化

炭素排出量を今後10年間でGDP比18%削減することを目指しており、そのための技術や補助

金制度の導入などについての話を伺った。
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◆ フィールドトリップ:LewisCenter

オーバリン大学付属機関である環境研究所を訪問した。建物自体が環境に配慮した構造とな

っており、ソーラーパネルやバイオマスなどに対する新しい取り組みを見せていただいた。太

陽光により昼間の電力はほぼ賄うことができるが、総合的な採算に見合うかどうかについては

検討中とのことであった。バイオマスについては人糞浄化による植物栽培を実践しており、殺

菌に成功しているが、その植物を食べられるところまでは到達していないとのことである。当

分科会の重要なテーマである代替エネルギーについての理解を深めるのに参考となった。

◆ フィールドトリップ:BayAreaEconomics

バークレー地域の都市開発を専門とするコンサルティング会社BayAreaEconomicsを訪問し

た。無計画な都市の肥大化を防ぐために都市周辺を木で囲み、自然環境を保全するグリーンベ

ルトという手法がサンフランシスコ湾全域で行われているということである。私たちに身近な

住環境の中で自然とどのように共生していけるかという有意義な視点を養うことができた。

鍵 フォーラム

フォーラムでは「環境主義」を実現していくための具体的方策を提示した。「環境主義」と

は本質的に環境破壊を内包する資本主義という経済システムを克服し、自然環境との共生を目

指す次世代型の社会システムである。私たちは京都議定書、スマートグロウス（都市計画）お

よび代替エネルギーの三つのテーマを中心に、「環境主義」を実現するための解決策を提示し

た。まず、京都議定書をめぐる意見の相違が日米の信頼関係に亀裂をもたらすものであっては

ならず、アメリカは京都議定書を批准しないのであれば他の国々を納得させられる代替案を早

急に示すべきである。その際、日本は戦略的パートナーとしてアメリカに協力すべきである。

次に、環境に配慮した都市計画モデルを実現していく必要がある。具体的には交通渋滞を解消

し仕事場や学校へのアクセスがより便利になる「交通を基礎とした開発｣、および住宅やオフ

ィスの効率性を高める「グリーンビルディング計画」などである。

最後に、バイオマス、燃料電池、地熱、太陽光、風力などさまざまな代替エネルギー導

入の必要性である。個々のエネルギーは小さな資源節約には成功しており、今後効果的

に組み合わせることで大きな資源節約につながるはずである。

結論として、二酸化炭素削減へのアメリカの自主努力、環境に配慮した都市計画の実現、代

替エネルギー導入の三点を推し進め、世界中の国々が積極的に環境問題に取り組んでいけるよ

うに日米が協力して問題解決にあたるべきである。

鐘論文タイトル

高橋泰美e6ResearchontheEnvironmentalThx''

出浦直子esCurrentWaterSupplySystemsandChangestoSolveWaterlssue3'

服部高明s5EndocrineDisruptorg'

増谷康GeLanguageandNaturalEnvironment''

PamckEmersonG6AltemativeEnergySourcer

LaurenFrese66TheKyotoProtocol:AFissureinJapanese-AmericanRelations''

AmyJones"TransportationofTrash''

HelenMcCallistere℃apitalism:ASabotageonEnvironmentalBalance''
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食と健康(FoodandHealth)

人間が生きていく上で、食物を摂るということは、絶対に欠くことのできない重要な要素で

ある。しかし、ときにはその食物によって生命が危機に晒されることもある。特に、生活習慣

病や糖尿病は大きな注目を集めている。食と健康STでは、ベジタリアンをキーワードにアプ

ローチを試みた。アメリカ側参加者の数名のベジタリアンにインタビューを行ったが、そこで

明らかになったことは､私たちと彼ら､彼女らとでは､食に対する考え方が違うということだ。

私たちは健康面からベジタリアンを連想しがちだが、動物愛護などの主義、主張から、ベジタ

リアンを選択している人もいた。彼らにとって食物は、単に栄養を摂取するものではなく、一

つの自己表現として確立されている。今回の活動は、結果的に、食と健康の関連だけでなく、

食への態度に対する認識を深める機会となったのではないだろうか。

パフォーマンスアート(PerfOrmanceArts)

このSTはメンバーが自主的にステージを設け、パフォーマンス参加者を募り、日米学生会

議参加者全員の前で、踊り、歌、楽器演奏朗読等を披露するという形式をとった。ステージ

は第一開催地であるワシントンD.C.および､最終地であるサンデイエゴにおいて二度に渡って

設けられた。他人に対して自分の技術や能力を披露し、その見事なパフォーマンスを、会場が

一体となって共有し互いに楽しむことは、アメリカならではの文化でもあり、会議参加者の結

びつきを強める上でも非常に有意義であった。中でも、グアム出身者による民族ダンス、日本

側参加者による日本舞踊､および柔道の投げ技の連続には､会場も大いに盛り上がりを見せた。

日本側参加者による

柔道のデモンストレーション

…"＝

、

l
■

1

民族ダンスを披露する参加者
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アウトドアスポーツ(SportsandOutdoorRecreation)

アウトドアスポーツSTでは、第二サイトであるオーバリンにて、l0Capturethenag''とボウ

リングの二つの企画が実施された。これらは会議の早い時期に実施され、また、共にチームの

連携を必要とするということから、参加者間の交流の促進に大きく寄与したと考えられる。ス

ポーツという一種のnon-verbalcommunicationを通じ､言葉の壁を越えてお互いの連帯感を生む

きっかけになった。会議の主要な要素である、verbalcommunicationはもちろん、それ以外の要

素を持つ企画を織り交ぜることで、参加者間のより一層の相互理解が図られるという意味にお

いて、このSTは非常に意義深いものであった。

民俗工芸(CulturalArt)

民俗工芸STでは、日米両国のさまざまなアートを共に体験できる場を提供した。日本側か

らは､折り紙や竹とんぼ､書道をはじめとして､実際に浴衣を着てみるコーナーが準備された。

ユニークなものでは、日本の夏の風物詩である蚊取り線香の歴史の発表が行われた。アメリカ

側からは、体全体を使ったマッサージの講習や、チョークで自由に地面に絵を描くsidewalk

chalkが紹介された。また、大学構内に吹きガラスエ房があったため、グラス作りの工程を見

学した者もいた。一人一人がそれぞれの活動に加わることで、一部分ではあるが、日本とアメ

リカの文化に触れることができた。

リズムと音楽(CulturalRhythms)

リズムと音楽STでは、クリーブランドにあるRock'n'RollHallofFameandMuseumを訪れ

た。1994年に設立されたこの博物館には、エルビス・プレスリーやビートルズ、ジミ・ヘンド

リックス、ローリングストーンズ、U2、クイーン、マイケル・ジャクソン、レッドツェッペリ

ン、セックスピストルズ、ステイング、ボブ・デイランといった、アメリカの音楽史を象徴す

るスターのコレクションが収められていた。また、この博物館は、若者文化というよりはアメ

リカ文化としての「ロック」を文化的にとらえた施設であり、ロックの誕生について振り返る

こともできた。1951年、クリーブランドのラジオDJが、R&Bと呼ばれていた黒人音楽をロ

ックンロールという名称で白人の若者に紹介し、急速に若者の間に広まったという逸話は、参

加者にとってアメリカ社会の多様性を再認識するきっかけになった。会議の最後には、博物館

にも列しているボブ・デイランのBlowin!theWindを日米の参加者で歌い、言語や国境、時代

を越えて共有される音楽の持つ大きな力と、音楽を通じて社会と対時するアーティストの姿勢

を学ぶことができた。
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映画とアニメ(FilmandAnimation)

オーバリンに到着した8月3日の夜、映画とアニメSTの一環として、映画「Shallweダン

ス？」が上映され、多くの参加者が観賞した。映画は、平凡なサラリーマンが社交ダンスの持

つ魅力に取り付かれていく中で生まれる、さまざまなドラマとその結末を描いたコメディであ

る。日本側参加者からは、日本とアメリカの参加者で笑いのツボが違うという指摘があり、ア

メリカ側参加者からは、日本のサラリーマンについて、家庭からの距離や、父、夫、社員とし

ての役割と個人の間の乖離が見えたという意見もあった。全体としては「面白くて、笑える」

という感想が多く、移動の疲れや緊張をほぐす役割を果たしたようだ。翌日、8月4日の夜に

は、「もののけ姫」が上映された。多くの観客が集まった中、前日とはまた違った反響があり、

映像のすばらしさを称える声や、非常に考えさせられる映画だという感想が聞かれた。

テロリズム(Tbrrorism)

第54回日米学生会議は､昨年9月ll日にアメリカで起きた同時多発テロ以後､初めて開催

された会議である。従って今回の会議では、日米双方の参加者が集うディスカッションとその

後のエッセイ収集を企画した。これらの企画の目的としては、全世界に衝撃を与えたテロに対

する両国の学生の意見を相互に交換することで、日米両国の相互理解を深め、将来のテロ対策

を日米両国が中心となって構築する土壌を築こうというものである。

ディスカッションでは、会議参加者全員がおよそ二時間に渡って意見を交換した。ニューヨ

ークに住む学生が事件当日の回想を述べたり、アメリカの報復作戦に対する意見が飛び交うな

ど､論点は広範囲に渡りながらも自由な議論が繰り広げられた。これらの議論を踏まえた上で、

参加者から同時多発テロに関するエッセイを収集し、ディスカッションよりも、さらに一歩踏

み込んだ意見を集約することができた。

この議題の重要性は、多くの参加者がこのSTに真剣に取り組んでいたことからも見てとれ

る。しかし一方で悔やまれる点もある。それは、この議論を継続的に行いながら論点を絞り込

み、より深い議論に到達することができなかった点である。しかし、「この議論が、私の「9･11」

観に現実味を与えてくれた」というある日本側参加者の言葉が示すように、今回のテロリズム

STの活動を通じて、被害国であるアメリカ市民と第三国である日本国民との間に存在する意

識的な溝を、学生たちは多少なりとも埋めることができたであろう。

テロについて

各自の視点から議論する参加者たち
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秋山洋児

今年で二年目となる日米学生会議の本会議は、私にとって去年とは異なる特別な意味を持っ

ていた。それはこの会議のためにどれだけ貢献できるか、また私自身この会議から何を学ぶこ

とができるのかという点である。会議を終えてこのように｢感想文｣という形で私の会議参加に

対する意義を再度問い直す機会を得ることができた。私にとって日米学生会議とは何だったか、

また上で挙げた私自身に課した課題は達成できたのか、この中ではっきりさせることができた

らと思う。

まず、今年の日米学生会議も昨年と同じだけの出会いがあった。一つ一つの個性と触れ合う

ことによって私自身の大学生活やその後の将来について、何がしたいのか、またどうありたい

のか深く考え、また会議中に仲間と語り合うことでその方向性をある程度見出すことができた

と思う。そういう意味では日米学生会議は私にとって学生生活だけでなく、生きていく上での

一つの起点になったのではないだろうか。しかし、同じような経験、示唆を参加者である仲間

にも与えることができたのかというと、それには自分の世界があまりにも小さすぎて、自分の

持っているものがあまりにも浅すぎたように思う。

このことは会議に自分がどれだけ貢献できたかという問題になるが、会議中は実行委員とし

て分科会、STをコーディネートする役を務めていたものの、会議の根幹、即ち参加者間のコ

ミュニケーションの中で、自分の個性をどれだけ発揮して他の仲間に何かを与えることができ

たのか、そのためには、上でも述べたように私にしかないもの、即ち私の世界があまりにも小

さすぎたように感じた。それは知識の差だけではなく、個性の差ではないだろうか。日々を大

切に過ごしている人ほど、日々感じる想いは強く、それは他の個性に大きく影響を与えるもの

である。それは私が本会議の一ヵ月間常に感じ続けたことだ。どうすれば自分も彼らのように

日々をより豊かに生きることができるのか。

私が会議を終えて学んだのは、それは毎日何かを知りたい、感じたいという想いを大切に一

生懸命生きるということだ。今回の会議はそれを得ることができたきっかけに過ぎないが、今

後そのことを自分の生活にどれ程活かしていくことができるかということが、日米学生会議を

終えて自分のなすべきことであるように思う。

石さゆり

日米学生会議での体験は、いろいろな意味で「非日常」だというのは参加した者の多くが同

意することだと思うが、私にとってその「非日常」の意味は、私たちが日常的に回避している

（かもしれない）「深い」人間関係を通じて、日本側参加者、アメリカ側参加者の考えている

ことを垣間見ることができたことだと思う。

そのことの理由として考えられるものには二つある。一つは、やはり、24時間ずつと一緒

にいるという共同生活の効果。もう一つは、分科会、リフレクションミーティングなど議論す

る場が多くあり、そのテーマも無難なものに限られていなかったことだろう。（もちろん、参

加者が語ることへの熱意と真筆さを持っていたことも前提になっていただろうが｡）

24時間一緒。－人になる時間がないに等しいというのは、「逃げ場がない」ということでも

あり、ふとした瞬間にその人の考えが見えてしまう（あるいは、自分の性格を見せてしまう）
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ことではないだろうか。差別反対と言う人がふとした一言に差別感情をにじませてしまうよう

に。ふとした瞬間を見逃してしまうことだってあり得るだろう。

それよりも、私にとって印象的だったのは、議論における、日本側参加者、アメリカ側参加

者双方の思い、考え方のぶつかり合いや、交換だった。深く他人を知るためには「話さなきや」

という当たり前のことを確認することができた。私が所属していたのは通商政策分科会で、比

較的ニュートラルな議論をすることを予測していたが、その予測に反して、かなり熱い議論が

交わされることとなった。アメリカは、フェアな自由貿易をしているのか、自由貿易は正しい

のか、競争はいいことか、資本主義かエコロジーか。日本の戦争犯罪や被差別部落民の問題に

まで話は及んだ。それは、予期しなかった感情的対立かとも思う展開だったが、振り返ってみ

ると、とても有意義な議論だったと思う。ナショナリステイックな感情や、アメリカの政治経

済の背後にあるエートスのようなものをほんの少しではあるが、垣間見ることができたような

気がする。また、アメリカ側参加者とのコントラストから、日本側参加者特有の考えも感じる

ことができた。

日常生活では一緒にいても、深いところで自分が何を感じ、考えているのか、相手が何を感

じ、考えているのか、語り合うことができる人々は非常に限られている。親しくなればそうは

できても、そうでない人々とは「場」を設けられない限り難しい。私にとっての日米学生会議

はそういう「場」であったし、その意味で有意義であった。普段生活していると、私たちがイ

デオロギーを持っていることは意識しないし、深いところでは偏見を持っていたり、かなり強

い価値観を持っていることも見落としがちである。そうしたものを浮き立たせる議論をするこ

とができて、とても興味深い体験をすることができた。

伊藤志織

日米学生会議では貴重な体験が多くできた。一ヵ月間アメリカの学生と日米関係について話

し合えることなどもう二度となさそうだし、普段行けそうにない場所、個人的には会えないだ

ろう著名人のことを考えると本当に質の高い会議であったと思う。この会議の特色として最も

強調すべきはそこから得るものに対する制限が何もなかったことであろう。学生の会議である

からこその自由を享受し、自分の好む角度で全てをみることができた。だからこそ同じ体験の

中なのに、実にさまざまなものの見方で、参加者一人一人が違うものを得ることが可能だった

ように思う。

このような形で過ごした－カ月間は、自分を認識し、試す時であったと思う。他者との視点

の違いを比較する中で自分の視点を認識することが自然に行われ、討論ではその視点が試され

たからだ。他者の持つ「もう一つ視点」を常に意識する中で、自分の視点が磨かれたと感じて

いる。

日米学生会議後、日常に紛れると、あっという問に夏休みが終わっていた。しかし、日米学

生会議は終わらない。会議で得た経験をいかに消化し自分の人生に活かすかが再び試されてい

ると感じるからだ。日米学生会議は思い出として人生に影響しつづけるのだろう。ここで出会

った友達と確かな絆のもと、新しい生活が始まった現在の状況を大切にしていきたい。

日米学生会議という素晴らしい機会を支え与えてくださった方、共に参加した仲間、全ての
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方に感謝したい。本当にありがとう。

江川響子

私は幼少のみぎり、よく兄弟と殴る蹴るのけんかをした。他人とは物理的力の行使によって

分かり合うものだ、人は屈服させるものだ、と認識してといた。その時いかに兄弟を人物評価

していたかを私はよく思い出せないが、少なくとも兄弟を「兄はリアリストだ」とか「弟は真

面目」という人格評価をもってして認識していなかったことは確かだ。防御力、攻撃力、ウイ

ークポイントなどなどの得点化されたアピリテイを総合したそれぞれの値を持った存在とし

て彼らを認識していた。中学で友人に対してもそういった態度を取ってしまい、そこで痛い目

を何回も見てしまった、それらの経験から自分が傷つきたくないあまり自分を他人からいかに

ディフェンスするか、という観点のみから他人と接するようになった。十分な距離を取りつつ

他人の言葉や行動から他人を推し量り、彼ら一人一人の個人像を導き出し、それに対して自分

のある部分を出したり出さなかったりして円満に臨機応変に付き合うことのみを心がけた。自

分をさらけ出して人と付き合うということは多かれ少なかれ自分の要求を相手に突きつける

ことであり、安全のためにはそういったリスクを犯さず、事なかれ主義に徹することを第一に

考えるようになった。他人とのコミュニケーションは私にとってむしろない方がいいものだっ

た。

しかし、日米学生会議の参加者は物理的力を行使するわけでなく、私のエモーショナルな部

分にたいして言葉を仕掛けてくるわけでもなく、やすやすと私のバリアーを破り、自分を突き

つけて春合宿以来、常に私を揺り動かした。彼らは何か「力」を持っており、その力とは彼ら

の発する言葉の一つ一つを併せてつむぎだされるtexnleの模様の奇抜さ，美しさではなく、何

か物理的な力とほぼ等価にリアルに伝わって作用するものであり、人には人を動かす摩訶不思

議な力があるのだと発見した。

日米学生会議期間中、自分の大事にしていたものがいともやすやすと壊れていった。自分を

揺さぶられる経験は決して心地いいものではなかった。しかしそれと同時に、地盤が落ち着い

ているときには分からないが、自分にはどんな大地震が起こっても崩れない強い部分があると

いうことにも気づかされた。日米学生会議で得たものはたくさんあったが、一番大きかったの

はそれらの事実であった。皆のおかげで実行委員になった私は来年、自分が震源地になって第

54回以上の大激震を起こしてやろうと思っている。

大塚絵美

私にとっての本会議の－ヵ月は、今までにないほどさまざまな事に満ちており、そして信じ

られないほど時間が速く過ぎた。そもそも、大学生活最後の夏休みに何か心身共に打ちこめる

ことを見つけたい、大学生活最後だからこそ学生にしか出来ないことをしたい、そう考えて参

加した会議であった。五月から始まった事前活動から夏の本会議そして会議後に至るまでの間

には、多くの出会いがあり、多種多様の議論があり、価値観の衝突があり、人間関係面でもア

カデミックな面でも色々な経験があった。会議から得たものは各人それぞれであろうが、その

一つはこれが他者の存在を通して否応無しに自分自身と向き合う良い機会となったことでは
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ないだろうか。私自身にとっては学生最後ということが逆に仇となったと思うこと、アカデミ

ックな面を必ずしも徹底的に追求できなかったと感じること等は残念であるが、しかし、私が

今年日米学生会議のさまざまな活動をする中で経験したことは、いろいろな意味で今後の人生

に大きな影響を残すだろうと現在強く感じている。

大藪真紀

日米学生会議を振り返っての感想、これを書いていると本当にアメリカで過ごした約一カ月

間のあの日々は｢振り返る」対象､つまり過去のものとなってしまったのだという実感がする。

72人という大人数での集団生活、しかも半分はアメリカ人、公用語は英語、目まぐるしく変わ

る滞在地、当然のように英語で行われるパネルディスカッション等々、これまでに体験したこ

とのない生活に最初は戸惑い、辛いと感じることもしばしばで正直言って日本に帰りたいと思

ったことが幾度もあった。しかし会議を終えた今、月並みな言葉ではあるが本当に日米学生会

議に参加できてよかったと心から思う。素敵な夏だった。

私がこの会議でもっとも苦労したのはコミュニケーションである。語学力不足で自分の言い

たいことを伝えることができない、また相手の言うことを理解できないというのも苦しく、自

分の至らなさを嫌というほど感じたものだがそれと同じくらい、あるいはそれ以上に72人も

の集団の中にいかに溶け込み、多くの人と会話を楽しむことが出来るかというのは会議全体を

通じて自分の課題となり続けた。元来、付き合うのはごく限られた気の置けない友人中心、彼

らがいなければ一人でもいいという付き合いのスタンスを取っていた私にとってこれは大き

なチャレンジであった。積極的に自分から話しかけるのが時に辛く感じ、内にこもりそうにな

ることもしばしばであったが、今回日米学生会議に参加するに当たっての自分の目標の一つに、

出来るだけ多くの人に自分から話しかけるというのを掲げていたことが助けとなった。何より

も、日米学生会議の仲間は本当に心根の暖かい人が多く、優しい気遣いで私を受け入れてくれ

たことが大きな支えであった。

今では、本当にあの時くじけずにいろいろな人に話しかけてよかったと思う。日常ではあま

り話さないような人、とりわけアメリカ側の参加者たちとの会話によって自分にないものの見

方、考え方、ユーモアをたくさん交換し共有することが出来た。日本に帰って大学に戻ったと

き、それまであまり積極的に話しかけることのなかった先輩や事務の方、掃除の方との会話を

心から楽しんでいる自分に驚いている。まず、自分から話しかける。当たり前のことかもしれ

ないが、これが相手とコミュニケーションをはかる第一歩であると実感した。私がこの会議で

得た最大の収穫は、実は最も苦労したコミュニケーション能力の向上だったのかもしれない。

会議全体を通した反省の一つにアカデミックな分野での議論をさらに深めるべきというも

のがあった。もちろん現状に満足せず改善、改良を加えていくことは不可欠であるが、私たち

若い学生にとっての意義は、学会のように学問そのものを深めるというよりむしろ参加者個々

人が自分の抱える壁にぶつかりながらも、試行錯誤しつつ乗り越え、真に心を震わせることが

出来るような大きな感動をいかに多く得られるかどうかというところにあるのではないだろ

うかと個人的には思っている。さらに大きな感動を参加者間で共有できる第55回日米学生会

議であってほしいと心から願う。
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最後に、私はこの会議で出会った仲間全員に感謝したい。皆の支えが私のエネルギーだった。

ありがとう。

川良麗子

日米学生会議を、あの一月を振り返るというと、どうも苦いものが多すぎてひたすら繊悔の

ようになってしまいそうな気がしている。ただの独り言になってしまうかもしれない。それで

も、「前進」する、この姿勢を崩しさえしなければ、ここに言葉を残す意味もあるものと信じ

よう。

私にとって、日米学生会議との避遁は当初全く違和感に満ちたものであった。日米学生会議

に応募、そして参加することも、それぞれ最後の瞬間まで悩みぬいた末の決断だった。何を期

待されて受け入れられたのか、自分がここで何を得られるのか、どう貢献できるのか、自分の

いるべき場所はここなのか、ともかくそれを見極めるために参加するのだ、という後付けも甚

だしい地点からのスタート。今考えれば、あったのは、「何かあるはず」という漠とした期待

だけだったかもしれない。いわば空っぽでのぞんだ春合宿、そして本会議。登るべき山を目の

当たりにして嬉々としてはいたが、なぜ登るのか、登りきったところから何が見えるのか、と

いうあたりは依然混沌としていた。

本会議期間中、分科会のセッションを重ねても、日程をこなすことに手一杯で、遥として答

えをつかめないでいる自分に撫然とする瞬間が何度もあった。疑問は疑念に、日程終盤ではも

はや混迷ですらあったかもしれない。自分への問いかけは等しく日米学生会議へのそれでもあ

って、なぜ今日米学生会議なのかという議論を連日繰り返した。相互理解、それがゴールでい

い。そういうアメリカ側参加者の励ましともとれる言葉にも素直にうなずけなかった。本会議

の集大成としてのフォーラム、登りきったはずなのに私の視界はそれでも晴れていない。

ただ見えていたとすれば、それは私を叱曉して引っ張りあげてくれた仲間たちだ。それ以外

に何があっただろう。最後まで､私は困惑と焦りそして違和感をぬぐいきれないままだったが、

彼ら自身それぞれの形で同じものを抱えていたはずでありながら、共に見えないゴールを目指

し、会議終盤、なんとも苦く納得からはほど遠い、苛立ちにさえ似た思いも理解し共有してく

れた。あの一月はなんだったのか、私は未だに霧の中にあるが、彼らに支えられながら答えを

求め続けた日々は、それとして私の中に確かに刻まれた。

本会議は終わり、日米総勢72名は再びそれぞれの日常へと戻り、一堂に会する機会はもはや

ない。無理にきれいな結論に持っていくでなく、すばらしい会議だった、そう言って幕を引い

てしまうでなく、参加者それぞれが沈黙と共に持ち帰ったものがある。本会議終了から10日

あまり、－人になった私の中にあるものは、ただ得がたい仲間があることへの感謝、そして彼

らと過ごした一月を、彼らとこれから歩む進行形の未来の中で、必ずやその意味をあらしめて

みせる、そういう執念にも似た思いだけである。日米学生会議の本当の意義は、そういう沈黙

の中からこそ生まれてきてもいいはずだ、今はそう感じている。

喜多洋輔

日米学生会議は、OBである友人複数が薦めてくれていたこともあり、かねてから参加した
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いと思っていた。昨年の夏、日本開催の第53回に一参加者として参加することができた。

しかし、昨年は大学の再試を受けなければならないことになり、残念ながらハイライトたる

沖縄サイトには参加することができなかった。しかし、そのおかげか、皆の気遣いを実感する

ことも出来た。

会議の知的な満足度も高く、国籍に関係なく友情も深めることができた。最後、クロージン

グセレモニーでは、めったに感情を表には出さない自分が不覚にも泣いてしまった。

不完全燃焼の思いから、第54回のアメリカ開催の実行委員になった。第53回の日米双方の

実行委員の皆が自分にとってはとても大きく見え、自分もやりたいと思ったからだ。

この－年間、学業と実行委員としての仕事の両立に苦心を重ねつつ、自分なりにベストを尽

くしてきた。昨年とは違い、実行委員としてマネージメントする側にたち、また米国開催との

ことで、一概に昨年とは比較できない。しかし、この夏は私に得難い経験を与えてくれた。

もっとも印象に残っているのは、オハイオ州オーバリン大学のサイトで、分科会のカウンタ

ーパートである女性と、夜ジョギングをしたことである。いつもは口べたな私が、最も素直に

なれた瞬間であったと思う。慣れないジョギングで息を切らしながらも、自分を素直に出し、

彼女といろいろなことを語ることができた。この経験がこれほどまでに大きく自分の脳裏に焼

き付き、残るとは考えていなかった。ジョギングの後半、酔っぱらった心なきドライバーから

彼女が差別的言辞を浴びるということもあったが、それも含めて大きく印象に残っている。

多くの国際交流企画に参加してきたが、学生により企画運営がなされる日米学生会議の伝統

はとても誇るべきものだと思う。21世紀に続く伝統を築き、新しいものを創ることの一端を自

分が担えたか不安であるが、とても思い出深い夏であった。

みなさん、熱い夏をありがとう。

北松円香

第54回日米学生会議が終わりに近づいたころ、自分と他の参加者との関係を振り返り、自

分の限界と、他の人々の寛容を感じた。その時その時はベストを尽くしたつもりでも、実のと

ころ、自分の幼さを露呈していたに過ぎない私を、受け入れてくれた皆に対し、一方通行かも

しれないが、深い信頼を感じる。

会議中、日米学生会議の意義は何かということを、参加者の間で議論した。一体、日米学生

会議は何のためにあるのか、本会議前から自信が持てなくなっていた私が、－ヵ月の間に出し

た一つの答えは､上に書いたように､他者に対する信頼だった｡異なる背景を持った人たちを、

一カ月かけて信頼し、尊敬した経験は、今後私たちが他者を理解する出発点となるはずだ。

私が出したもう一つの答え、それは、現在の学生からの発信の場としての日米学生会議であ

る。時に重荷にさえ感じられ始めた、毎年積み重なっていく日米学生会議の伝統に、意味はあ

るのか。それは惰性から来る継続ではないのか。これらの批判的な、とても重要な問いに対し

ては、日米学生会議は、学生の問題意識を基に、毎年ゼロから始まる新しい企画であるといえ

るだろう。日米学生会議の意義は参加者の数だけあるのかもしれない。

だから、第55回をつくっていく人たちへ。第55回が第54回を超える必要はない。それよ

りも､新しい座標軸の上で､原点から、自分たちが信じられるものを築き上げていってほしい。
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まあ、これは、私の考えに過ぎないのだけれども。

以上、この感想が、第54回参加者以外の方々の目に触れることを承知しつつ、今は非常に

個人的な言葉しか書くことができない。私たちが成し遂げたことも、成し遂げられずに、将来

まで課題として抱えていくことも、すべて含め、強い印象を残す会議だった。自分が第54回

日米学生会議参加者であったこと、参加者と日米学生会議を支援してくださった方々に支えら

れたこと、会議でさまざまな問題意識に出会ったことを忘れたくない。

小林悦子

大集団生活の中での個々人の行動を見る機会など、高校以来なかったので、日米学生会議の

一ヵ月は、新鮮であり、「自分」がとても見やすかった。

単に寝食をともにするだけでは、必ずしも理解、対話などといったものは生まれない。それ

に雰囲気、タイミング、状況、自分の傾向、といったものが、コミュニケーションのあり方を

大きく左右する。しかし、これらの同じ制約があったとしても、他人と知り合おうとする意欲

や人へのアプローチの仕方、自分の表し方は本当に多様で、その多様なプロセスが展開してゆ

く様に－ヵ月間継続的に触れることができたのは、非常に興味深く、刺激的であった。そして

同時に、自分に足りないもの、自分が反省すべき点などを気づかせてくれた。日米学生会議中、

さまざまなコミュニケーション方法を通して私に接したり、さまざまなコミュニケーションを

私に見せてくれた人たちのおかげで、今後私が自分の行動を振り返る際の自分に対するチェッ

ク項目や、私の今後の行動や決断の選択肢が増えていくのではないかと思っている。

日米学生会議に集った理由は、人それぞれで、目的意識も違うかも知れない。ただ、各人が

持つ複数の目的意識のうち、何か－つ、他の人の目的意識と一致するもの、他の人と共有でき

るものがあれば、集団で何かしようという時、コミュニケーションも作業もずっとスムーズに

ゆき、深みが増す。しかし、この共有できるひとつの意識、を探すこと、あるいは一緒に作り

上げてゆくことは、非常に大変なことである。しかし、困難であるからこそ、単に多様性の存

在を認めるだけにとどまらず、その多様性の中から何を一つの考えや同意を生み出せた時、そ

の意義は計り知れないのだと思う。これは私が今後他者とともに働き、生活してゆく上で絶え

ず直面することになる挑戦であろう。

最後に、日米学生会議と私を結び付けてくれ会議を支えてくれた実行委員のみなさん、日米

学生会議を居心地のよいものにしてくれた参加者のみなさんに尊敬と感謝の気持ちを表した

い。

本当にありがとうございました、そしてこれからもよろしくお願いします。

佐藤陽一郎

日米学生会議という組織は、人生のステージであると言える。日米学生会議の活動は、三つ

の意味において、自分自身を伝え、自分を再認識し、自分を模索する場所なのである。

まず、第一点目の意味としては、自分の過去の人生を晒す舞台であるということ。日米学生

会議という組織には、実に多くの個性豊かな学生達が集まっている。日本人参加者の間でさえ

多様な価値観が混在しており、その中で信頼関係を醸成していくためには、自分がどんな人間
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であるか、いままでの20年余りの間に何をしてきたかということを伝えなくてはならない。

その表現は、会話の中ででもいいし、楽器を演奏するのでもいいし、何でも構わない。日米学

生会議という組織は、個人の価値観の表現方法や内容に関して、非常に大きいキャパシティー

を有している。従って、自分の過去を他人に伝えることが求められる一方、それが受け容れら

れやすい空間なのである。

第二点目の意味としては、現在の自分と社会とをつなぐステージであるということ。学生と

いうものは、所詮、「非社会人」である。即ち、自ら積極的に、自分と社会との接点の維持に

努めなければ、忽ち社会の中で没的存在になってしまう。日米学生会議の活動で印象的だった

のは、学生とは何か、学生として何ができるか、というような非常に抽象的な議論を皆が真剣

に語り合っていたことだ。学生という社会的身分の可能性と限界を吟味した上で、社会への発

信を目標に活動してきたことは、学生と社会との関係を深く考える契機となった。さらに、日

米学生会議のOB、OGの期待や、官庁や企業の方々からのさまざまな応援は、学生という身分

を奇貨として権利や自由を甘受してきた私に、それらと同じくらい重要である義務や責任とい

うものを学ばせた。日米学生会議は、学生である今の自分と社会との関係を見つめ直す一つの

局面であった。

第三点目としては、将来の人生を模索する場所であるということ。日米学生会議は、その活

動を通じて、過去の人生で培ってきた価値観を相対化し、さらに現在の自分を社会的存在とし

て意味付けた上で、「これから自分はどのように生きるべきか」という哲学的な問いを自問自

答する場所である。異文化で育った人間とお互いの夢について深く語り合えたことは、私個人

にとっては、その問いへの答えをより深いものにした。もちろん、－ヵ月という短い期間で、

その問いに対する明確な答えを出すのはほぼ不可能であるし、人によっては、将来への不安や

疑念を日本に持ち帰っただけの人もいるかもしれない。しかし、私に関する限り、日米学生会

議の活動は、日常的な忙しさにかまけてその問いから目を逸らしがちな自分に、その問いに対

して真正面から取り組む姿勢を学ばせてくれた。

日米学生会議という空間は、過去の人生を表現し、現在の自分を社会的に位置付け、未来の

自分を想像するステージである。日米学生会議の活動は、哲学的な問いに対するこれらの作業

が許される場であるし、そのような姿勢が求められているのである。

鹿谷幸史

私にとっての第54回日米学生会議を一言で集約すれば、テロ問題であったといえる。そし

て、それは成功と失敗が相半ばしたものであったように思われる。

「日米関係に興味がある」の共通点だけで集まり、考え方もバックグラウンドも育った環境

も、ましてや話す言葉さえも違う72人の学生が－ヵ月間共同生活をして意見の衝突が起きな

いはずがない。「日米関係に興味がある」といっても、「日米関係」の何に興味を持っているか

もさまざまであればなおさらである。

私個人としては、「テロ後初めて」「アメリカで開催される」と銘打ち、「現代の社会問題を

問い直す」事を目的とする第54回日米学生会議が問い直さなければいけない最大の社会問題

はテロリズムであったと思う。アメリカ史上初の本土攻撃。昂揚するナショナリズム。そして
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アメリカの報復攻撃。危機にさらされてアメリカという国の本質が剥き出しになった今ほど各

国の意見交換と相互理解が求められたことは、おそらく戦後なかったのではないかと思う。

テロ攻撃を受けてアメリカ国民は何を感じたのか？本当にアフガニスタンを攻撃すべきだ

と考えていたのか？ブラウン管の中の熱狂的なナショナリストたちは本当のアメリカの姿な

のか？テレビで繰り返し放映される映像を見て日本人は何を感じたのか？日本人はアメリカ

のアフガン攻撃をどう考えているのか？アメリカ人と共に崩れ落ちた瓦礫の前に立ち、グラン

ドゼロを肌で感じ、焼け焦げた匂いを前にして、それでも我々日本人は報復攻撃はだめだと言

い切れるのか？

おそらく、グランドゼロを目の当たりにしても被害者や現場に居合わせた人の想いの数パー

セントも汲み取れはしないだろう。しかし、グランドゼロを見ないままテロを語ることは、ヒ

ロシマを見ないまま原爆を語るようなものであり、説得力のあるものになるとは思えない。ア

メリカ側参加者と議論するにしても現場を見ないままでは、一方的な講話に終わってしまうよ

うに思われた。私は、どうしてもグランドゼロに行く必要があると思った。

しかし、第54回日米学生会議は、ニューヨークに行かなかった。私は抗議したが受け入れ

られなかった。期日直前での計画の変更はできない、安全が確保できない、グランドゼロに行

かなくても、アメリカ側参加者とテロへの思いを語り合えばよいというのである。

ワシントンで国防総省を見ればいいという意見や、テロ事件について話す必要はないという

意見もあった。しかし、われわれがテロ攻撃と聞いて思い出すのはなんであろうか。ほとんど

の日本人は国防総省ではなく、WTCへの飛行機突入を思い出すだろう。

この点に関し、私はいまだに納得できない。テロ後初めてのアメリカ開催の会議で、しかも

ワシントンまで行っていながら、現場を見ずに何を語ろうというのか。私には、全てに優先し

て話し合わねばならないのはテロ問題に関する両国民の思いであり、それを語るにはテロの現

場、それも最も衝撃的だったWTCに行き、それを見なければなにも始まらないように思えた。

それが出来なかった点で今回の会議には不満が残る。

しかし、この件に関する抗議でいろんな事を学んだ。抗議する側も反論する側もお互い相手

の事情や想いが良くわかっていない､そのことが､伝達方法のまずさから感情的な反発を呼び、

会議に大きな波紋を呼んでしまった。まさに、第一回会議参加者が憂いた日米関係の縮図であ

る。しかし、その後お互いのおかれた状況や考えを話す機会を持つことができ、結果的に信頼

関係を持つことができた。

－人落ち込んでいた私を午前5時のロビーで励ましてくれた友人。元来あまり人間関係とい

うものが得意ではなく、その状況にただ落ち込むだけの私に、どうすればいいか具体的な方策

を示してくれた友人。私の発言を援護してくれた友人。そして私の思いを理解し、気遣ってく

れたみんな。すごくうれしかった。自分のことを分かってもらえ、助けてもらえる嬉しさをこ

んなに感じたことはなかった。

私はこの会議を通じて人間関係の重要性とその構築の仕方を学んだ。まだうまくは実践でき

ないが、会議で得た新しい視点は私の中に根付いている。

参加者個人の成長、その意味では、少なくとも私にとっては大いに成功した会議であったと

言える。
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正直言って、日米学生会議への参加は私の今年の最大目標だった。しかし、本会議への出発

直前、ビザが下りず、今まで抱いた大望は実現されないまま夢のように止まった。非常に残念

なのは当然だが、こんな短い間に日米学生会議から得たものも少なくなかった。それは、学問

的なものと貴重な人間関係そのものなのである。学問上では、日米学生会議に出会った後、自

分の勉強している分野以外の文章を読み、考えるようになって、興味分野が広がった。人間関

係の方は私にとって本会議の思い出を作るコアの要素である。会議そのものに参加できなくて

も、日米学生会議から離れることができなかったのは、愛する友人、尊敬する友人、親しい友

人がいるからである。誇りを持って、自分を日米学生会議参加者ということができるのも優秀

な友人がいっぱいいるからである。

今年の夏は、私の学問上の計画には穴が空いてしまったけれど、この穴のおかげで次に行く

道をしっかり決心することができた。
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柴田綾沙美

アメリカから帰国して一週間ほどが経ったにもかかわらず、未だにあの一ヵ月をきちんと振

り返ることのできない自分がいる。それはあまりにも多くの未消化部分が残るからだろう。

「この会議の意義とは何なのか」「私たちのやってきたことは何だったのか」それらは常に私

たち実行委員に突きつけられていたといっても良い。私にとってあの一ヵ月は会議の意義を問

い直されると同時に、一年間自分自身が行ってきたことと自分自身の資質を問われ続けた期間

であった。私自身の考えている会議の意義と意味、それは私たちの掲げた理念に集約する。私

たちの理念とは「相互理解、力の獲得、そして前進」である。そしてこれこそが日米学生会議

の存在意義であると思う。昨年53回会議終了後からの活動の中で、第54回会議の意義が私た

ちに示されるのは、第54回会議活動期間中ではなく、もっと先のことであり、また、会議自

体が社会にどう貢献するかは、この会議での経験を将来参加者に活かしてもらうという道しか

ありえないと考えていた。

それはどういうことか。そもそも我々が一ヵ月で成し遂げられることは限られている。その

中で日米学生会議が何を参加者に提供できるかといえば、さまざまな苦しみや葛藤を乗り越え

た経験と、一ヵ月間苦楽を共にした仲間だろう。言語の壁や文化の違いを乗り越えて、同じ目

標に向かって走ること、お互いを認め、理解しようとすること。その中から生まれる種々の感

情をさらに乗り越えていく。そして､そこから巣立っていく。それこそが日米学生会議であり、
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それだからこそ、この会議の存続が選択されてきたのではないだろうか。その限られた期間の

中において、なぜ目標を掲げたかと問う人もいるだろう。なぜかといえば、その目標が達成さ

れなかったとしても、そのプロセスのうちに、私たちの求めているものがあると思ったからで

ある。

悔いの残るところは、多々ある。私たちの持っていた理念がうまく参加者に伝わったかどう

か、この会議が参加者にとってどのようなものだったのか不安もある。しかし、それらは報告

会を終えた後に、個々の参加者が日米学生会議での経験を消化しながら、一歩一歩進んでいく

のを見て、自分自身で評価するしかない。そして自分自身の中でも、そんな彼らに恥じないよ

うに前進していかねばならないのだ。あの一ヵ月で問われ続けた問い。それらが真に力を持っ

てくるのは、むしろ会議活動終了後なのかもしれない。

最後に、この第54回日米学生会議にご協力いただいた方々に心より御礼申し上げます。多

くの方々に支えられての、夏の会議一カ月間でした。本当にありがとうございました。

高沢健史

選考を終えて、この日米学生会議に参加することが決まった時、この会議を通して何か新し

いものを見つけることができるのではないかと大きな目標を抱いていた。事前準備なども含め

てあれから約五ヵ月。本会議の一ヵ月はもちろん、あっという間の半年であった。その目標が

すべて現実になったと言ったら嘘である。むしろ、どちらかというと不完全燃焼で終わってし

まったという気持ちが大きかった。完全燃焼という達成感は、困難に全力で立ち向かった時、

または困難を克服した時に初めて得ることのできるものである。しかし、私は目標を達成する

ためのさまざまなチャンスをすべて生かせたかというとそうではない。

会議中にはいくつもの壁があった。特に英語の苦手な私にとって、ディスカッションにおい

てのコミュニケーションは一つの壁であった。相手の言いたいことが理解できない、それが分

かっていても自分の意見をうまく伝えることができない。たとえ、話すのが遅くとも皆は最後

までじっと聞いてくれるし、言っていることが多少分からなくとも通訳をしてくれる参加者が

いる。英語が話せないことが問題ではないと頭では分かっていながらも、なかなか行動にうつ

せない自分がそこにはいた。また、日本側参加者とアメリカ側参加者の会議における目標設定

の違いも一つの壁であった。日本側参加者は事前に何度かミーティングを行う機会があり、分

科会におけるある程度の同じ目標を持っていった。一方、アメリカ側参加者はネット上でのや

りとりしかできなく、分科会で問題意識を共有するのにとどまるのか、それとも自分たちなり

の解決法を探るのか、などというどこまで議論を深めるかというところで意識の違いがあった。

このような壁がすべて解決できたとは思わない。しかし、この会議を通して、この失敗を通し

て、多くのことを学んだ。今後の私の人生において、この失敗を経験したことはとてもプラス

に働くと思う。

会議前、今回の会議のテーマである「相互理解、力の獲得、そして前進」というこの文を聞

いても、どこかピンとこなくて、ああ、そうなのかという気持ちが心のどこかにあった。会議

を終えて、今もう一度今回の会議の「相互理解、力の獲得、そして前進」という理念を考えた

時、会議前より親近感を感じるものになったし、少しこの理念を実践できたのではないかと思
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う。相互理解だけをとっても非常に難しいもので、日本とアメリカ、それぞれの国という範嶬

でまとめてしまえば簡単であるが、アメリカの中でもさまざまな価値観や文化があり、日本の

なかでもさまざまな価値観や文化がある。一カ月という長いようで短い期間で互いの全てを理

解することは不可能である。しかし、そのなかでも相手に興味を持ち、そして理解しようとし

たこの一カ月で、アメリカの多くの部分を知ることができた。それによって、たくさんの友情

も生まれた。今回の理念である「相互理解、力の獲得、そして前進」は私にとって日米学生会

議だけで終わるものではなく、これから社会に出て人生を歩むうえでの理念となるものであり、

一生を通して探っていくテーマである。最後に、この日米学生会議を通して皆に出会えたこと

を本当に感謝します。ありがとう。

高橋泰美

日米学生会議に参加したことは私にとって大変意義のあることだった。私には得たものが三

点ある。

第一に、自分の欠点を受け止めることができた。 大学生にもなると自分の欠点や弱い部分

には蓋をして、見ないようにしてしまいがちだ。大学に入ると受験を乗り越えた自信や誇りを

もつようになり、それを維持したいがために、自分の弱い部分に気づいていながら正面から見

つめようとしなくなってしまいがちである。私もその一人だった。しかし、会議に参加してい

る間、英語を始めとして自分のできないことばかりで、自分の弱い部分を直視せざるをえない

状況だった。会議中に発見できた自分の弱い部分は自分を成長させる上でよい材料となった。

第二に、日本に帰ってから、またこれからの生活の活力となった｡会議中に自分の弱い部分、

欠点を知ることができたので、日本に帰ってからはその弱点、欠点を改善できるように努力し

ようという向上心が生まれた。

第三に、刺激しあえる友達に会えた。日米学生会議の参加者と約一カ月間一緒に生活する中

でいろんな人とさまざまな話をすることができ、参加者一人一人と深い人間関係を作ることが

できた。個人個人がそれぞれの視点をもっているので、話をすることで物事を見る視点が広げ

ることもできた。興味の違いや視点の違いを認識し尊重しあう関係が自然に築かれ、人の話を

聞くだけでなく自分の考えも話す機会にも恵まれた。日米学生会議は自分自身を成長させるよ

い機会となった。

日米学生会議終了後は一人一人が違った道に進んでいくが、これからもここで出会ったこと

を大切にして、お互いに刺激しあえる関係を保って行けたらいいと思う。

筑紫正宏

まず、日米学生会議の参加者として、自分を選んでくれた54回会議の日本側実行委員にお

礼を述べたい。そして、日米学生会議の一カ月間、自分を仲間として迎え、すばらしい時間を

過ごさせてくれたすべての参加者に、そして、日米学生会議に協力してくれた全ての人に感謝

の言葉を述べたいと思う。この一ヵ月の体験は自分にとって決して欠くことのできない部分と

なっていくであろう。その記憶は永遠に色あせることがないと思う。

自分がこの日米学生会議に期待していたのは、自分の日頃の問題意識への答えである。なぜ
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アメリカはクローン研究に賛成するのか？なぜ経済的な利益があれば研究を続けていいのだ

ろうか？なぜアメリカの人々はそれを支持するのだろうか？本当にアメリカ人がクローン研

究を支持しているのだろうか？アメリカ人とはそもそも誰か？アメリカ人という集団は本当

に存在するのだろうか？なぜ？どうして？世間でよく言われる、通り一遍の理由では、本当に

納得することはできない。そんな想いを抱えながら、アメリカの地に足を踏み入れたように思

う。

答えは見つけられなかった。語学力のせいだけではない。そもそも答えがあるかどうかもわ

からない。

しかし、この一ヵ月は終わりではなく、始まりに過ぎない。答えはこれからゆっくり探せば

いいのだと思う。自分には十分な時間があり、学ぶべき幾多の学問があり、そして、優しい仲

間たちがいる。その最初の一歩として、日米学生会議という機会を得ることができたことは本

当に幸せなことだ。

今、自分は日米学生会議と別れをつげ、新しい道を歩みはじめる。再びこの日米学生会議の

人々と出会う時までに、自分の問題意識を何かの形にしてみたいと思う。論文かもしれないし、

企画かもしれないし、文章かもしれないし、形はわからない。ただ、それこそが自分を育てて

くれた日米学生会議に対しての自分なりの答えだと思うのだ。

千代明弘

2002年7月27日午後5時、成田空港。

出発ゲートの前にできた長い行列を前に私は考えていた。必死に考えていた。

今まで何をし終え、これから何をし始めるのかと。

とりあえず、ジーンズの左ポケットに手を入れ、携帯電話を取り出した。

番号を押し、親しい友人に電話をかけた。

「今までやるだけやってきた。だから、これからもやるだけやってみる」と。

電話を切った私は、大きく息を吸い込み出発ゲートへと足を進めた。

それから26日経った2002年8月21日午前10時、サンフランシスコ国際空港。

出発ゲート前には米国滞在を終えて帰国する人たちが集い、思い出話に花を咲かせていた。

この一カ月弱、苦楽を共にしてきた第54回日米学生会議参加者たちの顔には、

帰国を前にした安堵と、疲労と、若干の未練が浮かんでいる。

雑踏の中、出発ロビーの椅子に深く腰掛けた私は、空港特有の大きな窓を眺めていた。

窓を通して見えるのは、空港職員達のあわただしい仕事風景、巨大な航空機、

そしてサンフランシスコの青い空と赤茶けた山。

ふと気が付き、チノパンの右ポケットに手を入れると、そこには一枚のレシートがあった。

くしゃくしゃになったそれを丹念に開き、目を凝らす。

どうやらサンフランシスコで買い物をした時のレシートのようだ。

"Thankyoufbryourcoming!Seeya!"

レシートの一番下にはそう書いてあった。なんだか、無性に嬉しくなった。
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私は、再びアメリカを訪れることになるだろう。

「そういう予感がする」と言った方が正しいのかもしれない。

それが実現するまでは、素晴らしい72人の仲間達と過ごしたこの夏の記憶を、

遠い日本の地で何度も何度も思い返すことになるだろう。

2002年の夏を、私は生涯忘れない。

顔を上げ、窓を見る。素晴らしい天気。小さなちぎれ雲が澄み切った青空を漂う。

搭乗開始のアナウンスが入り、ロビーに少しだけ緊張感が走る。

搭乗のチェックを終え、出発ゲートをくぐった私は、もう一度後ろを振り返った。

そして、誰もいないロビーに向かって小さくつぶやいた。

「またね｣、と。

私に勇気を与えてくれたレシートは空港のロビーに置いてきた。

いつか戻ってくるその日に、祈りを込めて。

出浦直子

実行委員である私は、この一年間、過去に経験したことのない、ある種の使命感に燃えて活

動してきた。去年初めて会議に参加したときは、当時の実行委員たちが提供してくれたプログ

ラムを一生懸命こなし、そこから何か得ようと必死にもがいている自分がいた。しかし、今年

は自分が参加者に提供する立場に立ち、夏の貴重な一カ月間を日米学生会議のために費やす参

加者たちをどうすれば満足させられるか、どうすれば彼らの期待に応えてあげられるか、常に

考え行動してきた。

結果的に一部の参加者にとっては不満が残る会議となってしまったのは非常に残念なこと

であり、反省すべき点でもある。会議が十分にアカデミックでないこと、社会発信が十分にで

きていないことなど、特に最終サイトでは参加者の不満があらわになった。それは私を含めた

実行委員の力不足が原因だったのかもしれない。

しかし、日米学生会議の経験は、その活動それ自体で終わるものではない。そこで体験し、

感じ、得たものは、何年、何十年後の自分に還元されるものである。第54回日米学生会議の

理念である「相互理解、『力』の獲得、そして前進」は、少なくとも個人のレベルで実現され

たのだと信じている。

最後に、第54回日米学生会議を可能にしてくださった方々、そして会議を共に作り上げた

実行委員ならびに参加者に心から感謝したい。

中川由紀

「実行委員を体験しなければ、本当の意味で日米学生会議を体験したことにはならない」と

はよく言ったものである。第54回会議に実行委員として企画・運営に携わったこの1年は、

昨年の会議にがむしゃらに取り組んだ体験とはまるで違うものであった。するべきこと、しな

ければならないことを緊張感の中で常に考え続け、どうやって人をつなぐか、どうやって実現

させるかということと格闘していたように思う。時には、楽しむことも忘れ、責任とプレッシ
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ヤーに押しつぶされそうだった。数え切れないほど逃げ出したいと思った。しかし、湧き出す

充実感と自分のできることはすべてやったのだ、という達成感と共に本会議を終えることがで

きたのは、言うまでもなく同じ目的に向かって会議を共創しようと志す仲間、支えてくれる

人々がいたからである。日本で一年間協力しあってきた実行委員はもちろんのこと、一年ぶり

に再会したアメリカ側実行委員とも同じ苦しみと喜びを共有しながら会議を運営したきたこ

の経験は、これからの私の基礎と原動力になるであろう。

日米学生会議の活動を自己完結させるのでなく、より社会に還元していこうという第54回

会議の目標はその言葉通りの意味では達成されなかったように思う。参加者がそれぞれ持ち帰

ったのは、個人レベルでの相互理解であり、エンパワーメン卜であり、前進である。よって私

たちの活動が直接的に社会に訴えかける力を持ったかどうかについては疑問に思わざるを得

ない。このことは実行委員側の力不足であったかもしれない。しかし、同時に思うのは、日米

学生会議とは一夏の体験に終始するものではないということである。会議でのさまざまな出会

いや経験を通して自らの無力さ、非力さを痛感し、それぞれの日常に持ち帰り、それを乗り越

えたときにこそ、社会の一員としての自分が試されるのかもしれない。私個人に関して述べる

のであれば、今回日米の代表団をつなごうとしてきたこの思いを、社会人としても日米の橋渡

しとして発展させられればと思っている。そして同じような熱を胸に励んできた私たちの活動

が、今後の日米学生会議の力の土台となることを願う。

この一年間の活動は、まさしく自分のキャパシティーを伸ばす絶好の機会であった。このよ

うなチャンスを私に与えてくれた全ての人、もろい私の隣に常にいてくれた人に心から感謝し

たい。

西納由紀

本会議を終えて、今私が最も貴重に、そして大切に思うのは、会議を通して大勢の人々と出

会えたことである。一人一人、それまではお互いの顔も名前も知らずに歩んできた72人の歩

みが、この時点において、この学生会議という機会を通して交差したことに不思議と感慨を覚

える。日常おかれている環境が異なり、異なったアクセントで英語を話し、異なった価値観と

考え方を有している、そんな仲間が、学生という唯一の共通項によって、夏の一ヵ月を共に過

ごすために集まったのだ。

学生だからできること、学生にしかできないこと。それは何か。日米学生会議に応募した当

初からしばしば考えながら、未だ明確な答えは出せていない問いかけである。ただ、その「学

生だからできること」に潜在的な可能性を見いだし、大きく期待する思いは本会議を終えて一

層強くなった。また来年の実行委員としての役割を与えられたことによって､その問いかけは、

次回の学生会議へ、新たな挑戦へと身を乗り出すためのエネルギーを与えてくれた。

日米学生会議で過ごした夏は、単なる楽しい思い出には終わらない。会議を通して出会った

人々の中に見たさまざまな輝き、特に、何か伝えたいこと、成し遂げたいことを心に持つ人と

分かち合った熱意と取り組みの姿勢は、今後の私自身の歩みの中において常に生きた力の源泉

の一つとなると思う。
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乗竹亮治

8月2日夜。2002年。ワシントンD.C.

僕は数人の仲間と夜のしじまのなか、リンカーンメモリアルに佇んでいた。

アブラハム。リンカーンの巨大な石像が見つめるその先には、整然とした広がりを見せるワ

シントン，.C.の夜景が、僅々と照らし出されている。

この静かに鎮座するリンカーンを前に、幾人もの指導者らが演説し、幾万人もの人々が集い

聞き入った。

公民権運動の指導者、キング牧師もその一人だった。

「私には夢があるのです("Ihaveadream")」そう切り出したキング牧師の演説は、ここに

集った幾万人もの人の心を揺さぶるのにあまりあるものだった。

数十年前、この場所にキングは立ち、熱気を帯びた人々に語りかけたのだ。ここなのだ。こ

の場所に人々は集ったのだ。

当時のことに想いを馳せ､身震いするような感動を体の芯に覚えた｡夜の闇に包まれながら、

感動のあまりしばらく呆然と立ち尽くしていた。

あの感動はどこから来たのだろうか。歴史的な場所を訪れたことは幾度もある。しかし、リ

ンカーンメモリアルで覚えたあの感動は一体なんだったのだろう。

僕の中の何がそんなに共鳴したのだろうか、としばらく考えていた。そして、はたと思い当

たった。

僕の中の何かが共鳴したのではない。あの場所に僕は、共鳴し合える仲間達と立っていたの

だ。そのことがあの感動を呼んだのだった。

第53回日米学生会議実行委員の一人が、第53回報告書に寄せた感想文の終わりに、高村光

太郎の詩『火星が出てゐる』を引用し、以下のように結んでいる。彼の文章を読み、強く惹か

れ、54回では、どんな友情の結晶を生み出せるのだろうか、と会議参加を前に思いをめぐらせ

ていた。

「要するにどうすればいいか、といふ問は、／折角たどった思索の道を初にかへす。／

要するにどうでもいいのか。／否、否、無限大に否。／待つがいい、さうして第一の力を以っ

て、／そんな問に急ぐお前の弱さを滅ぼすがいい。／予約された結果を思ふのは卑しい。／正

しい原因に生きる事、／それのみが浄い°／お前のこころを更にゆすぶり返す為には、／もう

一度頭を高くあげて、／この寝静まった暗い駒込台の真上に光る／あの大きな、まっかな星を

みるがいい。／真っ赤な星を見上げているのは僕一人ではないはずだ｡」

8月2日夜。2002年。

真っ赤な星を見上げていたのは僕一人ではなかった。

服部高明

私は、2002年の7月27日から8月22日まで第54回日米学生会議に参加した。日本側参加

者35名、アメリカ側参加者36名の総計71名で、ワシントンD.C.,オハイオ州のオーバリン、

バークレイ、サンディエゴと巡りながら、現代の社会問題について議論を重ねた。

正直、私は日米学生会議に本当に参加するかどうか、アメリカに行く直前まで迷い続けてい
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た。もともと一ヵ月しかない夏休みに、そのまま一ヵ月を必要とすること。さらに休み明けに

重要なテストがあるので、アメリカでも相当勉強をしなければならないこと。また、一度大学

院を出ている自分の経歴からして、学生達と専門外の議論に一ヵ月を使うことが有益であるか

迷ったこと。医学生としてそろそろ本業に専念すべきではないだろうか？などなど、いろいろ

な迷いが去来した。しかし、やはり行くことに決めたのは、行ったことのないアメリカにおい

ての開催であり、英語の勉強にもなるし、他分野のことを学ぶ機会になるからというものであ

った。

今回、私はアメリカに初めて行ったので、何もかもが新鮮だった。まず空港に降り立って、

歩いている人たちの圧倒的な肥満度にまず驚いた。医学生として当然、「これは遺伝体質なの

か、生活習慣なのか、そのお互いの寄与度は？」と考えてしまった。アメリカで見た最もショ

ッキングな場面の一つであった。私達もアメリカの大学のカフェテリアで食事したが、好きな

だけ食事を注文できるバイキング方式だった。これではいくらでも食べられるし、同じ値段な

らもっと食べようと思ってしまい、肥満を促進してしまう。環境問題の一つに食糧問題も含ま

れるはずだが、まさに飽食を体現するアメリカの現状を見て､食料分配について改めて考えた。

アメリカでは英語にかなり苦労した。特に聞くことの難しさを痛感した。日本語なら議論し

つつ、わずかな言葉の誤謬へも反応することができるが、英語ではとてもそれは難しかった。

改めて、英語というのは"potential"なのだと痛感した。日本に住んでいる限り、英語はほと

んど本質的には必要ない。しかし、一度海外に出て、議論する状況に入ったとき、いかに多く

のものを汲み取り、力強く切り返せるか､その能力は深く英語に依存していることを痛感した。

自分の日本で持っている能力に、英語力(0～l)が係数として掛けられて、最終的な海外での

能力となる。英語力が低ければ、当然ながら能力を十分に発揮することができない。そうした

"potential"としての英語が、問われる場面がいくつもあったように思う。人に出会って、で

きるなら多くの人と多くのものを共有したいと願っている自分にとってこの再認識は強い印

象を残した。

私は環境問題の分科会に所属したが、八人の参加者とともに四つのフィールドトリップを行

い、自分達が書いてきた論文に基づいて議論をした。環境問題は、現実的かつ具体的な問題で

あり、多方面からのアプローチを必要としている。専門分野と興味の違う参加者が、それぞれ

の視点を互いに提示して行う議論はなかなかに興味深かった。二酸化炭素の排出削減について、

アメリカの学生達も、アメリカは京都議定書に参加すべきだと主張していた。特に9月11日

のテロをめぐる国際的な協力を受けて、アメリカも環境問題をめぐる国際的協調が強く求めら

れていくはずだとの指摘は興味深かった。しかしながら、ブッシュは2002年8月末のヨハネ

スブルグでの環境開発サミットに参加していない。その他、環境に配慮した都市計画、代替エ

ネルギー源の導入などを用いることで、積極的に環境問題に取り組んでいく可能性について議

論をした。私は自分の修士課程での研究を生かして、環境ホルモンについて発表をした。アメ

リカ側参加者にも分かりやすかったと言ってもらえ、いろいろな論点も共有できて良い機会と

なった。環境問題を議論することで、いろいろな分野の方法論や視点を知りたいという自分の

当初の動機は満たされたように思っている。

公式行事以外でも、日本の学生やアメリカの学生とパーティー、タレントショー、夜の飲み
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会、宿舎のラウンジなどを通して交流できたのも楽しかった。タレントショーでは、自分が七
年続けてきた柔道を見せた。筑紫君を相手に手加減せずに投げて立ち技を披露したので、柔道
の激しい投げ込みに見慣れないアメリカ側参加者達はびっくりしてしまったようだった。その
他、みんなとアルコールを飲んだりして、踊ったり、遅くまで騒いでいたのも楽しい思い出と
なっている。また今回は、国際関係、政治学、ビジネス、法律など、自分が今まで知らなかっ
た分野について、熱っぽく語る人たちに出会えたことも貴重な機会となった。その時ごとに私
なりにいろいろと質問をさせてもらって興味を分けてもらえたことを幸いに思っている。また
アメリカについてもいろいろと学ぶ機会ともなった。日本に戻った今、以前よりずっと新聞記
事やニュースに親近感を持てるようになった。

その他､多く観光やフィールドトリップにも行った。ワシントンD.Cでは､ホワイトハウス、
議会、スミソニアン博物館などを見学した。また環境保護省、エネルギー部門なども訪ねて、
直接、アメリカの環境問題とその指針について話を聞いた。また駐米日本大使館においては、
加藤良三大使も列席するなかレセプションを催していただけた。第二のサイトとなったオハイ
オ州のオーバリン大学では、米国で初めてアフリカンアメリカンに門戸を開いた歴史を聞いた
り、環境技術の研究所を訪ねたりした。近くのケースウェスタンレジスター大学では、自分の
身近な知見に関するノーベル賞受賞者の多さに驚いた。第三のサイトであるバークレーに滞在
した時は、UCバークレーに滞在し、ベイエリアエコノミックスという民間団体による環境的
な都市計画の試みについて伺った。またサンフランシスコにも行き、ゴールデンゲートブリッ
ジを自転車で渡ったり、市街を歩いて坂の街を実感した。第四サイトであるサンデイエゴでは
最終的な分科会ごとのまとめを発表するフォーラムを催した。また、メキシコ系移民の方の家
でホームステイをさせて頂く機会もあり、スペインとアメリカとに翻弄された歴史を垣間見る
思いがした。そして8月22日には私たちは成田空港に無事到着した。

こうして私たちの第54回日米学生会議は終わった。アメリカに行く前は参加することを迷
っていたが、帰国してみると予想以上に実りは多かったように思っている。－カ月の集団生活
の中で人間関係についていくつか学ぶ機会を得たし、自分の知らなかった社会的な知見や興味
を分けてもらうことができたと思っている。今回得た問題意識をこの先の日常生活の中でも活
かしていくことで、最終的な私の日米学生会議の実りへと結び付けてゆきたいものである。来
年度、私はアメリカや別の海外の病院で医学の臨床研修をしたいと希望しているが、そこまで
の自分の道のりを今回改めて確認することができたように思う。今、新たな目標を設定して、
新たな努力を始めたところである。良き機会と貴重な出会いを与えてくれた日米学生会議に深
く感謝している。

福田潤一

私は普段は過去を振り返らない。何故ならば未来に起こることは既に起こってしまった事象
に比べて格段の重要性を持つからだ。過去を振り返ることは主に後悔の源泉となり、あまり建

設的でない場合が多い。しかし日米学生会議の場合は特別というべきだろう。本会議中に感じ
た多くのことは、そのまま次の問題意識となって未来に投射出来そうである。集団行動そのも
の、分科会、出会いの三つから振り返ってみよう。
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集団行動については多くの新しい視点を得た。まず、多人数で普通にディスカッションをし

ても決まらない時は決まらないのだということ。ワシントンD.CにおけるNYへ行くかどうか

の議論を通してこのような時は主に二つの解決法があるのでないかという着想を得た。A.強

力なリーダーによる議論の纏め上げ､Bグループを分割しての効率的な議論、の二点である。

結局リーダーがいなければ議論は拡散してしまい収散せず、それも小さいグループ（最大4～6

人？）で無ければ全員の納得を十分に引き出せない。議論の整理に関するこの教訓は日米学生

会議のみならず、今後の私の活動全般に対する教訓となった。

分科会については多くの反省が残っているが、そこから教訓を学び取るとすれば以下の点だ

ろう。まず、分科会においても集団行動の問題が生じるということ。お互いの関心が大きく異

なる状況において、全員の関心を纏め上げるリーダーが不在であれば議論は収散しない。問題

は誰がそのリーダーを務めるかである。この点に関し、私のイニシアチブが足りなかったかと

少々後悔している。次に、英語である。米国人の議論に当意即妙に答えるには私の会話力はい

まだ未熟だという実感を抱いている。この点は来年にかけて解決を図らねばなるまい。最後に

コミュニケーションの不足である。学術的対話を行うにも親密な個人的関係が不可欠であるが、

それが十分図られていなかった。運もあるが、次回このような局面でどうすべきかの貴重な教

訓となった。

出会いは未来に最も関連を持つ要素の一つである。日米学生会議に参加して良かったと思う

のは、多くの素晴らしい友人を作ることが出来たと思うからである。人間のアイデンティティ

は他者との接触を通じて形成される。日米学生会議の人々は、福田潤一という一個の存在を映

し出す鏡として理想的な人々であった。かつても多くの人々との交流を通じて人格の形成に努

めてきたが、日米学生会議の人々はA人間としての奥深さ、B・コミュニケーション能力、の

二点において最高レベルの人たちであった。打てば響くような人たちの中で－ヵ月を過ごせた

のは真に幸運であり、その中で以前は考えなかった自分の新たな可能性についても気づいた気

がする。未来へ繋がる人々との出会いが日米学生会議の最高の価値である。

ポスト本会議を生きる私にとって、日米学生会議を振り返ることの意義とは何か。それは、

過去との対話を通して新たな可能性を自分に与えていくことである。「問い直す」という会議

のテーマは、この観点から言っても会議に相応しいテーマであった。

藤田葵

「日本の『国益』のみならず、日本が関係を結ぶ国の『国益』にかなう外交を創る」という

私の一大目的を達成するための課題が日米学生会議に参加するにあたり、二つあった。第一点

は、教養(知識、外部からのインプットにとどまらず、それを自分の中で消化したうえで、人に

伝える力)の獲得。第二点は、!'LittlehaschangedmtherelationbetweenU.S.andJapan,dmngthese
150/ars."(WalterLaFeber,:O･""')の言葉の信懸性を日米関係史の視点に基づき確かめるとい

うことである。

一月は、このような大それた課題を達成するには短すぎるのは分かっていながら、敢えて自

分に課した課題であった。この目的にいかに近づくことができたかを振り返ったうえで、今後

の課題を確認したい。
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まず第一点について。反省すべきは、さまざまな分野において、事前準備が足りなかったこ

とである。英語運用能力の向上努力、分科会の議論、本会議中の講演会やパネルディスカッシ

ョンで取り上げられるであろうテーマなど、準備不足であったため、英語そのものについてゆ

くことも、内容消化もできなかった議論もある。しかし、何とか議論や講演にコミットしよう

と努力した結果、一部の議論は初耳であったが、先入観を持たずに参加でき、既存の自分の知

識で対応できる議論は、それを英語でぶつけ合うことがよい訓練となった。自分の考えを人に

伝えるという作業は、ことにその手段が外国語となった時、nativetongueを使うのに比べて倍

以上の難しさを伴うが、今回、時に十分に伝えられない悔しさを、時に相手に分かってもらえ

た喜びを感じられたことは、自分の自信につながるとともに、自分を伝えるということにおい

て常に「他者」を意識し謙虚であらねばならないと、自分を見直すチャンスにもなった。

第二点は私にとって生涯のテーマと言ってもよいが、達成の一歩となればと思って課した。

会議中は毎日の日程をこなすだけで精一杯で、自分の個別的テーマに立ち戻る余裕がなかった。

それを反省しつつ､今回達成できなかったこの目的については､来年2003年、「ペリー来航150

周年」を迎える日本で、自分なりの中間的結論を出せればと思っている。今後の日米関係を考

えるうえで、常に反省材料として慎重に省みられるべき150年にわたる両国関係を「ほとんど

変わっていない」と言ってのけたLaFeberの言葉の衝撃を忘れずに、この課題に向き合ってい
きたい。

本会議が終わり、当初の課題の位置付けを確認した今、私の－大目的が少々変わった。「日

本の"NatiOnalWell-being''のみならず、日本が関係を結ぶ国の''Well-being''を目指す外交を創る」

「国益」も"NationalWell-beingi!も自分なりの定義ができていないのだが、後者の方が私には受

け止めやすい。目的が定まり、では次にそれを達成するための課題を自分に課さねばなるまい。

「ペリー来航150周年」を迎える日本で、LaFeberの言葉を確かめ、次なる課題はしかし、未

だ具体的な形は遠く霞んでいる。

古川敏明

日米学生会議の醍醐味は、日米の学生が集う夏の本会議にあるといえる。しかし､僕自身は、

参加者の選考というプロセスで、それに勝るとも劣らない強いインパクトを受けた。選考に携

われただけで、一年間実行委員としての活動をしてきて本当に良かったと思えるほどである。

第54回会議には、例年にも増して多くの応募があり、実行委員会としてはうれしい悲鳴をあ

げていたが､応募用紙を読み､応募者の水準が高いこと、さらに、多くの人が参加に対して並々

ならぬ思いを持っていることが分かってくると、非常な緊張感に襲われることとなった。その

後の応募者との面接では、さまざまな個性を持った人たちが、思いの丈をぶつけてきた。その

ことに、圧倒され、心底感動し、それと同時に、何としても彼、彼女らに密度の濃い時間を提
供しなければならないと思った。

参加者決定後は、事前活動から本会議に渡るまで、やはり数多くの問題が生じることになっ

た。そうした問題の中でも、参加者の－人が本会議中に的確に指摘したように、プログラム全

体の運営､特に､分科会の運営において､ｺｰﾃｲﾈｰﾀである実行委員がどこまでイニシア
チブを取るべきかということが大きな問題になっていた。物事を効率よく進めるということは
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もちろん大切なことなのだが、参加者一人一人の意見をじっくり聞きたいというのが実行委員

に共通のスタンスだった。しかし、そうした態度が、専門的知識の不足や段取り上の不手際に

対する言い訳として使われていた可能性は否定できない。分科会コーディネートの経験を通じ、

自分の学びだけでなく、集団の学びをデザインすることの困難を痛感することとなった。

本会議中は、英文エッセイやそれに付随する議論、さらにその他の活動を通じ、参加者の一

人一人が独自の「憧れ」を持っていることに気付くことができた。つまり、それぞれが、自ら

の学びに対し大変な情熱を持っているということである。僕はそうした情熱に惹き付けられ、

参加者一人一人から大変な刺激を受けた。こうしたことは、僕だけでなく、多くの人が感じて

いることに違いないが、参加者間には、まさに「憧れに憧れる」という図式が成立していたと

言える。実行委員会が目指していたのはまさにこうした場の創造であり、至らないところも

多々あったが、参加者個々人が持つ独特のスタイルをぶつけ合い、「クリエイティブな関係性」

を築くための環境は提供できたと確信している。

来年の実行委員たちは、こうした場の創造だけに満足せず、第54回で十分には問い直すこ

とができなかった諸問題に加え、そもそも日米間で議論することの意義、それに学生会議自体

の意義などに対して正面から取り組もうとしている。まだまだ先は長いけれども、来夏、日本

開催となる第55回日米学生会議は、参加者はもちろん、社会に対しても、きっと今年以上の

インパクトを生み出す、すばらしい創造の場になることだろう。

堀抜功二

私にとって、第54回日米学生会議とは、「新たな世界」への旅立ちであった。新たな人々と

の出会い、新たな活動、新たな経験、新たな考え方。私は新たな自分の、そして日米学生会議

の可能性を垣間見ることができた。

私をこの会議へ導いてくれた先輩は、かつて次のように言った。「自分の狭い殻に閉じこも

ることなく、外の世界を見ろ」と。一見広いように見えた大学生活というものも、実は狭い。

「井の中の蛙、大海を知らず」という諺のとおり、私は何も知らなかったし、自分を客観視で

きていなかった。そんな私にとって、5月の合宿、6月の防衛大学校見学、勉強会、そしてア

メリカでの本会議は、まさに「新しい世界」であった。

それでは、この「新しい世界」はどのようなものであったのだろうか。

日米学生会議には、学問的にも人間的にも、そしてその他のことについても奥の深い人間が

集まっている。このような人間が集まる刺激的な環境での－カ月間は、非常に貴重な経験であ

る。これは日米学生会議の大方の参加者が同意することであろう。このような機会は、個々人

としての成長に寄与することはもちろん、日米学生会議の成熟、そして中長期的には社会への

貢献に一定の役割を果たすものであると確信した。

また、当然のことながら、改めて「米国」そして「日米」というものについて考えさせられ

た。われわれは時として、米国に関するどのような事象でも「米国」という－括りで見てしま

う。そして、それが「嫌米」や「反米」感情に発展することが多々ある。しかし、それは一面

で真実であるが、他方で真実でない場合が多い。例えば9.11の議論をみても、メディアからの

情報とアメリカ側参加者の意見、感想などのギャップに驚きを隠しえなかった。多様なチャン
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ネルとパースペクティブの重要性を、改めて認識した。

しかし、日米学生会議という「新しい世界」のすべてに満足したわけではない。

例えば、「もっと多くの議論をしたい」という強い欲求があった。しかし、それをするには

自分の語学力と知識があまりにも足りなかった。これは、日米学生会議に対する不満ではなく、

自分自身に対する不満である。「もっと何かできたのではないか？」と会議終了後に強く思っ

たのは、このせいである。

内省のない発展はない。このような思いから、私は第5う回日米学生会議の日本側実行委員

となった。2003年の夏に向けて、アメリカで感じ、思い、考えたことを忘れずに活動を続けて

いきたい。それは、取りも直さず日米学生会議の継続と発展、新しい参加者への機会提供、日

米関係の再認識、そして未だ自分の知らない「新しい世界」の発見に繋がるであろう。

増谷康

頭の片隅にはいつも第1回会議があった｡1934年日本の満州侵攻を受けアメリカとの関係悪

化を懸念した日本人学生4名が立ち上がり日米双方における「草の根学生会議」の開催を目指

して東奔西走したという史実一この原点を思い起こすたびに現代の学生会議との隔世の感

が拭えない。

現代は猫もノビタも留学する時代一。そんなことを冗談で言い合った。確かに70年前と

は時代状況が大きく異なる。だが、現代を生きる私たちにも、社会に対して（あるいは日米関

係に対して）何か貢献できることがあるはずだ。私たちは渡航前よりインターネットなどを通

じて意見交換を行い、会議の意義、目的などについて何度も話し合った。だが会議参加を通し

ての「自己成長」という目的以外、積極的な意義は見つからないまま渡米の日を迎えることに

なる。

いざ本会議がはじまると私（たち）の不満は爆発した。特に今回は昨年9月11日同時多発

テロ後初めての会議開催。テロリズムというテーマに日米双方の視点から取り組んでみたいと

いう思いがあり、会議中のニューヨーク訪問を強く希望した。だが（日程変更も生じさせずま

た完全に私費で行くという提案にもかかわらず）この要望は大きな反対を受けることになる。

学生会議でありながら、学生の自由な意思もまかり通らないような会議のあり方に失望感を感
じた。

分科会も後半になると「議論」というよりも「口論」の方が多くなった。フォーラム（報告

会）での発表方法をめぐって、全員の意見を発表するか、一部の意見だけを報告するかで意見

が分かれた。私は前者の立場を強く主張したが、結局グループとしては議論の統一性を優先さ

せるため後者を選択することになる。もちろん、どちらかが正しいという議論ではない｡だが、

私たちがそれだけ「社会的アウトプット」の場として期待を寄せたフォーラムには十数名ばか

りの来客しか現れず（しかもほとんどがホストファミリー)、ブース（展示）を見に来る者も

ほとんどなかった。完全な内輪の発表会であった。

他の学生団体等が私たちより少ない人、資金、期間でより多くの結果を出していることを見

るにつけ、学生会議との差を感じずにはいられない。本会議から帰国すると、上．－スボートが

国後島訪問をめぐって世間を騒がせていた。ささやかな抵抗にせよ、自分たちの主張を押し通
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している姿には非政府組織としてのあるべき姿を見る思いがした。

学生会議の現代的意義とは何なのか。社会に対して何らかのアウトプットを主張するのか、

あるいは会議参加を通して自己成長を実現する場であるのか。もちろんどちらかを選択しなけ

ればならないという問題でもない。だが今後の会議継続にあたって、この問題を避けて通るこ

とはできないだろう。会議の原点は「対話」することを通して相手の立場を理解し、また自分

たちの問題意識を相手にぶつけたいと思う心にある。個人的には相手との「対話」を通して、

（共通の認識は得られずとも）それぞれの考えや立場の違いを理解するという目標までは達せ

られたように思う。学生会議を通して学んだ「対話」することの姿勢を今後も継続していきた

いと思う。

松岡洋平

自分にとって、今回の会議を総括して一言で表現しろといわれれば、「アメリカの多様性に

触れた」という言葉が一番しっくりくるように思う。この国は自分が創造していた以上に多様

で、複雑で、危険で、それでいて無限のパワーがあって、懐かしさも持っていて・・・・国と

しての多様性はもちろん、そのなかにいる人々の多様性に由来するものであり、アメリカの多

様性とアメリカ人の多様性、この二つの多様性を実感し、ぶちあたり、少しずつ理解し、そし

て好きになった。それと同時に、今まで気づくことのなかった多様性にも目が開かれた。それ

は自分自身の多様性だ。これまで無意識のうちに自分で自分の意志を制限していたことに気づ

き、その制限を少し越えたところに新たな自分を発見することができたように思う。

また、分科会で痛感したことは英語力はもちろんのこと、ある人間が話す言葉を理解するに

は、言葉の理解だけでなく、それを話す人間の理解が必要だということ、ひいていえばその人

がなぜそう思うようになったのかというコンテクストや社会など、その人を取り巻く環境を理

解することなしに言葉を理解することはできないのだと痛感した。

同じ環境で生まれ育ち、同じ言葉を話す人たちと普段接しているときには、無意識にお互い

を理解しあう部分がある。しかし、バックグラウンドはもちろん、異なる文化、環境で生まれ

育った人たちとなるとお互いを理解しようという気持ちが空回りしてうまくいかない、という

ことを経験した。

これからビジネスの世界に足を踏み入れる自分だが、今、自分の立っている位置と、これか

ら立とうとする位置と、それを考えるにあたって日米学生会議は本当にいい機会だったと思う。

人を幸せにする、ということを実現するためにもっとも必要な人の理解。それもこれまでは、

全く出会う機会のなかった人々と出会い、語らい、議論し、遊ぶという経験は本当に貴重なも

のだと思う。

水本憲治

まず、組織としての日米学生会議について考えたい。

最近、真っ白なノートを好むようになった。自由に好きなものを描けるから。

今回もノートを渡された。しかし忘れてはいけないのは、渡されたノートのタイトルは「日

米学生会議」であり、ゆえに、さまざまな制約と可能性を併せ持っているということである。
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事前､事後活動における距離的、時間的制約､本会議中における各個人の姿勢の差｡そして、

日米学生会議に流れるこれまでの歴史と伝統の重み。これらに代表されるものは、本を手渡さ

れた時から、その表紙や描く道具などの「形」として在るのであり、これらの存在を認め、何

を描けるのか考慮に入れること。その上で、ページいつぱいまで、自らの手で、時には他者の

手によって､描いていくことが､満足のいくノートに仕立てるに不可欠な要素であると感じた。

次に、日米学生会議における個人的体験について述べる。

楽しかった。過ぎ去った時には、性々にしてそう感じるのかもしれない。だが、26日間中、

隣には約70人もの仲間がいて、しかもツワモノばかりなのである。他の人の取り組みや、自

身ががっぷりよつになってみることで、等身大の自分の姿が見えてくる。意見の違い、思考回

路の違い、そもそもの視点の違い。また、自分の得手不得手。それらがみえてくる頃には、自

分のフィールド外のことを、信頼する仲間に任せられるようになっていた。

そして、会議への主要な参加動機であった、アメリカ人の感性の理解という点では、十分な

感覚を得られたとは正直いいがたい。しかし、同じ「ヒトとして」という根源的なところで触

れ合ううちに、結果として現れる行動様式に対しては理解ができるようになったことは、大き

な収穫であったと思う。

自分の姿そして、信頼できる仲間たち。これが日米学生会議を通して得ることができた大

きな財産だと思う。

宮下紘

1IExpecttheunexpected.'!

日米学生会議であるからこそ、自らが期待していたことを期待するというよりは、むしろ予

期せぬ何かを期待していた。

しかしながら、一面において、"MumalUnderstanding,EmpowermentandProgress"という大そ

れた理念を掲げた会議そのものの意義を問い直すとき自らの学生としての非力に決して楽観

することはできなかった。そして、そこには会議に参加する以前からこの崇高な理念の多幸感

に酔うことのできない自分がいた。

日米学生会議には、異質な他者との開かれた対話の中に未知の領域と可能性を発見するだけ

の自律した個人がいる。－カ月間の異国の地における共同生活の中、70人ほどの確固たるアイ

デンティティを持つ個人が多様な議論を重ね、相互啓発をする環境はまさに日常とはいいがた

いものであった。日米学生会議という非日常的な環境が、日常に埋没し疲弊していた自分に新

たな自分を発見させてくれた。日米学生会議での出来事を反濁すると、そこには今までの自分

と新たな自分がある。過去の自分と現在の自分のG(MumalUnderstanding"、そして新たな自分

の"EmpowennentandProgress"。ここに偶然にも自身の"MumalUnderstanding,Empowennentand
Progress''の一抹を発見したのであった。

しかし、"MumalUnderstanding,EmpowennentandProgeSs"を一種の代償満足として自己理念

化するのではなく、他者との関係さらには日米関係にもこの理念を見出そうとするのであれ

ば、日米学生会議はここで終わったわけではない。

日米学生会議の理念を思い起こしたとき、そこには自分がいた。日米学生会議での出来事を
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謡歌しながら、精進していきたい。

日米学生会議思う、故に我あり。これこそ日米学生会議が与えてくれた予期せぬ何かなのだ

ろう。

森川幹人

私が日米学生会議を通して出会った貴重なもの。それはリアリストしての考え方である。理

想を夢想するだけで自己満足していた私は、現実をみていなかった。それを強烈に自覚させら

れた。

まずは国際政治に関して。日米学生会議を通して語られる日米関係では、国際交流や相互理

解が強調される。しかし､両国ともそれぞれの国益のために協力もするし争いもする。そして、

私は日本という国家に守られて生きている。

次に異文化交流に関して。それはとてもダフで疲れるものだった。心の中で日米という壁を

作ってしまう自分がいた｡相手を国籍で判断するのではなく、自立した個人として考えるべき。

頭の中ではよく分かっている。だがそこに険しい壁がある。私はまだそれを乗り越えることが

できなかった。

ただ、異文化の定義自体がとても主観的であることを実感できた。AとBがお互いに異質で

あると思っていても、AとBの前により異質な存在が現れれば、AとBは同質なものになれ

る。要は程度の問題であり、とても主観的なものだ。

日米学生会議を経て、私は日本人学生とより仲良くなったと感じる。内面に迫ったより本質

的な対話ができたのは、日本人学生との場合が多かった。春合宿のときはぎこちなかった人間

関係が、本会議を通して、またアメリカという異質な存在に出会うことで変わっていった。

たしかに度合いとしては、日本人学生と接する時間が長かったことは否めない。しかし、文

化や国に関係なくして仲良くなったアメリカ人学生にも出会った。彼らと話すことで、アメリ

カの多様性を垣間見ることができた。同時に、その多様さを束ねていくのがいかに大きな課題

であるかは、日本で生まれ育った私にはなかなか想像できないことだった。私の英語力不足に

よって、アメリカ人との対話が困難かつ不十分に終わってしまったことは残念であったが、そ

れは私に大きな目標を残してくれた。

ただ、自分と異質なものに対して心を開いて向かっていくことが異文化交流の本質であるな

らば、私は結局それから逃げてしまった。異文化交流はとても根気のいることだし、また自分

の弱さをさらけ出すことでもある。そのためには強い個人が求められる。それが日米学生会議

を通して私が見つけた課題である。自分の弱さ、小ささを直視させられた。これはけつこう骨

の折れる経験だったが、とても貴重だった。

また、人間にとって本当に大切なことは、現実だけを見ていたのでは発見できないことも多

いと感じた。現実の厳しさを知らない者の理想は、時に青臭く、偽善に満ちている。しかし、

目指すべき理想や希望を抱き続けることは､生きていくうえで大切なものではないか｡時には、

恥ずかしくなるぐらいのナイーブさがあってもいいのではないだろうか。

日米学生会議では、一人で旅するときとは異なる孤独を感じることが多かった。感じるとは、

本を読んで頭で理解することとは異なるものだ。四週間という時間の流れにおいて、悩み、笑
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い、対話をする中で結晶化されたものである。一人でいることの孤独と、人の中にいて感じる

孤独。二つの孤独を体で感じることができた。それを忘れないでいられれば、相手に対する想

像力を少しでも豊かにすることができるのではないか。もう少し相手が存在することに敏感に

なれるし、自分だけの正義や価値観を振り回すことにもっと懐疑的になれるのではないか。

日米学生会議では、劣等感を感じることがしばしばあった。それは通奏低音のように、ずっ

と自分の頭に響き続けていたと思う。自分にとって魅力的な参加者が多すぎるほどいたことが

理由かもしれないし、集団で生活するプレッシャーが理由だったかもしれない。お互いに異な

る自分と相手が日米学生会議という舞台で出会い、羨望、劣等感孤独、いろいろな感情を抱

いて葛藤する時間があった。しかし、日米学生会議も終わりに近づいた頃､多くの対話をして、

お互いが心の内で感じていたことをちょっぴり共有できた。そして新しい発見があった。だん

だんと劣等感を感じる必要はないのだと思い始めた｡みんなも自分と同じように､悩んでいた。

最後に参加学生どうしでメッセージを交換する中で、自分もまた日米学生会議における大切な

参加者の一人であったことを実感することができた。そんな出会いと発見は、私にとって未来

につながる希望だ。

最後に、実行委員の皆に感謝したい。あなたたちにとって日米学生会議が持つ意味は、私に

は想像もできないほど大きなものだと思う。それは、あなたたちが日米学生会議に投じてきた

ものの大きさに比例するものだから。どんなに素晴らしい機会が提供されようと、それに対し

て主体的に行動し、また全力をもって向かっていかなければ、得るものは少ない。日米学生会

議にも多くの批判があるだろう。それはそれで考えていく必要があると思う。しかし、日米学

生会議がどれほどのインパクトをもって自分に跳ね返ってきたか否かは、ひとえにその人の行

動にかかっている。もちろん､あなたたちもいろいろと悔やんでいることもあるだろう。でも、

少なくとも私の立場から言わせてもらえば、なるべく客観的に見て、やっぱり皆の頑張りはす

ごかった。

そして、新しい実行委員会のみんなにも同じ言葉を贈りたい。

守屋彰人

最初に、このような貴重な機会を与えくださった協賛団体、実行委員、日米双方の参加者な

ど、全ての方々に感謝の意を表したい。日米学生会議は、学生生活最後の夏にふさわしい素晴

らしい環境を我々に与えてくれた。日米で協力すべき課題を通じて、各自の問題意識を再認識

すると同時に、多様なバックグラウンドと価値観を持つ学生の間でのディスカッションの難し

さなどを学んだ。そして、何事にも変えがたい日米間での友情を得た。しかしながら、やれば

できるかもしれないのに、挑戦しないで現状満足することにもどかしさを感じ、アメリカにま

で来て何もできない自分が耐えがたかった。社会に出ると、立場を伴い、外圧も生じ、言論の

自由さえ奪われる可能性がある。私は教育分科会だったが、学生という教育の当事者に携わっ

ているにもかかわらず、新たな具体的提案をせずにして終わるのが悔しかった。この経験を無

駄にしないよう、残り半年の学生生活と、自ら立ち上げた学生団体SBAで、自分の考えを、

立場を超えて実現していきたい。また、日米学生会議参加者との密な交流をいつまでも続ける

ことに努めたい。将来は、どんなささいなことでも良いから、日本を変えて、より良くしてい
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きたい。

日本に、最も足りないことを述べて、感想を終わりにしたい。社会の現実に対して「知って

いる」という人は多い。しかし、「問題点や解決策の気付き」がある人は少ないと思う。だか

ら社会には矛盾が多いし、納得のいかないことが多い。「知っている」ということと「気付い

ている」ということの違いは何か。例えば、煙草が体に良くないなんて「知っている」が、実

際に煙草の害が自分の身に起きていないから煙草をやめない。「気付いていない｣。もし、健康

診断に行って「肺ガンですよ」と言われたら、一般的に考えると煙草が体に良くないというこ

とに「気付き」すぐに煙草をやめるだろう。戦争が良くない､偏差値で判断するのは良くない、

差別をするのは良くない。そんなことは全部知っている。でも気付いていないだけ。だから歴

史は繰り返すのだと思う。「気付き」というのは行動を起こすための最初の出発点ではないか

と思う。しかし、世の中にはさまざまな人がいて、価値観も多様、「気付き」の基準もさまざ

まであるし、「気付いても」行動しない人も多い。だから世の中うまくいかないことも多いの

だろう。ここに書いたことは、当たり前のことだが、当たり前であるが故に見落としがちであ

ることが多い。だからこそ、一人一人が、気付こうとする意志、気付いたことに対する行動を

心がけて生活していってほしい。なかなか難しいが、それを実現できれば良い社会になるので

はないだろうか。

山田哲平

日米学生会議を終えてみて、何か自分に変化があったのかと考えてみる。少なくとも、この

学生会議がどういうものかはある程度知ることができた。それには応募する前にテレビや報告

書で見て持ったイメージを修正する別の面が多くある。例としては基本的に会議を参加者で作

っていくという方針があることや、会議中にも公的、私的にこのプログラムの意義や目的自体

について不断に話し合われること、通訳作業が課題となったということ、アカデミックな活動

よりも参加者間の交流が実質的に会議の中心と考えられている場合が多いことなどがあり、会

議を固定された厳格なものに考える見方を変えるものがあった。

個人的には、春合宿の時から会議自体や他の参加者に圧倒され続けてきた。それが－ヵ月行

動をともにしてさまざまな意味での限界が見え、冷静に眺めることができるようになった気が

する。また、終わった後、心理的に日常生活に慣れるのに苦労するほど、会議の間自分にとっ

て密度の濃い生活を送ることができた。会議への適応に苦労することもあったが、参加前に予

想しなかった形で自分に大きな影響を与えたことは確かだ。会議中は渦中にいてはっきりと分

からなかったが、今は日米学生会議に参加できて本当に良かったと思う。

米田綾子

日米学生会議で過ごしたこの夏は、私にとってまさに怒涛のような－ヵ月間だった。最初ワ

シントンD.Cに着いた時はまだ時差ボケも治らないままにオリエンテーションが終了し、それ

からあっという間に三つのサイトが移り変わって気付けばサンデイエゴにいた、という感じだ

った。それだけ私たちが共有していた時間は密度の濃いものだったのだろう。けれど日米学生

会議を通して得た最も貴重なものは、72人の日米学生会議参加者たちとの出会いである｡アメ
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リカに到着してから私が常に心がけていたのはなるべくたくさんの人と出来るだけ話をする

ことだったのだが､アメリカ側、日本側を問わず､参加者には常に刺激を受けっぱなしだった。

何だかんだ言って普段の大学生活では似たもの同士で固まりがちだが、ここで会った人々は皆

さまざまな興味、関心を持ち、さらに、それぞれが素晴らしい持ち味を備えていた。

そのような人々に囲まれて毎日が興奮と緊張の連続だったが、自分でも驚いたのは、こんな

に大勢の集団の中で行動していてこれ程までリラックスしbemyselfでいられたことは今まで

一度もなかったことだ。高校でも大学のサークルでも、私は良い意味で肩の力を抜いて人と向

き合うことがなかなか出来なかった。もしかしたらそれは単に環境の変化や母語以外の言語を

使用している開放感といった一時的な要因によるものだったかも知れない。うまく説明するこ

とは未だにできないが、彼らと一緒に過ごすことで自分自身の本来の姿がよりはっきり見えて

きたことは確かだ。とはいえ日米学生会議で十分満足できる活動が出来たかと言うと、英語力

を始め分科会テーマに関する勉強不足など、心残りな点があるのも事実である。

最終日が近づくにつれ、私はしきりに「日本に戻るのが怖い。」と周囲に漏らしていた。あま

りにも非日常で、青い海と突きぬけるような空に囲まれた世界から現実世界に帰ることに怖れ

を感じていたのだ。しかし、－ヵ月の会議は既に終わってしまい、残ったのは山のような数の

写真と最後の夜に寄せ書きされたプレートだ。私の生活はこの東京で日々流れていく。自分が

会議中に出来なかったことを含め、全ての経験を今後に生かすことなしには、私の日米学生会

議体験は終わったと言えないだろう。

バークレー市役所屋上にて
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第弱回日米学生会議の概要

識開催期間

2003年7月26日～2003年8月21日

認 テーマ

U.S・andJapan:CivicParticipationinaGlobalizingSociety

グローバル化社会と日米～市民参加の視点から考える～

1934年、日米学生会議は2つの理念を掲げて発足した。それは、日米学生の交流を通して、

日本、米国の相互理解促進を草の根で支えること。そして、学生という自由な立場で、対等に

交わす意見交換と議論の実を、社会に向けて発信していくこと、である。会議創設当初、日米

関係は悪化の一途をたどっていた。両国間のつながりのほとんどは国の政治レベルで接点のみ

であり、市民がもっている情報はわずかであった。そのような背景の中、日米両国の学生は、

日米間の相互理解のために、学生による交流を試みたのである。

それから半世紀を経た現在、日米関係は極めて友好な関係にあり、強固なパートナーシップ

を結んでいる。民間から国家レベルに到るまで、あらゆる分野において日米問の交流が展開さ

れているのだ。このような時代の移り変わりを受けて、日米学生会議は、もはや「日米間の相

互理解」の追求のみに甘んじていてはいけないのではないだろうか。脈々と受け継がれてきた

当会議の理念は、今日的状況の中で再定義される必要性があるのではないだろうか。

今や、日本、米国はともに世界に対して多大なる影響力、そして責任を負う超大国である。

日米両学生は、「日米関係」にとどまらず、「世界の中の日米」の視点を持って語り合うべきで

はないだろうか。そこで、第55回日米学生会議は、現代世界を語る上で無視し得ぬ、グロー

バリゼーションという潮流の中で、日米が世界に対してどのような関係を構築していけるのか

－「グローバル化社会と日米」－を考える。日米二国間の相互関係を世界中の国との関係

性の中で再定義し、世界に対して日米両国の学生が何をなし得るのだろうか、という問いかけ

を試みるのだ。

では、「グローバル化社会と日米」は、どのような視点から取り組まれるべきであろうか。

重要なのは、以前は情報発信の主体とはなり得なかった「市民」が、意見や情報を発信する権

利、技術を獲得し、社会的、政治的なプレゼンスと実行力を高めるようになったということで

ある。やがて社会の一員として社会を動かしていく学生にとって、このように市民一人一人が

社会の問題解決に向かってどのように働きけていくことができるのか－「市民参加の視点か

ら考える」－を確認する作業は意義深いことである。無数の問題提起ばかりが先行している

現代において、各人が自分の立場で地道に行動していくこと、自分の行動の可能性を信じてい

くこと、が求められている。そのための行動指針を具体的に提案していくこと、これこそ社会

に新しい風を社会に吹き込む存在である学生に託された役割といえよう。
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第55回日米学生会議のテーマ、「グローバル化社会と日米～市民参加の視点から考える～」

は、歴代日米学生会議の、今という時代の、社会の、そして学生自身の要請を受けて今ここに

宿った。2003年夏、その産声が生み出す原動力が、様々な方向に波及していくことを確信して

いる。

鎌開催地

◆ 東京

東京を定義するのは容易ではない。日本の政治、経済、交通の中心地。1200万人の人口を抱

える巨大コミュニティ。また、400年の歴史を背景に発展した伝統芸能、文化を残す街並み。

これら枚挙にいとまがないほど多くの顔がモザイク上に交錯する街、それが東京である。

当会議では国会議事堂や省庁が連立する東京の地で政治、経済の観点から日米関係に対する

認識を深めていく。同時に、ゴミ問題など巨大コミュニティとしての東京が抱えるさまざまな

問題についてNGO、NPOへの訪問を通じて学ぶことで、グローバルな問題意識とローカルな

市民参加の二つの視点で具体的かつ精綴な議論を進めるための端緒を開いていく。

◆ 沖縄

第二次世界大戦中、日本で唯一の地上戦の場となった沖縄。多くの一般市民が犠牲となった

その歴史は、米軍基地問題などの形で現在も沖縄に色濃く残っている。その一方で、沖縄はか

つて琉球王国としてアジアの国々との交流を盛んに行い、平和の国として知られた歴史をも持

つ。このように、独特な歴史的、文化的背景を持つ沖縄の地で、「本土と沖縄」また「米国と

沖縄」という観点から日米における諸問題を議論することは、日米関係及びアジアにおける日

米の役割を検討するにあたり、多角的な視点を提供する点で重要である。

◆ 福井

福井という開催地は、一見すると日米関係とあまり関係ないようにも思われる。しかしなが

ら、コメ生産や原子力発電所の問題は、食料や電気という身近な事柄でありながら、コメ輸入

自由化問題、放射性廃棄物処理問題など、日米関係や日米両国が率先して取り組むべき世界的

問題に大いに関係している。普段、身近にありながらあまり意識することのない諸問題に取り

組むことこそ「市民参加」という当会議のテーマに沿うものである。また、日本海に面する福

井県は、海外との交流の窓口としての歴史を持ち、アジアの中の日本という視点を提供するも

のである。

◆ 京都

日本を代表すること「京都」は、1200年の歴史とその変遷の中に魅力を感じさせる。古くか

らの伝統行事や寺社仏閣などの建造物、人々の生活の中に日本古来の文化を色濃く残す一方で、

観光や学生の街として栄え、多くのNGOやNPO、ベンチャー企業などを生み出すなど発展を

続けている。このように古い文化と新しい文化が共存する京都では、祇園祭における町衆のよ

うに、市民のたゆまぬ努力によって新旧二つの文化の調和が保たれている。当会議では、これ
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らの文化に触れるのみならず、それを維持する市民の努力の観点から文化の調和の問題を考え

たい。

また、伝統的に学生のチャレンジを受け入れやすい気質である京都の地で、第55回日米学

生会議フォーラムを開催し、成果を社会に発信する。

③会議の過程

第54回日米学生会議の参加者から選ばれた実行委員が、日本側は主催団体である財団法人

国際教育振興会、米国側はJASCInc.の協力のもとで本会議開催のための準備活動を行う。参

加者決定後､実行委員と参加者は春合宿や講演会、勉強会への参加などを通して、本会議へむ

けての準備を進める。

本会議では主として英語を使用し、約1ヵ月にわたる共同生活を送る。会議中の主要な活動

となる議論、意見交換の場は、分科会と全体討論、スペシャルトピックに分けられる。

分科会では8つの分野に分かれて討論を行い、議論やフィールドトリップを行う。全体討論

では、米国同時多発テロ事件をはじめとした国際情勢の緊迫をふまえ、「安全保障問題」につい

て、参加者全員が一堂に会して議論する機会を設ける。またスペシャルトピックでは、学問、

文化、スポーツなど様々な分野で参加者が自発的に興味関心に沿った論題を設定し、自由な意

見交換と相互理解の場を作っていく。

分科会や全体討論を通して導き出された結論は､フォーラムという一般公開の場で、提言と

して社会に発信される。また、各参加者は、導き出された結論を各自の行動や進路に反映させ

ることにより、会議の成果の社会的還元を目指す。会議の内容を後日報告書にまとめ、第55

回日米学生会議の総括とする。

◆分科会

経済活動と倫理

天然資源

市民活動と地域社会活動

民主的政治システム

現代社会とジェンダー

移住労働者と外国人コミュニティ

健康と安全

科学教育

BusinessEthics

NaturalResourceslssue

ActivismandCommunitvAction
〃

PoliticalDecision-makingProcess

GenderlssuesinContemporarySociety

ForeignandImmigrantConnnunities

DomesticHealthlssues

ScienceEdllcation
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◆ スペシャルトピック

スペシャルトピック(ST)では、参加者の新たな視点の獲得や発想を促すことを目的とし、

東京、沖縄、京都の各サイトで1回ずつそれぞれ異なったトピックについて議論する。原則と

して参加は自由とし、議論するテーマや運営方法などは、参加者の関心に応じて決定する。現

在検討されているトピックとしては、「歴史的記憶」「農業」「消費文化」「東アジア関係」「ス

ポーツ」などがある。

◆ 全体討論

全体討論では、在日米軍問題や米国同時多発テロ事件を始めとした国際情勢の緊迫をふまえ、

「安全保障問題」について、本会議全体を通して参加者全員で討論する。なお、具体的な論題

は、本会議が行われる時期の世界情勢を考慮して設定する。
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第8章

第54回日米学生会議 協力者

④第54回日米学生会議主催・後援

主催：財団法人 国際教育振興会

後援：外務省、文部科学省、米国大使館、日米文化センター、

財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会

第54回日米学生会議開催協力（敬称略 順不同）② 第54回日米学生会議開催1

◆ 会議全般

財団法人 国際教育振興会

理事長

常務理事・事務局長

総務広報部部長

総務広報部

国際教育振興会賛助会

事務局長

事務局

JASCInc.

理事長

専務理事

外務省

文化交流部 人物交流課長

文化交流部 人物交流課 外務事務官

文化交流部 人物交流課 外務事務官

文部科学省

大臣官房 国際課長

大臣官房国際課 文部科学事務官

米国大使館

広報。文化交流部 文化プログラム室

財団法人 国際ビジネスコミュニケーシ

専務理事・事務局長

GHRD推進宝羊仔

●

山室勇臣

鈴木堯

稲田脩

玉城美穂子

伊部正信

山崎花里

JackShellenberger

GrechenDonaldson

高岡望

三宅妙子

西池万葉

木曽功

井上裕幸

松元美紀子

国際ビジネスコミュニケーション協会

松崎浩

田代美智子

111

戸戸



me54'伽〃pα"-4"z"""Sr"de"ramた雁"“

日本電気株式会社コーポレートコミュニケーション部

社会貢献部長

社会貢献部フィランソロピーエキスパート

社会貢献部担当

国際交流基金日米センター

所長

事業第二課 課長

事業第二課

日米文化センター

日本代表

日米学生会議OB会

会長

幹事長

社団法人 日米協会

専務理事

京王観光 株式会社

東京中央支店 課長補佐

株式会社 実業公報社

常務取締役

株式会社 千修

株式会社インターナショナルサイエンティフィック

特別顧問

鈴木均

山辺清和

櫻内郁子

和久本芳彦

佐藤宏美

平岩あかね

伊部正信

山室勇臣

中瀬正一

久野明子

大平浩一

古屋繁

横井靖典

山元雅信

◆ 事前活動

-全般一

財団法人世界平和研究所理事長

東京三菱銀行相談役

三菱商事株式会社会長

日本テレビ放送網 株式会社

報道局政治部デスク

報道局チーフプロデューサー「報道通」

報道局

株式会社ガクシン

編集長

担当者

立命館大学国際関係学部職員

青山学院大学専任講師

NPO法人国際親善・交流サポートセンター事務局長

大河原良雄

行天豊雄

槙原稔

伊佐治健

小林景一

菅原薫

小渡ユウキ

渡瀬みずほ

河上正昌

武田興欣

園鉄彦
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早稲田大学政治経済学部助教授

毎日新聞キャンパる編集部スタッフ

琉球新報

沖縄タイムス

国立オリンピック記念青少年総合センター

飯野公一

瀬長あすか

－講演会・勉強会講師－

東京大学教授

日本ケイデンス・デザイン・システムズ社代表取締役

苅谷剛彦

グレン･S･フクシマ

西原正

源田孝

榎本圭祐

セリム･ユジュル･ギュレチ

高橋和夫

田中明彦

原孝

福山哲郎

ポール・アレンソン

堀内保丸

村田晃嗣

山脇啓造

防衛大学校校長

防衛大学校教授

防衛大学校学生

東京ジャーミイ・トルコ文化センター

放送大学助教授

東京大学東洋文化研究所所長

プレジデント社企画出版部編集担当部長

衆議院議員

日米会話学院講師

同志社大学附属高校元教諭

同志社大学法学部助教授

明治大学商学部助教授

◆ 本会議活動

一ワシントン，.C.サイトー

UnitedStatesEmbassyofJapan Hon.RvozoKato
ゴ

MLHiroshiKamiyo

Mr・ThkehiroFunakoshi

Mr.BrianMohler

Ms.Tb面iScadron

Ms.TbankfillWnderstar

Ms.FUjieOtaOhata

Mr.RonaldOhata

MrbThomasWHussev
ご

Ms・12IIraL・Hippin

Mr.WilliamYates

Ms.JanisSposato

Ms.BarbaraWlarde

MLPaulPierre
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Ms・Rosiel_acot

Ms・ReneeHarris

Ms.NicoleMelcher

Ms,JenniferESklarew

Ms.CoraDickson

Mr.PeterKarpoff

MrBReidRHarvev

Hon.HoraceDawSOn

Dr・HaroldScott

Dr・MichaelFrazier

Dr・CharlieE.Mahone､Jr.

Mr.AlphonzoHorton

Hon.RobertA.Underwood

Dr.JamesAuer

DrbPaulaNewbelg

MLSteveTbang

Ms.AyakoDoi
ヴ

Dr.RobertD・Reischauer

Ms・FuvumiNaito

Mr・EdwardJ.I｣incoln

Mr・BrianSzepkouski

Hon・ThomasR.Pickering

Ms.JenniferL.Swanson

MLDerickandLindaOwens

Dr.FmestM・Mvers

Mr・MichaelSchate

TheUnitedStatesDepartmentofCommerce

UnitedStatesDepartmentofEnergy

UnitedStatesEnvironmentalProtectionAgency

HowardUniversity

Guam'sDelegatetotheUnitedStatesCongress

WnderbiltUniversitv

UNFoundation

NationalInstitutesofHealth

TheJapanDigest

TheUrbanlnstitute

MinistryoftheEnvironment

TheBrookingslnstitution

Szepkolntemational

TheBoeingCompany

EnglishTbacher,Translator,Consultant

2K9Nightclub

EarjNoseandThroat,HeadandNeckSurgery

Kinko's

Washington'IbhoKotoSocietyづ

HoyaCrystal,Inc.

Ms・ReikoMatsumoto

Ms.KyokoOkamoto

Mr・CIvdeOwan

Mr｡PatOkura

Ms・ChelTvTButsumida

Mr・PaulYGThni
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－オーバリンサイトー

OberlinCollege Ms.NancyS.Dye

Ms.DianaRoose

Mr.AlMoran

Ms・NanciKHardwick

Dr・Carollasser

Dr・AnnSherif

Ms.HeidiH.Chambers

Ms.YvonneGaV

Hon,Makotolto

Dr.RovU・Ebihara

Ms,CarolineRamsev

Mr.CarlWJacobson

ConsulGeneralofJapan,Detroit

I_akelandEyeCare,Inc.

HondaofAmericaManufacturing,Inc.

OberlinShansi

一バークレーサイトー

Mavor'sOffice

UniversitvofCalifOmia・Berkelev
ヴ ゾ

Hon,ShirlevDean

Dr.MirvamSas
J

DLSteveVogel

Ms・JoanRKask

Dr.PeterDuus

Mr・ChristopherJ.Sigur

Ms,CarolvnOtisCatanzaro

Ms.WahKCheng

Mr.TbisukeKainuma

Ms・NaoGunji

UniversityofCalifOmia

StanfbrdUniversitv

TheJapanSocietyofNorthemCalifOmia

MillsCollege

ThkaraSakeUSAInc.

RafUShimpo

MEDavidShiver

一サンディエゴサイトー

UniversityofCalifOmia,SanDiego Dr.FllisKrallBg

DrhStefan'1hnaka

DIzThkeoHoshi

Prof.UlrikeSchaede

Ms.FlanneryA.Shaughnessyづ

Dr.RobertUriu

Dr,PeterNosco

Mr.SeanO'Connell

Dr・PeterZwick

UniversityofCalifOmia,Irvine

UniversityofSouthemCalifOmia

CalifOmiaStateUniversitySanMarcos
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JapanSocietyofSanDiegoandTijuana Mr・PatrickGraupp

Dr.MichaelS.Inoue

Ms.WakakoMatsumoto

Dr.RandallPhillips

Hon.MasaharuKohno

Ms,ZeelaDiwa

Mr・RichardH.Davis

Mr.JohnnyC.Gogo

Ms.StephanieKellems

ConsulateGeneral,I_DsAngeles

AsianPacificStudentAlliance

KajimaConstructionServices,Inc.

CountryofSantaClara

AllarusAgency

MazdaNorthAmericanOperations

JapaneseAssistanceNetwork

Mr.JohnR・Westgarth

◆ 事後活動

日本放送協会(NHK)

エグゼクティブ・プロデュ

報道局国際部デスク

民主党安全保障アドバイザー

元防衛大学校教授

在日米国大使館主席公使

経済産業省

経済産業政策局調査課

外務省

北米第一課長

プロデューサー 川良浩和

河野憲治

長島昭久

新治毅

リチャード･A･クリステンソン

角野然生

宮島昭夫

◆ その他全般

天野順一

小関道幸

竹本秀人

降旗健人

山田勝

岩崎洋一郎

木ノ上高章

田端利夫

松井泰三

吉原健吾

大高巽

信田智人

辻喜久子

宮本昭八
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第54回日米学生会議 賛助者・団体・企業（敬称略）

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

社団法人

財団法人

社団法人

石橋財団

鹿島平和研究所

国際教育財団

国際ビジネスコミュニケーション協会

社団法人

社団法人

社団法人

社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

京都日米協会

神戸日米協会

日本歯科医師会

日本自動車工業会

平和中島財団

三菱銀行国際財団

吉田茂国際交流基金

信託協会

日商岩井国際交流財団

大阪日米協会

味の素 株式会社

株式会社 イトーヨーカ堂

オムロン 株式会社

株式会社 オリエンタルランド

キッコーマン 株式会社

シダックス 株式会社

新日本製鐵 株式会社

住友不動産 株式会社

積水ハウス 株式会社

セコム 株式会社

ソニー 株式会社

大成建設 株式会社

株式会社 竹中工務店

堤清二

株式会社 電通

東京海上火災保険 株式会社

株式会社 東京三菱銀行

東京電力 株式会社

トヨタ自動車 株式会社

日本アイ・ビー・エム 株

野村證券 株式会社

ぴあ 株式会社

株式会社 日立製作所

富士ゼロックス 株式会社

富士通 株式会社

本田技研工業 株式会社

松下電器産業 株式会社

三井不動産 株式会社

三井物産 株式会社

三菱地所 株式会社

三菱重工業 株式会社

三菱商事 株式会社

三菱信託銀行 株式会社

宮沢喜一

明治生命保険 相互会社

安田生命保険 相互会社

株式会社

エクソンモービル有限会社

株式会社 大和銀行

塩野義製薬 株式会社

住友商事 株式会社

武田薬品工業 株式会社

日清食品 株式会社

安里周吾

飯久保廣嗣

中村義哉

山元雅信
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編集後記

この魔第54回日米堂全会議の成果を美とめた穀告壽か，ようやく完成いたし葵した。

会議申に起きた数々の出来事や感情を、どの一〃で伝えきること/こは漉尿か'あり亥式しか

し、なるべく多くの参加者の生の声を載せβ教権〃毒全員か鐵筆/ご舞われるよう、工夫し｝

たしました。

第ゴイ回会議ば日米掌生会議の存在意義が複蒸から厩わ′zた会議でしたが、この報告書か参

加音にとって会議の価腫を再確認する鶴会になることを綴うと熊に、穀告書を手にとってく

ださった方γごば、時代を経でも鐸と受け継がれて↓}く日米の堂生の気獅を感じとってし'ただ

くことが､できればと,患し'麦式

最後になりましたか；報告毒秀行にあたりこ溢力くださった需舂の方々、そして何まりも

第54回日米堂生会議開催にあたり、多大なご支援、ご浩掌をし'ただいた昔猿に政めて心より

御礼顔し上げま丈

報告…委員一同

2002年〃月29日

燕寧"･噌鰹一宇可
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